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　漆(しつ)黒(こく)の空に、赤、青、緑の三つの月が昇る「魔界」――。

　そこに十五歳の《五代目》勇者、村(むら)雲(くも)護(ご)狼(ろう)が送り込まれてから、早くも四週間が過ぎようとしていた。

　強固な壁に囲まれた、もと要(よう)塞(さい)施(し)設(せつ)の《パンデモニウム学園》。数十体もの魔(ま)族(ぞく)の「生徒」たちがいるここで、人間は護狼一人だ。

　――そんな中での生活は、本当に大変だった。最初は魔界での食事が口に合わず、うっかり餓(が)死(し)しかけたほどである。

　けれども二週間ほど前に、学園の地下ダンジョンを攻略してから――ずいぶんと状況はよくなっていた。

「ほら、ザガン。そろそろいいかな？　最後にもう一回ひっくり返して、ちゃんと焼けたか確認できたら……」

「こうでござるか？　よっ、と！」

「ああ、上手上手」

　ぽんっ。と熱いフライパンの上で、一斉に裏返ったのは、いくつものハンバーグである。

　いつもの冴(さ)えないジャージ姿にエプロンまでつけた護狼は、学園の厨(ちゆう)房(ぼう)に来ていた。「溶(と)けない氷(こおり)石(いし)」でできた食料庫とくっついた、「燃え尽きぬ黒き炎」を宿す竈(かまど)の置かれた場所である。壁には装飾の施(ほどこ)された包丁が無数に並び、清水の満ちた流し台の脇(わき)に、美しく磨(みが)かれた大小様々な鍋が置かれている。

　ここで今、護狼のアドバイスに従って調理をしていたのは、料理人のザガンだった。逞(たくま)しい肉体を純白の体毛で覆う、コック帽のかわりに鍋をかぶった青年魔族だ。

　その彼は、盾ほどもある分厚くて大きなフライパンを、片腕で軽々と扱ってみせる。手首の返しだけで鮮(あざ)やかに、できあがったハンバーグを大皿の上に移した。

「おおー。よ、涎(よだれ)が出るぞ？」

　ふわわんっ、と香(こう)ばしく焼けた肉の香りが、護狼の胃袋を刺激する。

　人間界の動植物を取り込んだ、広大な地下ダンジョン跡。そこから獲(と)ってきた待望の「牛肉」である。おっと、と護狼はできたてのハンバーグを前に、手を合わせることを忘れない。

（だってこのために、ダンジョン跡にいた牛を一頭、つぶしたんだもんなあ……）

　使い切れなかった残りの肉は、しばらくの食料になるはずだ。護狼はしみじみありがたく思う。

（なにより――食べるってことは、命をいただくってことなんだよな）

　人間界にいたときは、食べ物があるのが当たり前すぎて、気付かなかったことである。それを今この魔界で、護狼は思い知らされた。なにしろ、年老いた牡牛を選んで捌(さば)いたのはザガンだが、それは護狼一人のためなのだから。

　魔族は人間と違い、食べなくても死にはしない。食は彼らにとって、怪(け)我(が)をしたときの養分補給でしかないのだ。

　というのが、護狼が来るまでの、魔界での常識だったのだが――。

「さあ、いただくか。もうたまらないし」

「少し待つでござるよ。これで、最後の仕上げでござる！」

　ザガンが付け合わせの生野菜や、用意していたパンを美しく盛りつける。細部にこだわるのは、代々料理人である血のせいか。

　その彼が、護狼指導のもとでつくった今回のメニューは「ハンバーガー」だ。具のハンバーグ自体は、肉とタマネギを岩塩で味付けした以外、つなぎに卵とパン粉を混ぜた程度の代物である。

（……中学の家庭科だと、豚肉のミンチも混ぜたり、ナツメグとか胡(こ)椒(しよう)とかも使ったけど。ま、足りないものはしょうがないや）

　それでも十分おいしそうで、護狼は厨房内のテーブルにつく。――そのとき。

　漂う匂(にお)いに誘われて、厨房にひょっこり現れた魔族がいた。

「ほほう……偶然、足を運んでみたら。また人間界の料理か？　ゴロー」

「って、あ。ベルゼ？」

　やってきたのは燃えるような真紅の髪に、ルビー色の瞳(ひとみ)、緋(ひ)色(いろ)の唇を持つ美少女だ。いや、見た目で判断してはいけない。

　こう見えても、学園にいる最強の《王(クイーン)》階級(ランク)、「魔王」の一人であるベルゼビュートだ。

　頭には、一本のねじれた黒い角があった。衣装から覗(のぞ)く肌は透き通るほどの白さだが、いつでも刃(やいば)のごとき漆黒の鱗(うろこ)で覆われるものだ。その細腕は、「ベルゼビュートさま！」と恭(うやうや)しく頭を下げたザガンなど、たやすくねじ伏せるほどの怪力を秘めている。容(よう)赦(しや)なく振るわれたその威力を、護狼は嫌というほど「体感」していた。

　ただし、そんな赤毛の魔王少女ではあるが――どうやら今は、ただの食いしん坊でしかないらしい。

「フ、フン！　本当にたまたま、なのだからなっ」

　などと言うものの、いつもは鋭く護狼を睨(にら)むその眼(まな)差(ざ)しが、ちらちらと大皿のハンバーグに向けられている。気もそぞろだ。

　そして護狼も、よくわかっている。「ぷ」とつい、小さく噴き出してしまった。

「！　な、なにがおかしい？　キサマ！」

「あ、いや。だってさ、『偶然』って、いくらなんでも毎回はないよね」

　いつも料理ができたときを狙(ねら)い澄(す)まして、登場するんだから。護狼は苦笑する。

　ベルゼビュートの鼻がきくのか。いや、護狼は勘付いている。おそらくザガンの手引きなのだろう。料理が完成しそうな頃に、何かしらの合図を送っているのか。――ザガンは、学園に三人もいる魔王の中で唯一、ベルゼビュートに忠(ちゆう)誠(せい)を誓っているのだから。

（それとも……単に、できあがるまでずっとこっちの様子を、こっそり見張ってるのかな？　だとしたら）

「やれやれ。人間の料理が気に入ったのなら、素直にそう言えばいいのに」

「……べ、別にそんなわけではないぞ！　だいたい我ら魔族には、脆(ぜい)弱(じやく)な人間のように毎回の食事が必要ではないのだ。我が来たのは本当に、ただ厨房の前を通っただけで、だなっ」

　本当の本当だぞ？　と念を押すベルゼビュートは、どう見ても「懸命に誤魔化す女の子」にしか見えなくて。

「はは。まったく、ベルゼったらかわい――」

「む！　なんだとゴロー!?　キサマ、また我のことをそんなふうに――ッ！」

「はっ。あ、いやいやいや、違っ」

　やばい！　と思ったときにはもう遅い。孤高の魔王ベルゼビュートに、「かわいい」は禁句なのだ。恥(ち)辱(じよく)と怒りで、赤毛の魔王少女の顔が赤く染まる。ぞわり、と彼女の肌を蠢(うごめ)いて拳(こぶし)を覆い尽くすのは、鋭利で硬い黒き鱗で――。

　だが、そこを救ったのは、ある突然の出来事だった。

　今にも腕を振り抜こうとしたベルゼビュートと、青ざめた護狼の間。料理の置かれたテーブルの下からいきなり、にゅっ、と腕が伸びたのだ。

　それは特徴的な、真っ黒な毛並みの腕だった。ぎょっ、とさせられた護狼とベルゼビュートだったが、すぐにその正体に気が付く。

「って、アスタロト？」

「お主いつの間に、そこにいたのだ？」

　皿の上のできたてハンバーグを摑(つか)んだのは、全身をすっぽり黒猫型の生きた「着ぐるみ」――《魔法生物(クリーチヤー)》「２８号」で包み込んだ、小柄な幼女魔族アスタロトだ。

　ただし見た目の幼さとは裏腹に、ベルゼビュートと同じ、魔王の力の持ち主である。テーブルの下に身を隠す彼女は、『にゃふーん？』とボタンでできた黒猫の目を護狼たちに向けてきた。

　しかし着ぐるみの中身である本人は、くすねたものに夢中なようだ。表情豊かな黒猫の頭とは違う、いつもクールなアスタロト。その感情を見せないエメラルド色の瞳は、引っかけた銀縁のモノクル越しに、手にしたハンバーグを見つめていた。――そして、ぱくっ、と小さな口でかぶりついて。

　瞬間、ぴょこんっ、と着ぐるみのネコミミが跳ねた。二本の尻尾(しつぽ)までもがぴん、と真っ直ぐになる。いつも無表情で無口な彼女に代わり、十二分な反応を見せた。

　いいや。よく見ればアスタロトの目はわずかに見開き、闇(やみ)よりも濃い黒髪までもが逆立っていて――。

『ゴロちゃん、ベルベルう！　これ、すっごくおいしいのだ、ってアーちゃんが言ってるのだ～！　もぐもぐ』

「こ、こら。だからって、こそこそつまみ食いするんじゃないってば。行儀悪いな、もう」

　饒(じよう)舌(ぜつ)に自分の言葉を代弁する着ぐるみの口にまで、アスタロトはハンバーグを食べさせようとする。その前に、護狼は彼女をテーブルの下から引っ張り出した。

　が、そんなアスタロトとは対極のように、堂々とつまみ食いに現れる者がいて。

「ああら、ゴローさま～。今日もまた、新しい料理に挑みましたのね？　うふふ」

「え。……ああ、そうだよね。この二人が揃(そろ)ったら、君も来るよね……ルシフェル。ははは」

「それはもう、そのとおりですわ。だって、他の魔王に抜け駆けされてはたまりませんものっ」

　厨房の入り口から、ドレスの裾(すそ)をふわりとなびかせやってきたのは、長い銀髪の少女だった。

　一見すると、魔族と呼ぶにははばかられる容姿の持ち主である。清(せい)楚(そ)な雰囲気を持ち、背中には「天使」を思わせる、三枚の白い翼が生えている。ぽふ、とやさしく手を合わせて、ぷっくりとした桜色の唇をほころばせた。

　だが、彼女も魔王の一人なのだ。ベルゼビュートの横を通ったとき――青い右目に金の左目というルシフェルのオッドアイが一瞬、赤毛の魔王少女と火花を散らした。それが彼女の本性なのだ。

　けれども護狼にだけは、そんな敵意を微(み)塵(じん)も見せない。むしろその逆だ。細くしなやかな指を優雅に動かし、ルシフェルがハンバーグをつまみ上げた。「あら、これはなかなか！」と、一口齧(かじ)ったかと思うと。

「ふふ。ゴローさまあ？」

　などと、突然甘ったるい声を出し、ルシフェルはさりげなく邪魔なアスタロトを押しのけた。そのまま護狼にしなだれかかる。

　ふにょんっ、と密着された護狼に当たるのは、とてもやわらかな感触で。

「う、うわわわわ！　って、ルシフェル、だからまたっ」

　護狼は真っ赤になってあたふたする。押しつけられたのはルシフェルの胸だった。とびきりの「巨乳」である。

「なんで君は毎回毎回、そうやって胸をくっつけにくるかな！」

「あら。ですからいつも言ってるとおりですわ？　……わざと、ですのよ。ふふ」

「やめてって言ってるじゃないか。お、俺ほんと、こういうのは苦手で。慣れなくて……」

「ゴローさまって本当にウブですわね。もう、さっさとわたくしに手を出してくださればいいのにっ」

「出さないってば。だいたい下心あってのやり口じゃないか、君は？」

「まーそれはともかく。はい、ゴローさまっ。あーん」

「……ほんと、俺の言うこと聞いてないよね君って」

　身をよじる護狼を逃さず、銀髪の魔王少女は自分の食べた断面を向けて、護狼の口元にハンバーグを近づけた。いやいやいや、と精一杯の意思表示で、護狼はぷいとそっぽを向く。

「あら、なんですの？　――ああ、こっちの方がよろしくて？」

　少し考えた後、ルシフェルは食べかけのハンバーグを口でくわえた。そのままなんと目を閉じて、差し出してくる。

「ふぁい、ゴローはまぁ～」

「口移し？　ちょ、もっと勘(かん)弁(べん)だよ……あ、ああああ！」

　そんなことを護狼とルシフェルがしている間になんと、大皿の上のハンバーグがすごい勢いで減っていた。

「ほほう。そんなにおいしいのか、アスタロト？　むぐむぐ――おおおっ？」

『ねー、ベルベル！　こう、じゅわ～っとおつゆが、アーちゃんの口の中に染み出すのだ！　たまんないって、アーちゃんが～』

「確かにこれは、はむっ、手が止まらな、もむっ！」

「ベルゼビュートさま。そちらに添えてあるパンで、野菜と一緒に挟んで食べるのが、人間流のようでござるよ？」

「パン？　ああザガン、この小麦粉とやらを焼いたものだったな。ふーん、別々に食べたところでさほど変わらぬとは思うのだが……むももも!?」

『にゃはむう!?　一緒に食べると、なんかおいしさがものすごくなるのだ！　アーちゃんびっくりしてるのだあ！』

　ザガンの助言に従って、ハンバーガーをつくって食べたベルゼビュートとアスタロトの二人が、よりいっそうのペースでむさぼる。「はあっ？」と護狼だけでなく、ルシフェルまでもが声を上げた。

「なにしてますのー!?　こっちが手一杯なときに、ず、ずるいですわ！　それおいしいのですから、わたくしにもっ！」

　食べかけのハンバーグを慌てて飲み込み、護狼などほっぽり出して、そこにルシフェルが加わった。三人の魔王少女たちは押し合いながら、手摑みでハンバーグやパン、野菜を奪い合う。

　その光景にしばし、ぽかんとあっけにとられていた護狼だったが――。

「……こらこら、ちょっと待った。君らなあ、前から思ってたけど。食に対する敬意ってもんがないぞ？」

「は？　なんだ、ゴロー？」

『にゃふ？　食べるものに、どうしてなのだ？　ってアーちゃんがー』

「また人間ごときの考えですの、ゴローさま。もぎゅもぎゅ」

「うあ。そうか……魔族って、そもそもそんな概(がい)念(ねん)がないのか」

　ベルゼビュート、アスタロト、ルシフェルの反応を見て、護狼はそこに気が付いた。

「思い返せば、どうりで食べる前の『いただきます』とかもないわけだ……」

「『「いただきますぅ？」』」

　三人が声を重ねた。ああもう、と思いながらも護狼はきちんと説明する。

「いただきます、ってのはだね。食を大切にする人間が、食べられることになった素材そのものに対する感謝を込めた、言葉なのさ」

　――なにしろ護狼は「教師」なのだ。

　この学園にいる魔族たちに、人間のことを学ばせるために、わざわざ送られてきたのである。そうして「最も人のことを学べた者」を、魔界を統(す)べる「次期大魔王」に選ぶ役目を背負っていた。だから。

「俺のご先祖さまたちが残してくれた、《勇者心得》の中にも、こんな言葉がある……。その１８４、『生きているのではない。生かされているのだ』ってね。そういう気持ちを、人は大事にしてるんだ」

　代々の勇者が受け継いできた教訓さえ付け加えて、丁(てい)寧(ねい)に、なるべくわかりやすく伝えてみる。

（ってほんとは、「つくってくれた相手への敬意」も入れたいとこだけどさ）

　そう思いながら、護狼はちらりと側(そば)にいるザガンにも目を向けたけれど、今回は諦(あきら)めた。魔族とは、たった一人の大魔王を筆(ひつ)頭(とう)とした、絶対の階級(ランク)制度に縛られている。つまり魔王の彼女たちからすれば、階級(ランク)の低い料理人魔族のことを敬(うやま)え、だなんてあり得ない話なのだ。護狼は「ごめん」と心の中で、そっとザガンに謝った。

　だが、そんな判断が功(こう)を奏(そう)してか。すぐに三人の魔王少女たちが、ふーむ、と少しは理解を示した。

「なるほど。だからこその、いただく、ということか？　我らから見れば、くだらなくはあるが……」

「ま、下等な人間のことですから？　食べ物にへりくだるのも、わからなくはないですわっ」

『生きてないものにも、そんな考え方するのだ？　それはアーちゃんも、予想外だったみたいなのだー！』

「……食べ物は、人間が生きていくためには必要不可欠なものなんだから。そう考えるのは自然なことだよ。うん」

　解釈の仕方はどうあれ、護狼はいい傾向だ、と受け止める。護狼がここで教師役をやっているのは、魔族と人がわかり合うためなのだから。

（でも、そうか。――いつぞやの、「ありがとう」もそうだったけど。「いただきます」とか、そんな言葉を教えるのも、もしかしたら効果的なやり方なのかも？）

　ふいに護狼はそこに気付く。そうだよ、と一人で確信した。小さなところからの教育が、ゆくゆくは「魔族と人との真の和平」に繋(つな)がるわけで。

（うんうん。そうして、一番成績優秀だった魔族が「次期大魔王」として、勇者の俺と「結婚」して――）

「って、ないだろそれだけは……ああもう！」

　最も人間のことを学べた者を、新たな大魔王として選び、婚(こん)姻(いん)するべし。それが、《四代目》勇者の父が勝手に決めたことだった。頭の片隅にあえて追いやっていたことを思い出し、護狼は髪を掻(か)きむしる。

　突然の奇行にぎょっとするのは、もちろんこの場にいた魔王少女たちだった。

「な、なんなのだキサマは？　ゴロー、いきなり？」

「？　ええと、わたくしたちの解釈が違う、ということですの？　どういう……」

『にゃふんっ？』

「い、いや、なんでもないよ。忘れて、ほんっと」

　ザガンまでもが首を傾(かし)げる中、護狼は必死に誤魔化して、なかったことにした。だいたい結婚の話は、護狼も了承していないし、魔族たちにも教えていないことなのだ。父の士(し)輝(き)ときたら、本当に勝手なのである。

（だいたい俺は……もっとフツーの、女の子らしいコがどっちかとゆーとタイプなわけで。うんうん）

　たとえば――あの、いつか会った女の子のように。

　護狼はふいに、十年前の「彼女」のことを思い出す。幼い護狼の側で泣いていた、あの子。どうしても涙を止めてあげられなくて、だからこそ「もう誰(だれ)も泣かないように」勇者になる、と護狼に決心させた女の子だ。

　顔を隠すようにフードをかぶっていた彼女の顔は、今でこそ思い出せないが――。

（それでも、そうだよ。たぶん、あれが俺の初恋の相手で……？）

　名前も知らないあのときの彼女を、護狼は今でも忘れられない。

「と、とにかく。俺はちゃんといただきます、って言ってから食べるからっ」

　ほんのり顔面が熱くなっていくのを感じて、護狼は慌(あわ)てて気を取り直した。そして「いただきます」と、テーブルの上の大皿に向き直るが。

　あれ？　手を合わせてから、ハンバーグをひとつつまみ上げようとしたものの、しかし――なかった。

　皿の上にはなにもないのだ。パンの一欠片(かけら)も、野菜の切れ端すらない。肉汁だけが、わずかに残されているだけだ。

「って、なにー！　おっ、俺のぶんは？」

『もうみんなで食べちゃったのだ。おいしかったーっ、てアーちゃんが！』

　べろん。と皿についた肉汁さえも黒猫に舐(な)め取らせるのは、アスタロトだ。

　――護狼はさすがに愕(がく)然(ぜん)とする。

「噓(うそ)だろ。俺のご飯なのに……な、なぜ？」




　やってくる魔王少女たちのぶんも考慮して、ザガンはいつも多めに用意してくれる。

　しかし今回のハンバーガーは、どうやら好評すぎたようだ。

「すぐ追加でつくるでござるよ！」

　料理人としては嬉(うれ)しいのか、また「足りぬぞ！」とベルゼビュートに促されてか、ザガンがすぐに張り切った。が、それは叶(かな)わないことになる。食材を取りに行った食料庫から、残念そうな顔で戻ってきた。

　ハンバーグづくりに必要な材料のうち、タマネギの在庫が切れていたのだ――。

「他のものならつくれるでござるが……。ううっ、このザガン、一生の不覚っ」

「はは、またそんな大げさな。大丈夫だよ、多少は味が変わるだろうけど、タマネギなしでつくってみても」

　いいんじゃないかな？　などと、護狼がフォローしようとしたものの。

「？　味が変わってしまうのか？　さっきのがいいぞ！」

　ベルゼビュートが頑(かたく)なに却下した。ぽむ、と着ぐるみの肉球の手を打つのは、アスタロトだ。

『だったら地下ダンジョン跡に、足りないぶんを獲りにいけばいいのだ～。って、アーちゃんが！』

「――ですわね！　そうと決まれば……側に控えてますわよね、グラシャっ？」

　と、真っ先に動いたのはなんと、ルシフェルだ。彼女が声をかけるやいなや、いきなり厨房の片隅に、一体の幼女魔族が出現する。「透明化」の魔法が使える、ゴスロリっぽい恰(かつ)好(こう)と垂れたイヌミミが特徴的な、グラシャである。

　暗殺者の魔族という彼女は、しかし普段はおどおどとした様子だ。仕(つか)えるルシフェルに呼ばれて姿を見せたものの、皆の注目を集め、恥ずかしそうにもじもじする。

　そんな彼女に容赦なく、ルシフェルが命じた。

「グラシャ、地下に出向いてタマネギとやらを獲ってくるのですわ。なんだったら、ドラゴンのブネも一緒につれていきなさい。今すぐに！」

「……はぅ～」

　消え入るように呟(つぶや)いたのは、肯(こう)定(てい)の返事か。ぺこり、と会(え)釈(しやく)しながらも、グラシャの姿が見えなくなる。ててっ、と小さな足音だけが、厨房の外へと消えていった。

　ふっ、と勝ち誇った笑みを浮かべるのはルシフェルである。彼女はまた護狼の方へと、わざとらしく身を寄せた。

「というわけで、ゴローさまあ。ご心配には及びませんわ。こうして待っていれば、すぐにでもわたくしの僕(しもべ)たちが、追加のタマネギを持ってきますわ」

「それはいいけど、あの。だから、そんなに腕を絡めたら、当たるってば。む、胸がだね？」

「ああら、わたくしの胸も、機転も格が違いますのよ？　誰かさんとは億千倍も比べものにならないくらい。うふふ」

　護狼にぎゅうぎゅうとくっつきながら、ルシフェルはあからさまにベルゼビュートへ視線を送る。

　が、その赤毛の魔王少女はというと――「フン」、と呆(あき)れたように鼻を鳴らした。

「出し抜いて満(まん)悦(えつ)のようだがな、ルシフェル。しかしまず、あのグラシャにわかるのか？　タマネギというものが」

「え……はっ！」

　指摘されて初めて、ルシフェルが青ざめた。『にゃっほーい！』と着ぐるみの二本の尻尾を動かして、ちょうど輪っかの形をつくるのはアスタロトである。

『確かこんな、薄くて円い形だったのだ、ってアーちゃんが覚えてるのだ！』

「あ、ああ。そうでしたわ。何日か前の食事で出された、白いものでしたわね？　あのときもグラシャはわたくしの側に、潜んでいたはずだから、それくらいのことは」

「いや、それは輪切り状態で焼いたヤツじゃないか？　もとはこう、こんな球(きゆう)根(こん)の形をしてて、だね。茶色で……」

　納得しかけたルシフェルに、思わず護狼が口を挟んだ。タマネギの形を手で再現してみせる。

　とたんに、銀髪の魔王少女の青と金の瞳が泳ぎ出して――。

「だっ、大丈夫に決まってますわ！　ええ、そりゃもう！　わたくしの選んだ者たちですもの！　――でもちょっと、あの。用事を思い出しましたわ、わたくし。少し様子を……じゃなくって、ええと！」

　するりと護狼から離れつつ、ルシフェルはぼろぼろの虚(きよ)勢(せい)を張った。すぐにでも厨房から出て、グラシャの後を追おうとする。

　だが、その必要はなかった。ふいに厨房の入り口に、あのイヌミミの幼女が現れる。なぜか戻ってきたのである。

「あらグラシャ、ちょうどよかったですわ！　タマネギについての説明を……。って、どうかしましたの？」

　一瞬は喜んだルシフェルだが、グラシャの様子に違和感を覚える。側で見ていた護狼も気付いた。

　常にびくついているグラシャだが、いつもよりものすごく困った顔をしていたのだ。泣きそうなほどである。

　その理由はしかし、彼女から語られるより先にわかった。突然、「大変です大変です、大変ですようぅー！」と叫びながら、厨房内に飛び込んで来た者がいたのだ。

　文字通り「飛んできた」のは、両手が蒼(あお)い炎の翼となった、鳥型の少女だ。ザガン同様、ベルゼビュートに忠誠を誓った魔族、フェネクスである。

「んぅうー！　ベルゼビュートさまあ、こちらにおられましたですか！　た、大変なんですう！」

「どうしたフェネクス、血(けつ)相(そう)を変えて？　落ち着いてしゃべるがいい」

「は、はいです！　ええとっ、あのっ」

　敬(けい)愛(あい)するベルゼビュートにそう言われ、フェネクスは厨房の床に降り立ち、深呼吸する。ザガンが差し出したグラスの水を一気に飲んで、それからようやく。

「って、落ち着いてるような状況じゃあないんですよう！　ベルゼビュートさまあ！」

　しかし結局は慌てふためき、フェネクスが訴える。

「だって、だって――学園の地下ダンジョン跡が、突然封(ふう)鎖(さ)されちゃったんですう!!」

「!?　なっ……」

　護狼が、ベルゼビュートが、ルシフェルが。アスタロトどころか、その頭の黒猫の顔さえ絶句した。ザガンももちろんぽかんとしている。まったく意味がわからなかった。

　けれども、地下ダンジョンに向かおうとして戻ってきたグラシャだけが、こっそりこくこく頷(うなず)いていた。

















「……なんですのこれは、いったい!?」

　フェネクスの報告を受けて護(ご)狼(ろう)たちは全員で、学園の大広間へとやってくる。かつて「大魔王の城」として機能していた名(な)残(ごり)の強い、魔王たち三人ぶんの玉(ぎよく)座(ざ)が置かれた場所である。

　その玉座を頂(いただき)に据(す)えた、十三もの階層を持つ床――その一部がぱっくりと口を開けたそこに、隠されていた地下ダンジョンへの回(かい)廊(ろう)があった。だが真っ先にフェネクスが呻(うめ)いたとおり、そこには「異変」が起きていた。

　遙(はる)か下へと伸びている回廊の、巨体の魔(ま)族(ぞく)でも通れるほどの階段に、なんとたっぷりの水が蓄えられていたのである。

　そしてその横には、身の丈四メートルはある銀色のドラゴンが、なぜかへばって目を回していた。ルシフェルの配下に納(おさ)まる竜型の魔族、ブネだ。『ぼっちゃま、しっかりなされい～！』と頭の回りを、青白い炎の玉の「死(し)霊(りよう)執(しつ)事(じ)」が浮遊している。

「ちょっとブネ、なにがありましたの？　……ブネ？」

「う、うう――ん……。びりびりって、きたんだよう～」

　ダンジョンへの回廊を満たす水面とブネを見て、ルシフェルが訊(き)く。しかし、外傷こそないようだが、ブネは答えられる状態にないらしい。――かわりに死霊執事がふよふよと舞い降りてきた。

『これは！　ルシフェルさま、お気をつけめされい！　そこな水に触れると危険ですぞ!?』

「水？　ですから、これがどういうことかと訊いてるのですわっ」

『このじいやめにも、さっぱりですぞ！　グラシャ殿から話を承(うけたまわ)り、ぼっちゃまをけしかけ、もとい。手柄のために率先して、ぼっちゃまが急ぎ自ら地下へ向かおうとした矢先、こうなったのです！』

「……この水って、水路のヤツか？」

　話を横で聞いていた護狼は、つい振り返る。同じように、側(そば)にいたベルゼビュートやアスタロトも視線をやるのは、床を覆うマーブル模様に明(めい)滅(めつ)する石畳である。その端には太い水路が存在していた。水棲系の魔族もいるここでは、建物のあちこちにこうして澄んだ水が導かれている。

　けれども、「あ」と護狼たちは息を呑(の)まされた。その水路に今は、まったく水がなかったのだ。

「フン？　水路のどこかが破(は)損(そん)して、地下へ流れ込んだか？　地下の空間はかなり広かったはずだが」

　ベルゼビュートがそう言いながら何気なく、回廊にたゆたう水を覗(のぞ)き込(こ)もうと近づいたとき。

　瞬間、彼女は飛び退(の)いた。遅れて水面に、バシッ、と閃(せん)光(こう)が走る。空中で掻(か)き消えたそれは、なんと鮮(あざ)やかな「電撃」である。

「これはッ……！」

「なんだよ今のっ、電気なのか？　そんなものなんで、こんな魔界に――」

　慌(あわ)てて赤毛の魔王少女に駆け寄るザガンやフェネクスを横目に、護狼はぎょっとさせられた。

　だがその原因は、すぐにわかる。『雷(らい)光(こう)なのだっ？』と反応したのは、モノクルをつまんだアスタロトだった。

『フルフルの力なのだ、ってアーちゃんが言ってるのだ！　魔族の中でも雷の魔法が使えるのは、たった一家系なのだーって！』

　どうやら今のは魔族の力によるものらしい。しかし、ベルゼビュートが顔をしかめた。

「フルフルだと？　だが、あやつは平凡な《伯爵(マーキス)》風情だぞ。ここまでの『雷撃使い』だったか？」

　魔族の階級(ランク)は大魔王を別にして――上から《王(クイーン)》、《公爵(デユーク)》、《侯爵(カウント)》、《伯爵(マーキス)》、《子爵(バイカウント)》、《男爵(バロン)》の六つとなっている。下から数えた方が早い《伯爵(マーキス)》は、料理人のザガンと同じ階級(ランク)だった。

　が、瞬時に黒い鱗(うろこ)で覆われたベルゼビュートの手のひらには、わずかに焦(こ)げた煙がくすぶる。この赤毛の魔王少女が、完全には避(よ)けきれなかったのである。かわりに防御で突き出した手の表面を、強い電撃が焼いたようだ。

　それはおそらく、ドラゴンのブネをも朦(もう)朧(ろう)とさせたのと同種のものか。

　――そして突然、回廊の水面全体が隆(りゆう)起(き)した。

「な、な、なっ？」

　異変の連続に、護狼はついて行けなくなる。が、唯一わかることがあった。

　回廊に溜(た)まっていたのは、単なる水ではなかったのだ。ぶよんっ、と震えるゼリーのような体を持つ、液体の魔族である。

「こぽっ、ぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽっ！」

　わき上がった泡がまるで、呻き声のようになる。いいや、実際にそれがそいつの「言葉」なのか。

「お主もしや、フォルネウスか？」

　蠢(うごめ)く水の正体を、今度はベルゼビュートがそう看(かん)破(ぱ)する。は？　と護狼は疑問を感じた。

「フォルネウス？　……フルフルってのじゃなくて？」

「ん？　キサマもここで皆が集まったときに見ているだろう、ゴロー？　いつも水路の中にいる、ブネほどの大きさの者を。それがこやつ、フォルネウスだッ」

「あ。でっかいクラゲみたいなヤツかな？　そういえば」

　いたような。護狼はどうにか思い出す。けれども記憶の中のフォルネウスは、地下への回廊を埋め尽くしてもなお余るほどの、ここまでのサイズではなかったはずだ。「そんな」と呟(つぶや)くのは、ルシフェルである。

「肥(ひ)大(だい)化(か)してますの？　まさか、フォルネウスが自ら大量の水を取り込むなんてこと、するわけがっ」

「うむ……これは妙だぞ」

　珍しくベルゼビュートが同意した。『にゃふ』と続くのはアスタロトだ。

『アーちゃんが覚えてるぶんだと、フォルネウスは水を取り込めば取り込むほど、強くなる魔族なのだ！　でも体が大きくなるぶん、考えがトロくなっていくから、《公爵(デユーク)》階級(ランク)がせいぜいだったはずなのだ～って。でもこれだと、アーちゃんがどう見てもー』

「アスタロトの言うとおり、それ以上だ！　それにさっきのフルフルの雷撃といい、いったい」

　何が、と言おうとしたのか。しかしベルゼビュートの言葉はそこで途切れることになる。

　護狼たちが呆(ぼう)然(ぜん)と見上げる、起き上がったフォルネウスの水の巨体。その中に、一体の少女型魔族の姿が現れたのだ。

　――栗毛の頭に小さな帽子を引っかけた、ボーイッシュな雰(ふん)囲(い)気(き)の魔族である。その帽子の下からはみ出した鹿の角には、小さな電光がまとわりついていた。

「「フルフルっ!?」」

　そう、ベルゼビュートやルシフェルが叫ぶまでもなく、護狼も少女が誰(だれ)なのかわかった。肥大化したフォルネウスに強烈な電気を帯びさせた張本人、フルフルだ。

　けれども彼女はおそらく、実体ではない。水を通してどこからか投影された「虚(きよ)像(ぞう)」か――。フルフルだけでなく、その背景に人間界の動植物も映ったのだ。疑似的につくられた「青い空」も見えたそこは、人間界の環境を再現した、地下ダンジョン跡で間違いない。太陽の昇らない、三つの月のみに彩(いろど)られる魔界では、他に青空はないのだから。

　だが――映し出されたのはそれだけではなかった。はっ、と映像越しに目を合わせたフルフルが、慌てて逃げた。身を隠したのは隣に現れた、一回りは小さな少女型魔族の背後だ。

　アスタロトよりは大人びた印象の、しかしおへそが露出したきわどい恰(かつ)好(こう)の割には、胸は残念なほどぺったんこな少女である。小さなドクロの飾りをつけた髪は、鮮やかなオレンジだ。隠れようとするフルフルを『こら、まったく！』と叱(しか)りつける。

「あなた……パイモンじゃありませんの!?」

　オレンジ色の少女型魔族をそう呼んだのは、ルシフェルだった。

　こほん、と水の中でパイモンが咳(せき)払(ばら)いする。

『どーも、ルシフェルさま。相変わらず、ブネやグラシャといったハンパ魔族と戯(たわむ)れておられるようで』

「なにをしてますの、パイモン！　あ、そうですわっ。あなたですのね、フォルネウスやフルフルの力を引き上げたのは！」

「？　え、引き上げた、って……」

　どういう意味？　護狼はあっけにとられるばかりだ。そもそもパイモンがどんな魔族なのかさえ、さっぱりわかっていないのだ。

　そんな護狼の前で、パイモンがくすくす笑った。自分の細い腕や、頰(ほお)から首筋のぷにっとした肌を、これ見よがしに撫(な)で上(あ)げる。ん？　と護狼はそこで気付いた。パイモンの指が触れたそこに、タトゥーのような模様が刻まれていたのだ。

『契約の《署名(サイン)》――そう、ルシフェルさまならご存じのとーり。ぼくの魔法は、絶対の忠(ちゆう)誠(せい)と引き替えに、契約を交わした相手の力を引き上げるもの。これでフォルネウスやフルフルを従えたのさ』

「……。意味がわかりませんわ？　それがなぜ、地下ダンジョンを封鎖するような真(ま)似(ね)になりますの？　わたくし、タマネギという食材を獲(と)りにいかねばなりませんの！」

　ルシフェルが巨乳の前で腕を組み、オッドアイで睨(にら)み付(つ)ける。しかし、すぐにふわりと和(やわ)らいで。

「ああ、そうですわ、あなた。わたくし以外の者が立ち入らないように、占(せん)拠(きよ)したのですわね？　ふふっ、さすがはお父様の代から仕(つか)える、忠実な《公爵(デユーク)》魔族で」

『いーや。残念だけどその逆だよ、ルシフェルお嬢様。これはね……ぼくが、お嬢のかわりに大魔王候補となるための、大事な材料なんですよ！』

「！　な、なんですって!?」

　大魔王候補？　その言葉にルシフェルはもちろん、その場にいた誰もが反応する。「ほう」とベルゼビュートが感心し、アスタロトがネコミミをぴんと立てた。護狼もとにかくびっくりする。

　なぜなら《パンデモニウム学園》では、三人の魔王たちより劣る他の者たちは出しゃばらない。「誰の下につけば得か」を思案して、三つどもえの争いの中に、わざわざ身を投じようとはしないのだ。

（でもこれって、まさか……下(げ)克(こく)上(じよう)ってやつか？　うわー）

　などと、護狼が認識したとき。水の中のパイモンが、短い指をびしっ、と護狼に突きつけてきた。

『というわけでぼくは、この人間界の食材の宝庫を支配しました！　ニンゲン、あんたがまともな食事をしたいと願うなら、ぼくを次期大魔王に選ぶよーにっ』

「え。お、俺かよっ？」

　あっ、と護狼はようやく事態を認識する。パイモンはルシフェルと対等な位置にくるために、教師という査定役の護狼をターゲットにしたのである。

「ちょっと待て。せ、せっかく苦労して手に入れた、人間界の食材が……！」

『ほーらフルフル、せっかくだから君もなにか言ってやりなよ』

『あ、んーと、んーとっ。……あたい、自ら望んでパイモンの仲間になったんだもン！　負ける気しないもン！』

　後ろに隠れていたフルフルが押し出され、きょどきょどしながらも宣言した。が、次の瞬間ルシフェルがわめく。

「――ちょっと！　フルフルは『噓(うそ)しか吐(つ)けない』魔族じゃありませんの！　自ら望んでってことは……その真逆！　あああ、そんなフルフルの性分を逆手にとって、契約を交わしたんですのねっ!?　フォルネウスもどうせ、似たようなやり口ですわ！　もともと見栄で知恵の回らないほど大きくなって、《公爵(デユーク)》階級(ランク)になっていた、億千倍ものお馬鹿さんですしっ！」

『くすくす。そんなところですよ。なかなかの外道っぷりでしょ、ぼくって』

　非難されるもむしろ嬉(うれ)しそうに、パイモンがにやついた。卑(ひ)怯(きよう)、卑劣は魔族にとっての褒(ほ)め言(こと)葉(ば)なのだ。

　そして「なるほどな」と、やり取りを見ていたベルゼビュートも感心する。

「ルシフェルを見限るばかりか、我ら魔王と肩を並べようとするとは。これは見物だな！　ブネやグラシャを手下に招き入れた程度で、本来の家(か)臣(しん)に離(り)反(はん)されるとは。その程度の尊(そん)厳(げん)しかなかったということだ。ククク」

「え？　おいおい……ベルゼは落ち着いてるけど、いいのかよこれ」

　どうなるの？　と焦る護狼だが、側にいるベルゼビュートは意に介さない。

「直接は我に関係あるまい？　フン。邪魔になるなら、そのときに叩(たた)き潰(つぶ)すまでだ」

「でも、あの。まず、タマネギどうすんの？」

「あっ。そうか、それがあったな！　おい、パイモ――」

『ご心配なくベルゼビュートさま。ご所望のものがあれば、後ほどすぐに見つけて、いくつかお届けいたしますよ』

　思い直して、さっそく食ってかかろうとしたベルゼビュートを、なんとあっさりパイモンがかわす。肩すかしに合い、赤毛の魔王少女の方が目を白黒させたほどだ。

「ん？　あー、ならば、任せたぞ？　こういう形のヤツだぞ、こうっ。茶色で」

『はい、しばらくお待ちくださいませ』

「って……なんでベルゼには媚(こ)びますのー！」

　タマネギの形状をやり取りするパイモンに、もちろん不満を爆発させたのはルシフェルだ。しかし、『いえ』とパイモンがしれっと告げる。

『アスタロトさまの頼みも聞いちゃいますよ？　だーって。一度に魔王さまたちを相手にする力は、さすがにぼくにはないですし。ああ、ニンゲンとはこれからの交渉次第ですかね？』

「……はは。やっぱり、俺もそういう扱いだよね？」

　きちんとついでに釘(くぎ)を刺されて、護狼は「ぬあああ」と頭を抱えた。

「なんでだよ、おいー？　せっかくうまくいってきた感じだったのにっ」

「好きにさせませんわ!!　ええい！」

　と、ついにルシフェルが実力行使に踏み切った。金色の左目を煌(きら)めかせる。

「こんなもの――わたくしの《邪(じや)眼(がん)》にかかれば！　うふふっ」

　妖(あや)しく微笑(ほほえ)む銀髪の魔王少女が、その特殊な瞳でフォルネウスを射貫く。《邪眼》より放たれた黒き輝きが、虚像のパイモンやフルフルごと、支配の《刻(こく)印(いん)》を刻んだ。特殊な円の模様が現れ、絶対の支配下に御そうとするが――。

　その輝きが維持できたのは、一瞬のこと。すぐに砕けるように跳ね返され、あっさりと消失した。

「!?　ええええ、なんですのー！　わ、わたくしの力が？」

『くすっ、効かないよ、お嬢。ぼくとの契約でフォルネウスの力は、《王(キング)》階級(ランク)に匹(ひつ)敵(てき)するまでになってるんだよ？　同階級(ランク)相手には、さすがにお嬢の魔法も効果ないよね？』

「な、な、な……！　そ、そんなのあなただってそうでしょうがーっ！　契約の力をこのわたくしに使えるのなら、とっくに次期大魔王になれてましたわ！　自分以下の階級(ランク)の魔族にしか、使えないくせに!!」

『うあっ！　……そ、そうやってぼくのことをいつも、蔑(ないがし)ろにするから！　今回みたいなことになったって、ちっともわかってないよね、お嬢！』

「当たり前ですわっ！　だいたいあなた、わたくしに忠誠を誓ってたはずじゃあないですのー!?」

『へへーん、残念でしたあ～。ぼくの家が忠誠を誓ったのはサタンさまであって、お嬢はオマケなんですうーっだ！』

　ルシフェルとパイモンが、ぎゃあぎゃあと好き放題騒ぎ出す。手が着けられないほどの応(おう)酬(しゆう)が始まった。
















　おろおろしてしまう護狼とは対照的に、「ほほう」とベルゼビュートが楽しそうに眺めていた。

「なかなか面白いことになったな。ククク」

「いや、あのさ。俺の食料はどうなるの？　あ、ベルゼがこっそり回してくれたりとかは」

「なに？　フン、キサマに回すぶんなど端(はな)からないわッ」

「だよね、はは……ははははは」

　どうしたら？　護狼はさすがに困惑する。この赤毛の魔王少女のことだ、余りでもしない限りはけっして護狼に料理は回らないだろう。かつ当然パイモンは、十分な量を彼女に与えるはずもなくて。

（もしかして俺、また、あの飯がない状態に戻るってのか？　そんな！）

　忘れていた絶望感が、再び護狼に忍び寄る。地下ダンジョンで食料を確保するまでの間、本当にいつ餓死してもおかしくない状況だったのだ。人間では食べられない、魔界料理しかなくて。――嫌だ！　護狼はくらり、と目(め)眩(まい)を覚えた。

「冗談じゃない。こっちは魔界で生きてくだけでも大変だってのに！」

　食の大切さは、さんざん思い知らされていた。まともな食事が取れて初めて、護狼はようやく次の「授業」のことに、考えを巡らせるようになったのだ。

（！　あっ、授業といえば……！）

　よろめきかけた護狼だったが、寸前で踏ん張る。その視界に入ったのは、残ったもう一人の魔王、アスタロトだった。

「そうだよ。君ならなんとかできないか、アスタロト？」

『にゃふー？　アーちゃん、なのだあ？』

　思わずすがりついた護狼だったが、アスタロトの反応は鈍い。黒猫の顔がそっぽを向いた。

『アーちゃんが、別に興味ないのだーって。だいたい、パイモンを止める理由がアーちゃんにないのだ』

「いや……だって、ほら。アスタロトは『クラス委員長』じゃないかっ」

　そうだった。護狼はそのことを思い出し、必死になって説得する。『うにゃ？』とさすがにアスタロトも反応した。

　クラス委員長。それは護狼が、前回行った「授業」という名の地下ダンジョン攻略にて、最も成績のよかった者に与えたわかりやすい称号である。そのときの勝者がアスタロトなのだ。

「いいか、クラス委員長ってのは、こんなときにもめ事を収めたりするのが仕事なんだ」

『にゃぶう――。そんなのアーちゃん、聞いてないって言ってるのだ！』

「クラス委員長って称号は、つまりは大魔王に一歩近づいたってことだろ？　なら、みんなをまとめ上げる義務だって生じるんだよ、うん」

『だからアーちゃん、もともと大魔王の座なんてどーでもいいって』

「――だったら！　わたくしが次の『くらすいいんちょ』とやらになりますわー!!」

　やる気のないアスタロトに代わり、いきなり声を上げたのはルシフェルだった。

　パイモンとのやり取りで息を切らせつつも、しっかり話を聞いていたらしい。「はいはい！」と積極的に挙(きよ)手(しゆ)までして、大きな胸を弾(はず)ませた。護狼のもとへと駆けてくる。

「あのパイモンに、格の違いを見せつけてやりますわっ！　ゴローさま、また授業とやらをやってくれるのでしょう？　そこでわたくし、絶対に一番になりますわ！　……って、むぎゅっ!?」

「そういうことならもちろん、キサマたちの好きにはさせられぬな、ルシフェル！　今度こそ我が、『くらすいいんちょ』になる番だッ」

　護狼に抱きつこうとしたルシフェルを片手で造作なく押しのけて、ベルゼビュートが割って入った。

「さあゴロー、授業だ！　新しい授業とやらをするぞ！　早くッ」

「いや、あの。おいー？」

「ちょっとベルゼ、邪魔しないで欲しいですわ!?　こっちは必死なんですのー！」

『まーこっちとしては願ったり叶(かな)ったりだよ、お嬢～。このぼくがあなたと対等に渡り合えることを、その授業ってヤツで証明してみせますよ！』

　さらに声だけ飛ばすパイモンまで混ざり、事態はしっちゃかめっちゃかだ。護狼は他に助けを求めようとするが、無(む)駄(だ)だった。アスタロトは頭の上の黒猫とともに、あくびをしている有様である。

　さらに、他の魔族はというと――ブネはまだ目を回したままである。グラシャは大広間にいるのだろうが、相変わらず姿と気配を消していた。そしてザガンやフェネクスたちは、さっきから下級魔族らしく固(かた)唾(ず)を呑んで見守るだけだ。精一杯のアピールとして、主であるベルゼビュートをこっそり応援する。

　と、ベルゼビュートとルシフェルに挟まれた護狼は、いつしか二人に左右の腕を摑まれた。

「わたくしがなりますのっ！」

　ルシフェルがいつになく力を込めて、護狼を強く引っ張った。むっ、とするのはベルゼビュートだ。反射的に反対側へと、護狼を「全力」で引き戻して――。

「いいや、我の方だッ！　……あ？」

「うっわぁああああああああ―――――っ!?」

　びりっ、と音を立てて裂けた、ジャージの一部だけを残して、ベルゼビュートの豪腕により護狼の体が宙に舞った。真っ直ぐに飛ばされた護狼が見たのは、眼前に迫るパイモンとフルフルが映った、フォルネウスの水の巨体で。

　水の中に突っ込むのと同時に、護狼の体をすさまじいまでの電撃が貫き――焼いた。




（……しびばびばばばばっ!?　や、やっぱり死んだあ――――！）

　全身の感覚が麻(ま)痺(ひ)したのを最後に、護狼は「白い世界」にやってきていた。

　何もない、静(せい)寂(じやく)の空間だ。人間でありながら、魔族と対等に渡り合える人間兵器、「勇者」――。それは理(ことわり)を超越した「神の加護」の力により、何度でも生き返る戦士である。ここは、そんな勇者の肉体が完全に再生されるまでの間、魂が一時的に「保管」される場所だった。

　そして、そのとき。同じ性質を持つ「もう一人の勇者」までもが、精神のまま導かれる。

『おっ、なんだ護狼？　しばらく死なずにうまくやってると思ったが、そうでもなかったか？　ハハ！』

（父さん！）

　護狼の前に現れたのは、白い光の塊(かたまり)だった。人間界に残ったままの《四代目》勇者、村(むら)雲(くも)士(し)輝(き)の意識である。死んだ直後の護狼に向かって、いつもの気楽な声を届けてくる。

　ああ、もう！　護狼は肉体から離れているのに、頭痛を覚えた。

（そりゃ死ぬよ……こっちは魔界でたった一人の人間だからね）

『うん？　なにを突っかかってきてんだ？　それが久しぶりに対面した父親にする態度か、お前～』

（だって。もー、いきなり魔族の下克上が始まっちゃうし。ほんと大変なんだってばっ）

『下克上ー？　ハ！　そいつは元気があっていいじゃねーか！』

（！　父さん……。ひ、他(ひ)人(と)事(ごと)だと思って！）

　この白い精神世界では、考えていることを隠せない。護狼は恨めしい感情を爆発させた。しかし。

『別に、小馬鹿にしちゃいねーよ。よく考えてみろ、護狼。あの魔族がお前の前で、内輪もめしてんだろ？』

（へ？）

『ほら。《勇者心得》その１１３だ。言ってみ？』

（あ……確か、その１１３は――『慢(まん)心(しん)に付け込め』だっけ？）

『そうだ。覚えてるじゃねーか』

　軽く笑ったのだろう。光の塊である父が、わずかに揺らめいた。

『まったく、よく分析してあるぜ心得はよ。１００番台だから、《初代》の残したものだな。そのときから魔族が、階級(ランク)や体裁を一番気にする存在だ、ってのを見抜いてたのさ』

（？　それは、確かにそうだけど。でも、どういう？）

『だからよ、護狼。そんなプライドの塊みたいな連中が、人間ごときの前で、取(と)り繕(つくろ)ったりしてねーってことだろ？　――それくらいには、お前が受け入れられてきたってことじゃねえの？　少なくとも俺は、そう感じるけどな。ハ！』

（あっ。そんな考え方もできるんだ……。俺が、受け入れられて？　いやそれは）

　そう、かも？　ふいに思ってもみなかったことを突きつけられ、護狼は納得させられた。

　けれどもここは父も同じく、噓が吐けない空間である――。

『ま、なーんとなくテキトーにそう言えば、お前もちっとは落ち着……おおお？』

（……。と、父さーん……）

『あー今のはだなぁ、俺の精一杯の父親としての、慰(なぐさ)めでな？　つーか気を遣ってやったんだから、むしろオレに感謝しやがれ！』

（開き直り!?　ひどい……だいたい父さんはこっちの現状見てないんだから、なんとでも言えるんだよ。状況は最悪なんだよ？　だって、やっと食べ物を確保できたと思ったら――その食料を魔族が押さえて、俺を強(ゆ)請(す)ろうとしてくるしっ。うわ、これほんとにどうやって対処すれば？）

『食料？　あ、そうだ。その件で、お前からこうして「共鳴」してくるのを、待ってたんだっけ』

（？　なに？）

『お前にとっちゃあ吉(きつ)報(ぽう)だぜ？　つーか、俺もちゃーんと息子のことを考えてるんだってば』

（吉報……あんまりそういうのは俺、信じないことにしてるんだけど）

『なんだよー。お前さあ、食料送って欲しくねえの？』

（は？　えっ）

　にやり。と父が笑ったような気配が伝わった。

『だから、次の満月の夜に送れるように、こっちで準備させてるんだって。――お前が当分苦労しないだけの食料品を、コンテナひとつぶんくらいな！』

（と……父さんっ、愛してる！）

　護狼は心の底からそう叫んでいた。手が届くのなら飛びついていたところだ。

　ハ、という父の苦笑いがもたらされる。

『ばっか、お前。気持ち悪いな！　まあともかく、魔界との「穴」が開く予測地点に、コンテナをひとつ置いておくぞ。そっち側からしか「穴」は空けられないから、連絡がしたかったんだよ。ちょうどよかったぜ！』

（うん、ありがとう父さん）

『満月が昇ったら、魔族に取りに来させればいい。ああそれと。食い物以外にも、今のお前に必要だと思うものを一緒に、コンテナに――』




†




　父の言葉を最後まで聞かずに、護狼は治(ち)癒(ゆ)の終わった肉体に戻った。もともと電撃での、ショック死だったせいだろうか。再生も比較的早かったのかもしれない。

　だが、一番大事なことは十分にわかっていた。

「コンテナいっぱいぶんの、俺の食料が届く？　よっしゃー！」

「なっ、なんだゴロー？　いきなり！」

　飛び起きるやいなや、そう叫んだ護狼にぎょっとするのは、側にいたベルゼビュートだ。あ、と護狼は辺りを見回す。

　ここは大広間から外に出た、大回廊の端だった。フォルネウスから吐き出されたのか、誰かに引っ張り出されたのか。両(りよう)袖(そで)が破れたジャージ姿の護狼を、引きずったらしき濡(ぬ)れた跡が磨かれた石の床に残っていた。おそらく、赤毛の魔王少女がしてくれたのだろう。「フン！」と彼女は鼻を鳴らした。

「――わざわざ我が助け出してやったのに。頭の方は間に合わなかったようだな？」

「でも、俺のこと吹っ飛ばしたのベルゼだし……」

「うぐっ。わ、わかっている！　だから我が、こうしてだなあっ」

　ベルゼビュートがその頰を、ほんのりと赤く染めた。どうやら多少は悪いと思っていたらしい。その証拠に、アスタロトや他の魔族たちの姿はないのに、彼女だけが護狼の側に座り込んでいたのだ。

（いや、ベルゼのことだから。ザガンやフェネクスあたりはむしろ、「いいからお主らは去れ！」とか追い払われてたりして……はは、だったらかわいいんだけど）

　なんてことを想像する護狼だが、あえて確認は取らない。迂(う)闊(かつ)な発言でまた殺されるのは勘弁だ。

　開け放たれた大広間の入り口からは、まだ倒れているブネの姿が見えていた。さらに、入り口の側で親指の爪を嚙(か)みながら、うろうろしているルシフェルがいる。

「ええいっ、ほんとに、どうしてくれますの!?」

　そうぼやく彼女の視線は常に、大広間に蓄えられた、フォルネウスの水面に注がれていた。パイモンはどうやら地下に立てこもったままのようだ。フルフルの電撃を纏(まと)ったフォルネウスの壁は、たやすく突破できないほど厚いのだろう。護狼はちらりと大回廊の端を見る。そこに流れる水の量がいつもの半分以下になっていた。それだけ多くの水を取り込んだ、ということか――。

「？　なにをぼーっとしておるのだ。むう、訳のわからないことを叫ぶし、やはりキサマ」

「へ？　あー、そうじゃなくて。……勇者は死んで生き返るまでの間に、魂(たましい)だけ別空間に飛ばされるんだよ。言ってなかったと思うけど」

「なに？」

「んで、そのとき同じ勇者の魂と、会話することができるんだ。今ちょうど、父さん――人間界にいる、《四代目》勇者の父と、話をしてきたってこと」

　初耳のベルゼビュートに、護狼はざっと説明する。濡れたままの恰好で立ち上がりながら、ふと視線を上げた。

「それで人間界から、食料を送る準備ができたんだって。今度、魔界と繋(つな)がったときに持っていけって、父さんが。……あれ？」

　並んだ太い柱によってのみ支えられる、大回廊。壁のないここから、漆(しつ)黒(こく)の空を明るく染める三つの月がいつでも見えた。だが、それらは徐々に、ひとつに重なろうとしていて。

「人間界と魔界が最も接するのは、互いの世界の月の力が満ちる夜……って、まさか？」

「ああ、『穴』を空けるとしたら、ちょうど今夜だぞ？」

　ベルゼビュートが座ったまま空を見上げて、しれっと告げた。




「今かよ？　と、とにかく準備しないと！」

　護狼は濡れた体も乾かさないまま、慌てて準備に取りかかろうとする。が、どうしたらいいのかわからない。世界と世界の『穴』をつくるのは、魔族にしかできないことなのだ。

　護狼も最初は、赤毛の魔王少女によって、魔界に連れてこられたのである。だから、護狼はベルゼビュートにまず頼んでみた。

「人間界の食料か。フン、それは面白そうだなっ」

　幸い、彼女を説得するのは簡単だった。そして護狼はベルゼビュートに導かれ、《パンデモニウム学園》の建物の外へとやってくる。

（ここって……そうだ。確か）

　護狼も見覚えのあるそこは、学園の広い庭(てい)園(えん)だった。人間界から来た護狼が、初めて降り立った場所である。禍(まが)々(まが)しい異形の像が飾られた噴水や、黒い葉を茂らせる植物の囲む中――敷き詰められた石畳の中央に、複雑怪奇な「魔方陣」が刻まれていた。その前にベルゼビュートが進み出る。と、彼女は後ろに立つ護狼に視線を投げた。

「……向こうへ行けば、すぐわかるように置いてあるのか？　ゴロー」

「あ、うん。たぶん、コンテナって言ってたから……かなりの大きさはあると思うけど。一人で平気か、ベルゼ？」

「誰が一『人』だ、馬鹿めッ」

「ああ……一『魔』だっけ。はは」

　大丈夫そうだ。ぎろりと赤毛の少女に射すくめられて、護狼は肌でそう感じる。

　やがて、彼女は静かに空を見上げた。そこに浮かぶ赤、青、緑の三つの月が、ついにぴたりと重なって――。

　うわっ、と護狼は息を呑む。その瞬間、魔界の空が真っ白になった。三つの光が混ざった強烈な輝きが、この闇色の世界を染め上げたのだ。

　すると、ベルゼビュートが両腕を魔方陣の上に差し込んだ。ずぶり、といった感じで彼女の手首から先が消える。何もないはずのそこにめり込んだのだ。

（！　いや、空間を……引き裂こうとしてる？）

「ぬう、うううううううう――――――ん！」

　あのベルゼビュートが踏ん張った。力尽くで強引に、わずかにほころびた世界の『穴』を大きくしていく。

（うっ。なん、だ……？）

　どくん。『穴』が軋(きし)むたびに、護狼の鼓(こ)動(どう)が大きく跳ねた。

　二つの世界が強引に繋がった余波だろうか？　側にいるだけで、見えない圧迫感で鳥肌が立った。そして人間である護狼以上に、魔族たちが敏(びん)感(かん)に知覚して。

「――あっ？」

　いつの間に、そこにいたのだろう。庭園のあちこちに、大勢の魔族がひょっこり姿を見せていた。ベルゼビュートと護狼の様子を窺(うかが)っている。

「なんですの？　こんなときにどこのどなたが、人間界などに……あ。ベルゼ、ゴローさま？」

　ルシフェルまでもが異変に気付き、庭園までやってきた。その後から四つん這(ば)いで駆けてきて、水の少ない噴水の像の上へと登ったのは、アスタロトだ。『にゃふ？』と彼女は、ベルゼビュートが何をしているのかを見てから。

『ベルベルう～。アーちゃんが、人間界に行くのなら「２７号」を貸すのだー、って言ってるのだ！』

　それは前回、赤毛の魔王少女が世界と世界を移動する際に、身を守るためにアスタロトが用意した鎧(よろい)型の《魔法生物(クリーチヤー)》だ。が、ベルゼビュートはわずかに振り返り、小さな笑みを浮かべるのみ。

「必要ない。もう――慣れたッ」

　そう告げた直後、ベルゼビュートの両腕が大きく開いた。いや、一気に『穴』を広げたのだ。すぐさまそこに、彼女は飛び込む。

「！　ベルゼっ！」

　白い魔界の空の下、消え去った赤毛の魔王少女を見て、護狼は思わずその名を呼んだ。

　少しだけ不安がよぎる。

「ゴローさまの指示ですの？　ベルゼが、人間界へ行くなんて」

　しかし、ちっとも心配などしない者がここにいた。魔方陣の側にいる護狼のもとにやってきた、ルシフェルである。彼女は魔方陣の上に残った、空間の歪(ゆが)みを何気なく覗き込む。

　が、護狼はなんだか、とても嫌な予感がして。

「あのさ、そこ……離れておいた方がいいかもよ？　今からベルゼが、人間界に用意された食料の入ったコンテナを、こっちに運んできてだね」

「えっ、どういうことですの？　食料って――！」

　後ずさった護狼に、ぱっと顔を向けたのが幸いだった。振り向いた恰好になったルシフェルの鼻先を、いきなり『穴』を押しのけて出て来た、巨大な金属の塊が掠(かす)めた。「ひうっ!?」とさすがに身を縮めたルシフェルの前に、重い音を響かせて置かれたのは、なんと大型トレーラーで牽(けん)引(いん)するようなコンテナだ。長さは二十メートルもあるだろうか。

「まったく、重いったらないぞ、ゴロー！」

　そんな大型コンテナを持って帰ったベルゼビュートが、愚(ぐ)痴(ち)りながらも『穴』から出てくる。真横で固まっているルシフェルなど気にも留めずに、コンテナの端を最後に押して石畳に滑らせた。そして、すぐにこじ開けにかかる。

「この中にあるのだな、人間界の食料が？　クク、さてどんなものが入っているか……」

　両腕に、黒い鱗が蠢いた。鋭利な爪を形成し、ベルゼビュートがコンテナの端に突き立てる。

「おいおい、ベルゼ。そんなことしなくてもたぶん、どこかに扉がだね」

　迂(う)闊(かつ)に壊され、中身まで傷つけられてはたまらない。護狼は慌てて彼女に駆け寄る。が、コンテナの角を少し破壊しただけで、ベルゼビュートの動きが止まった。かわりにきれいな顔をしかめて、何やら鼻をひくひくさせる。

「うん？　この匂(にお)いは……まさか、人間？」

「？　どうしたの、ベル――あっ」

　ぎしり、と音を立てたのは、ベルゼビュートが壊しかけた、コンテナの側面である。ちょうど両開きの扉となっていたそこが、軋みながら開いたのだ。そして――。

　中から、扉を押し開けた「者」が、ゆっくりと現れた。

　――白い月光に満たされた魔界の地を、静かに踏みしめたのは、なんと一人の少女である。

　護狼とあまり年の変わらない、澄んだ水晶のような瞳と、黄金色の髪を持つ娘だ。人間、それも日本人ではない。よく見れば、目元にあるほくろが印象的な少女だった。

　だがそんなことよりも真っ先に気になるのは、彼女の特殊な恰好である。

「……シスター？」

　護狼はぽつりと呻いていた。そう、その少女はまるで、清(せい)楚(そ)な「修道女」の衣服を着ていたのだ。

　白と紺の簡素な色づかいで、スカートは必要以上に裾(すそ)が長い。その胸にはしっかりと、大きくてごつい十字架が輝いている。

　と、彼女はその十字架を、両手できゅっと抱きしめた。それからゆっくりと辺りを見回す。側にいるベルゼビュートやルシフェル、少し離れた噴水の上にいるアスタロトや、その他取り囲む大勢の魔族たちを眺めて。すうっ、とひとつ、深呼吸し――。

　最後にその瞳で見(み)据(す)えたのは、護狼だった。すると彼女は、十字架にあった手を放し、スカートを軽くつまんで優雅に会釈する。

「はじめまして。アナタが、《五代目》勇者さま？」

「へっ。う、うん。そうだけど……君は？」

　発せられた流(りゆう)暢(ちよう)な日本語の音色に驚きながらも、護狼は当然の疑問を口にする。

「ワタシの『洗(せん)礼(れい)名(めい)』は、アレクトリアと申します。どうぞアリア、とでもお呼びください」

「ありあ？　って、洗礼名？」

「はい」

　にっこりと微笑んで、しかし。アレクトリアという少女は、とんでもないことを口にした。

「ワタシは『賢者』アリア。勇者さまを補佐するために遣わされた、神に身を捧(ささ)げた者です」

「え。えええええええ―――――っ!?」

　護狼が叫んだ。いや、事態を見守っていた三人の魔王少女や、他の魔族たちもあっけにとられる。

　そんな中にあって賢者と名乗った少女だけが、にこにこと胸の前で十字を切った。

「おお、神よ。こうして無事、選ばれし神の子と、迷える使徒たちに出会えたことを感謝いたします。――Amen(アーメン)！」




「賢者？　……もしかして。心得の中に、勇者の仲間に触れたものがあったな。ええと、《勇者心得》その２９１、『勇者以外にも戦える者はいる。うまく利用しろ』とか――あっ」

　いけない。おもむろに口にしたその言葉に、護狼は慌てた。２００番台のそれは、勇者に無理矢理ならされた《二代目》の決めた心得だ。どうにも棘(とげ)が含まれていて、しかもその対象となる相手が今、目の前にいるのである。

　さすがにかんに障(さわ)ったのだろうか？　アレクトリアは頭にかぶった聖帽の布を、わずかに揺らした。

　いいや。彼女はすぐに、にこっと微笑んで。

「それはムラクモ家が足していった言葉ですね？　ワタシどもに伝わっている心得は、『源流』の９９までですので、初耳です」

「へ？　源流、って……？」

「ご存じないですか？　日本人に勇者が移るまでは、ワタシの家系が勇者を継いでいたのです」

「！　そういえば」

　護狼は以前、《四代目》の父が「心得の１から９９までは、村雲家に継がれる前から伝わっていた」と言っていたのを思い出す。その後は《初代》が１００番台を、《二代目》が２００番台を――というふうに、護狼の先祖が付け足していったのだ。

「フン。要するに、もと勇者の一族といったところか？」

　横で聞いていたベルゼビュートが、突然の来訪者に戸惑う魔族たちを代表してか、口を開いた。あ、と護狼も遅れて理解する。

「勇者ってのは確かに、六十年ほど前にうちの家に押しつけられたって。でも……あれ。その前は、日本人じゃなかったってこと？」

　まじまじと護狼は、アレクトリアの姿を見る。「そうです」と、金髪に水晶色の瞳を持つ少女が、にこにこと頷(うなず)いた。

「ご存じなかったですか？　……第二次世界大戦をきっかけにして、アメリカ政府から日本に勇者は譲(じよう)渡(と)される形となりました。『押しつけた』という表現は、案外正しいのかもしれませんね。政治的な意味合いが強かった、と聞いております」

「え、そうなの？」

「はい。そして……勇者の力は神の加護のもと、ひとつの血にしか受け継がれませんから。以来、代わりにワタシどもは賢者を名乗り、勇者の補佐を務めております」

　と、アレクトリアは再び優雅に会釈した。

「このたびは、《五代目》さまの助力になるよう、申しつけられたのです。どうぞ、お見知りおきを」

「はいー？」

　突然の発言に、護狼は声を裏返させる。だが、同時に思い出すのは父の台詞(せりふ)だ。

『食い物以外にも、今のお前に必要だと思うものを一緒に、コンテナに――』

　父は確かにそう言った。賢者の少女が出て来たコンテナの中には、食料が詰まっていると思(おぼ)しきパッケージの山以外に、衣服の予備などもあるようだ。常に魔族の仕立屋シトリーにつくらせた、ジャージを着ていた護狼にはありがたい。しかし。

（まさか、人間の女の子を送ってくるだなんて！）

「父さんときたら、だったらちゃんと教えてくれればよかったのに！　どうせサプライズのつもりだったんだろうけど……」

「なにか問題がありましたか？　《五代目》さま」

「へ？　いや、まあその。……そっか。俺一人が教師だと大変だから、その補佐役に賢者の君を、ってことなのかな？　ってことはつまり――勇者の俺が『担任教師』で、賢者は『副担任』って感じなのか。あー、なるほど」

「？　たんにん……ふく、なんだと？　ゴロー」

「ん？　ああ、そっか。ベルゼたちにはわかんないよな、ええと」

　ようやく納得した護狼と違い、横で話を聞いていた赤毛の魔王少女たちは、さすがについてこられないようだ。しかし、ややこしい説明をしてもきっとわからないだろう。だから「要するに」と前置きして、護狼は嚙み砕いて告げた。

「補佐役として来た、賢者の彼女はだね。ここでは俺と同じく教師――先生、ってことだよ」

「なんだとッ!?　聞いていないぞ！」

　瞬間、ざわめいたのはベルゼビュートの真紅の髪だけではなかった。

　周囲を取り囲む魔族たちが、互いに顔を見合わせて呻く。露(あら)わとなるのは、剝(む)き出(だ)しの敵意である。あのルシフェルでさえ、あからさまに侮(ぶ)蔑(べつ)の眼(まな)差(ざ)しを湛(たた)え、アスタロトはネコミミを警戒するように伏せていた。

　しまった！　護狼は今になって思い出す。

（こいつらは、俺を受け入れてくれてるけど……。それは「勇者」だからってだけで！）

　人間を歓迎しているわけじゃない。さすがにぞっとさせられた。

　けれども、無数の射すくめられるような視線など、賢者少女はお構いなしだ。鈍いのか、赤毛の魔王少女に間近で睨(にら)まれても、「ん？」とにこやかに小首を傾(かし)げるだけで。

「うわあ！　待った待った待った、ちょっと待った！」

　護狼は慌てて、アレクトリアを庇(かば)うようにベルゼビュートとの間に割り込んだ。そして、魔族たち全員に向けてきっぱりと告げる。

「彼女に手を挙げるのは禁止だから！　だって、俺みたいな不死身の勇者じゃなくて、死んだらそれで終わりだもの！　もしこれを破ったら、その場で大魔王になるのは諦(あきら)めてもらうからなっ！」

「キサマ……！」

　さすがにベルゼビュートがむっとしたが、あえて見ないことにする。次いで護狼は振り返り、今度はアレクトリアにすがりついた。

「いいか、君。……悪いことは言わないから、今すぐ帰りなよ？　ほら、まだ人間界との『穴』は繋がっているんだし」

　護狼は必死に訴える。白い光に染まる空の下――コンテナが置かれたすぐ側には、空間の亀(き)裂(れつ)が残されていた。そう、今なら戻れそうなのだ。

　しかし、賢者少女は気にしない。「平気です」と、手にした大きな十字架を抱きしめ、真っ白な天を仰いだ。

「ワタシのことは、神が守ってくださいますから」

「……。いや、なに？　神って、それ本気で言ってんの？」

「？　神は存在しますがなにか？　ワタシたちはそれをよく知っています。だからこそ、勇者は生き返るのでしょう？」

「あ……それは、そうかも、だけど」

　今まで具体的に「神」について考えたことがなかった護狼は、逆に返答に困ってしまう。

（そういえば。勇者って、そもそもいったいなんなんだ？）

　ふいに、そんな思いが胸に宿った。が、すぐに周りを見て馬鹿馬鹿しくなる。そこにひしめくのは、実際に護狼が目にできる、異質な魔族たちだった。

　彼らがこうして実在するのだから、いちいち細かいことを気にしていられない。

「と、とにかく。君は帰れるうちに、人間界へだねっ。――あれ？」

「すみませんが、もう手遅れのようですよ。《五代目》さま」

　微笑みながらアレクトリアが言ったとおりだ。唐突に、白い魔界の夜が終わった。空に輝く月が、三つに分かれて離れていく――。赤、青、緑の月光に、漆黒に戻った空が彩られた。

　そのときにはもちろん、もう庭園の魔方陣の上には、あの歪んだ『穴』は掻き消えていて。

「次に人間界と繋がるのは、互いの世界の月が満ちるとき。二十九日と半日後、ですね」

「およそ一ヶ月後？　し、しまった……」

（って、じゃあ最低一ヶ月の間は、俺がこの彼女を守らなくちゃいけないってことか？）

　うわあ。護狼は、ぎすぎすとした魔族たちの視線を浴びつつ、アレクトリアのようには笑えなかった。どうしても頰が引きつってしまう。

（というか、俺のサポート役ったって。こ、これじゃあむしろ、逆じゃないか!?）

















　突然の、新しい「センセイ」の登場にどうなることかと思われたが――幸い魔(ま)族(ぞく)たちの注意は、すぐさまコンテナの中身に移った。

　これも護(ご)狼(ろう)が、人間界の食事の良さを彼らに教えた賜(たま)物(もの)だろうか？　せっかくなので袖(そで)を通した新品のジャージが収められていたコンテナには、なにしろ缶詰やレトルトパックといった、彼らの目にしたことのない食料品が大量にあったのだ。

「ええと、じゃあ。二人分以上に、量には余裕があるみたいだし。なんだったら、みんなで食べてみようか？」

　興味津々な様子の魔族たちを前に、護狼がそう言わされるまで、さほど時間はかからなかった。

　――そんなわけで。数体の魔族の手で、コンテナを学園の厨(ちゆう)房(ぼう)の側(そば)まで運んでいく。ちょうどその隣に設けられた、魔族の様々な体格に合わせた椅(い)子(す)やテーブルが並ぶ、オープンテラスの横である。そこでさっそく「食事会」が催(もよお)された。

「そうだ。せっかくだからみんな、『いただきます』を言ってから食べること！　いいね？」

　ザガンの手で配(はい)膳(ぜん)が始まったとき、護狼は皆にそう言い聞かせる。席に着いたほとんどの魔族たちが、意味がわからず訝(いぶか)しんだ。フン、と鼻で笑うのはベルゼビュートだ。

「食べ物に感謝するとかいう、人間流の言葉か？　まったく」

「うっ。でも今日は、人間界のものを食べるんだ。なら、それに倣(なら)うのも悪くないだろ？」

「む。それは……」

『いっただきまーす、なのだ！　ってアーちゃんが～。さあさあ、食べるのだ！』

　渋る赤毛の魔王少女とは対照的に、護狼がした手を合わせる仕草さえ肉球の手で再現しつつ、率先してアスタロトが挨(あい)拶(さつ)をした。すると、さすがは魔王の一人のすることだ。他の魔族たちからも、「いただきます」「いただきまぁす」という声が上がる。

「……い、いただきます、だぞ」

　それにつられてか、最後にはベルゼビュートもそう告げた。思わず護狼は目を細めてしまう。それが気に入らないようで、彼女はぷい、とそっぽを向いて目の前の料理に手を着けるが――。

　次の瞬間、ルビー色の瞳が大きく見開かれた。

「！　これは……はんばぁぐ、というヤツか？　大きさや形や、味はまるで違うが、歯ごたえが似ているぞ！」

「いや、近いものだけど。それはミートボールだよ。味の違いはたぶん素材じゃなくて、かかってるタレのせいが大きいかな？」

　苦笑いしながら護狼は答える。多くのレトルトパックの中から、あえてハンバーグに近いものを選んでみたのだ。

（ハンバーグのパックもあったけどさ。あれは人数分配っちゃうと、全部なくなっちゃいそうだったからなあー）

　また、ミートボールなら一人一パックでも数個あるので、大食らいな魔族たちにも最適だ。それでもおそらく、ミートボールのパックは食い尽くされるだろうけれど。

「しかし、透明な袋のまま茹(ゆ)でるだけとは。便利なものでござるなあー」

　そう感心しつつ、追加をザガンが運んでくる。と、さっそく皿の上のミートボールをたいらげた魔族たちの手が伸びた。まあいいや、と護狼は諦(あきら)める。

（もともと、ミートボールを捨ててハンバーグを守る作戦なんだから。だいたいハンバーグに比べたら……）

「って――ミートボールうまっ！」

　はあ？　と自分でも驚くくらい、一口食べて護狼は唸(うな)る。一ヶ月ぶりの、本当の人間界の料理なのだ。たかがレトルトのミートボールひとつで、涙が出そうになってしまう。それほど懐かしい味だった。

　うわあ、と心震えた護狼はつい、横にいるアレクトリアの方を見た。人間どうし、感動を分かち合おうと思ったのだ。しかし。

「神よ……。アナタの慈(いつく)しみに感謝して、この食事をいただきます。ここに用意されたものを祝福し、ワタシたちの心と体を支える糧(かて)としてください。神の御(み)名(な)によって、Amen(アーメン)」

　石を切り出したテーブルの端に十字架を置き、アレクトリアは小声で祈りを捧(ささ)げていた。それが終わってから、護狼が揃(そろ)えさせた人間用のフォークに手を伸ばす。と、ようやく護狼と目が合って。

「？　あ、日本語での祈りは初めてだったのですが、どこか変でしたか？　《五代目》さま」

「あ、いや……。ものすごく丁(てい)寧(ねい)だなー、って思って。はは、は」

「はい。常に、神に感謝の気持ちを捧げておりますがなにか？」

　しゃべることを優先するためか、なんと持ち上げたフォークを一度置き直してから、彼女は答えた。護狼は恐縮するばかりだ。

「いや、ごめん！　食べて食べて。……育ちがいいんだね」

「そうですか？　ワタシの家では、普通のことでしたよ」

　アレクトリアはきょとんとしている。本当にそうなのだろう。

　それに比べて――。護狼はつい、一緒のテーブルにいるベルゼビュートやアスタロトと比べてしまう。他の魔族たちもそうだが、魔族は基本的に手(て)摑(づか)みなのだ。この際だから、ぜひ賢者の少女を見習ってもらいたい護狼だったが。

「……そういえば、魔族たちの説明がまだだったよね。食べながらでいいから、聞いといてくれるかな」

　あえて、魔族たちに水を差さないことにした。むしろ上機嫌なのを見計らい、アレクトリアへの紹介を始める。

「まず、同じテーブルにいる赤毛の彼女が、ベルゼビュート。現大魔王の娘で、学園の中で最高階級(ランク)の魔王だよ。それと、隣にいる黒猫のコが、アスタロト。同じく魔王階級(ランク)なんだ」

「ベルゼビュートに、アスタロト……。魔王、ですか」

　護狼に促(うなが)されたものの、やはりフォークの手を止めて、アレクトリアが神妙に頷(うなず)く。

　わずかにベルゼビュートを凝視したのは、大魔王の娘と聞いたからだろうか。

「――ではこの二魔が、最も次期大魔王に近い魔族、ということですか？」

「え、うん。それと魔王階級(ランク)はもう一人。あっちにいる銀髪の、ルシフェルがいるよ」

　つい、アレクトリアのように『魔』ではなく、『人』で数えてしまいながら、護狼は少し離れた場所にいるルシフェルを指し示した。彼女は先ほどからずっと、食事会には参加していない。運び込まれたコンテナの側に、ドラゴンのブネやグラシャとともに貼(は)り付いていた。二度と、あのパイモン一派に奪われないよう警戒しているのだ。

「いいですこと？　絶対に、ぜっっっったいに、死守するんですのよー！」

「は、はいだよ！　……でもあの、ルシフェルさま。そのう、ボクも、食べに行きた」

「お馬鹿！　よもや億千にも、そんな隙(すき)を見せるわけにはいきませんわ、ブネ！」

『そうですぞ、ぼっちゃま！　とにかく、ここから一歩も動いてはなりませんぞ～！　ルシフェルさまにいいところを見せるのです、我が一族のためにっ』

　鼻息荒いルシフェルと、青い炎の死(し)霊(りよう)執(しつ)事(じ)に却下されて、しょんぼりとブネが首を落とした。

　もっともその巨体の陰で、いつの間にくすねてきたのか――小柄なグラシャがこっそりと、ミートボールをもそもそとついばんでいたが。

「……。後で、俺のぶんを回してやるか……」

「なんですか？　こちらに来て席に着けばよろしいですのに」

「あー、それがだね。学園内で、ちょっとした反乱が起きていて。それがルシフェルの配下にあたる魔族だったんで、気にしてるんだよ」

「まあ。統率力がないのでしょうか？」

「え。いや、それは」

　そのとおりだ。ずばりとしたアレクトリアの物言いに、さすがにフォローしようとした護狼だったが、的中しすぎて反論できない。それは賢者少女の向かいにいた、ベルゼビュートも同じようだ。クク、と笑う。

　けれども、赤毛の魔王少女はすぐにじろり、とアレクトリアを睨(にら)み付(つ)けた。

「別にルシフェルを小馬鹿にするのは構わぬが――しかし、人間ごときに言われると、いい気はしないな」

　一瞬で、険悪な空気が満ちる。『にゃふ？』と横にいたアスタロトでさえ、黒猫にミートボールを食べさせる手が止まったほどだ。

　しかし、にっこりと明るく微笑(ほほえ)んだのはアレクトリアだった。

「なるほど。魔族も、友達思いなのですね？」

「!?　なッ……」

　ベルゼビュートが絶句した。そればかりかみるみるうちに真っ赤になって、全否定する。

「我が、ルシフェルと友、だと？　あり得んぞ！　キサマああ～！」

「そんなに照れなくともよろしいではありませんか？　神はワタシどもが敬(けい)虔(けん)にしていれば、平等に愛してくれます」

「けいけ……なに？　そもそも神とか、くだらんッ！」

　理解不能な言葉に煙に巻かれたようで、一度腰を浮かせかけたベルゼビュートが、椅子に戻った。かわりに怒りを、添えられていた縦長の缶詰にぶつける。彼女は勢いよく、缶詰を摑み取って――。

「あ、それパンの缶詰なんだ。ほら、食べ足りなかったのはハンバーガーだったろ？　そこのリングに指をかけて、開けてから。あっ」

　がぶり。護狼が咄(とつ)嗟(さ)に開け方を教えるも、意に介さずにベルゼビュートはそのまま齧(かじ)った。缶詰を、まるごとだ。が、あっさり嚙(か)み千切ってしまう。もっしゃもっしゃと鉄ごと咀(そ)嚼(しやく)しつつ、「……フン、歯ごたえがあるな？」だけで済ませた。

「どうした、ゴロー。そういえばなにを言おうとしていた？」

「いや……開け方を、だね。でもいいんだ。それでも食べられるのなら。ははは」

　ベルゼビュートに射すくめられ、護狼はすごすご身を引いた。――だが。

（でも、そうなんだよな。……たぶんベルゼは自覚してないけど、ルシフェルのことは対等に思ってるよな？）

　それは幼なじみのアスタロトとはまた違う、唯一無二の距離感だ、と護狼は感じ取っている。おそらくこの学園でルシフェルだけが、ベルゼビュートと渡り合える力の持ち主だからか。つい、護狼は彼女の横顔を見てしまう。ベルゼビュートの頰(ほお)はまだ、先ほどの紅(こう)潮(ちよう)が抜けきってはいなかった。

（そういうとこ、かわいいと思うんだけどな。言ったら殺されるから、言わないけどさ）

　最近、ようやくうっかり禁句を漏らさなくなってきた。これは護狼も魔王少女たちと、付き合いが少しは深くなってきた証(あかし)だろうか。護狼の話を聞いていたのか、アスタロトが器用に尻尾(しつぽ)で缶詰を開封した。それを見ながらしみじみ感じる。

（でも。そう考えたら、アリアはすごいなあ）

　初会話で、ベルゼビュートを平然とやり込めてしまったのだ。それは計算しての行動ではないのだろうけれど。

　改めて護狼は、隣にいる賢者の少女を見やる。そういえば口調こそしっかりしているが、顔立ちはどこか幼げだ。同年代だと思ったが、護狼よりひとつ年下の、十四歳くらいだろう。大人びた雰(ふん)囲(い)気(き)を放つのは、目元にあるほくろのせいか？

　そんなアレクトリアは、あまりお腹が空いていないのか。食事の手を休めて、かわりに自分の金色の髪をいじっていた。どうやら少し癖毛のようだ。跳ねる毛先が気になって、無意識に触るようになった感じだった。

　だが、ふと――護狼は、何かを感じた。

（？　俺は……）

　その仕草に、ちくりとしたものを覚える。まるで、遠い「既(き)視(し)感(かん)」だった。

　どこかで見覚えがある、ような気がしたのだ。おかしいな、と護狼はこっそり首を捻(ひね)る。

（だって、会ったことないはずだよな？　いくらなんでも）

　金髪に水晶色の瞳の少女だ。一度ちゃんと目にしていれば、すぐに思い出せるはず。だから、護狼は「会ったことあったっけ？」という言葉を、自(おの)ずと喉(のど)の奥に仕舞い込んだ。

　――かわりに「あふわあ」と、気の抜けたあくびが出る。すると真っ先に、アレクトリアが気遣いを見せた。

「お疲れですか？　《五代目》さま」

「ふわ……あー、そういえば」

　食事会をしているものの、通常では深夜の時刻だった。常に闇色の空が覆う魔界では気付きにくいものの、三つの月がすべて、ずいぶんと低い位置に浮かんでいた。これが魔界の「夜」なのだ。

「いつもならとっくに寝てる時間だからなあ。はは――そろそろ食事も切り上げて、寝室に」

　行こうか。などと、つい賢者の少女も誘おうとしたとき。さあーっ、と護狼の全身から血の気が引いた。

（はっ。まずい、まずいぞ！）

　アレクトリアの寝る場所の問題を、すっかり失念していたのだ。まともにベッドがある場所は、学園内でもたったひとつ。かつて大魔王の寝所として使われていた、今では三人の魔王少女たちと、護狼とが眠る寝室で。

　あれを見られたら、絶対勘違いされるっ！　護狼は目の前の無(む)垢(く)な少女の、蔑(さげす)んだ瞳を想像してぞっとした。

（魔族といえども年頃の女の子と、毎日ベッドをともにしているなんて……言い訳のしようがっ）

　けれども、他にどうしようもなくて――。
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「はあ。つまり魔族流のもてなし方、というわけで……こうなっているのですか？」

「そうです。……ご、ごめんなさいごめんなさい」

　学園の中央にそびえる塔の、最上階。そこに設けられた、円形の大型ベッドがひとつ置かれた寝室に案内して、護狼は反射的に謝った。――つれてきたアレクトリアの目が怖かったのだ。

（ああ、死にたい。死んでも生き返るけどさ……）

「？　どうして謝られるのでしょうか？」

　しかし賢者少女は、護狼の思ってもみなかった反応を見せる。

　は？　と護狼は困惑した。

「え、だって。いくらなんでもこの状況は――」

『にゃっふうう―――ん！』

　そんな護狼の心労などこれっぽっちも気にせずに、黒猫姿の魔王少女が真っ先にベッドへダイブした。ど真ん中でうつぶせのまま、くてーっ、と両手両足を伸ばす。

『お腹いっぱいになると、おねむになっちゃうのだ～、ってアーちゃんがあ。にゃむにゃむ』

「フン。我ら魔族には、平時の食事など過(か)剰(じよう)な摂(せつ)取(しゆ)だからな。多少の変調も仕方あるまい。ふわ」

　ベルゼビュートも眠そうにしながら、ベッドの端の定位置に寝転んだ。そこで、全身の黒い鱗(うろこ)にくるまって眠るのが彼女のスタイルなのだ。

　そして最後に、立ち尽くす護狼の背中から飛びついてくるのは、コンテナからようやく離れたルシフェルだった。

「……そうですわ。わたくしが本当に苦(く)慮(りよ)しなければならないことは、別にあって。ねえ、ゴローさまああ～！」

「うわ、ちょ……おいー！」

　そのままベッドに押し倒されて、護狼はさすがにあたふたする。が、ルシフェルはお構いなしだ。護狼の上に覆(おお)い被(かぶ)さったまま、ぽふ、といつものように手を合わせて強引に迫る。大きな胸をこれ見よがしに間近で揺らした。

「うふふっ。今日という今日こそは、ゴローさまを落としてみせますわ！」

「はい？　そもそも、今夜はコンテナの側にいるんじゃあ」

「あっちはブネとグラシャに任せておきましたわ。だって根本的なことは、次期大魔王の座を射止めることで……すなわち、ゴローさまをどうにかしてしまえば済むのですもの！　さあゴローさま、どーんと！」

「こんなところでできるかよ！　いや、そもそも手は出さないっての、ほんっとに」

　ベルゼビュートやアスタロトの存在以上に、今日来たばかりのアレクトリアを気にしながら、護狼は必死に抵抗する。――そのアレクトリアはというと。

「こういうのが魔族流とでもいうものですか。わかりました。でも……『人の秩(ちつ)序(じよ)』も持ち込むべきですね」

　にっこりと微笑むと、彼女はいきなりかぶっていた聖帽を脱ぐ。はらり、と金髪にかかっていた布が舞った。
















　瞬間、彼女は落ちていく布に向かい、何やら呟(つぶや)く。

「神の御名のもとに、聖なる力をお与えください――。Hallelujah(ハレルヤ)！」

「!!　わきゃあああっ？　なんですのなんですのー!?」

　ばしっ！　という光が縦に走った。それはのしかかるルシフェルの上から、護狼を垂直に照らしたものだ。突然ベッドの上にできたのは、聖帽を核とした「光の壁」である。護狼はなんともなかったものの、銀髪の魔王少女が弾(はじ)かれるように、勢いよく跳ね飛ばされた。

　ぎょっとするのは護狼だけでなく、『にゃはう？』と危うく尻尾を巻き込まれかけたアスタロトや、さすがに飛び起きたベルゼビュートで。

「なんだ、これはッ？」

「神の力の一部、です。神を信じることで、その力を行使できるのですがなにか？」

　唖(あ)然(ぜん)とする一同の前で、しかしアレクトリアは平然と語る。光の壁はちょうど、広いベッドの三分の一を区切る形で維持されていた。その中に埋もれたまま浮遊する聖帽に触れながら、賢者の少女はにこっと笑う。

「もっとも勇者とは違い、血脈の力を失った賢者のワタシには、清めたモノを『触(しよく)媒(ばい)』にしないと使えないのですが」

「清めたモノ……勇者とは、違う？」

　それでもこんなことができるのか、と護狼は光の壁から身を離しつつ、驚(きよう)嘆(たん)する。

（いや。じゃあ勇者も同じような力を使えるってことだよな？　そう、なのか？）

　――本当に自分は、《五代目》なのに何も知らないんだ。護狼は光の壁を眺めつつ、自分を恥じた。

（そんな力があるなんて俺は、父さんから少しも具体的には……）

「って。そ、そんなの聞いてない、で、す、わ……きゅう～」

　跳ね飛ばされてベッドに沈んだルシフェルが、なんとそのままへばってしまう。

「？　おい、ルシフェル、大丈夫かよ？」

『にゃわふう。神の力ってのは、魔族の持つ力と相反するものなのだ！　ってアーちゃんが、昔文(ぶん)献(けん)で読んだってー』

　さすがにルシフェルを心配した護狼だが、アスタロトなどはあくびを嚙み殺しつつ、光の壁の方に興味を持つ。黒猫が無表情な彼女に代わって、難しそうな顔をつくった。と、護狼はすり抜けたのに、伸ばした肉球の手が光の壁に阻(はば)まれる。

『なるほどなのだ～。魔力を帯びる、アーちゃんの《魔法生物(クリーチヤー)》でも、反発作用を起こすみたいなのだ！』

「それでルシフェルが跳ね飛ばされた、ということか？　ま、おとなしくていいが」

　ベルゼビュートまでもが、倒れたルシフェルに冷たい。いやいやいや、と護狼だけは心配する。光の壁をひょいと突き抜け、ベッドの上を這(は)いながら、ルシフェルに近づいた。だが。

「いけませんよ《五代目》さま」

　ぴしゃりとそう言い放ち、護狼を制したのはアレクトリアだった。

「へ？　なに？」

「勇者のアナタが、区別をつけないでどうしますか？　せっかく寝床を分けたのですから、きちんとしてください。神はいつもワタシどもを見ておられますよ」

「え。……そ、そうですね。はは、は」

　それはそうだ。いきなりのことで驚かされたが、賢者の少女はこの歪(いびつ)でふしだらな状況を是(ぜ)正(せい)するため、ベッドに間仕切りをつくったのだ。

　幸いルシフェルに目立った怪(け)我(が)はないらしい。護狼はベッドの三分の二を少女たちに明け渡して、仕切られた三分の一の方へと戻った。

（まあでも、ありがたいか。……なにかとここじゃあ、ゆっくり眠れなかったから。ふわー）

　ようやくこれで、ルシフェルにくっついてこられたり、ベルゼビュートの寝相の悪さに巻き込まれたりしなくなる。護狼は「おやすみ」と告げて、さっそくベッドの端に潜り込んだ。

　赤毛の魔王少女も、さっさと黒い鱗に身を包む。光の壁のぼんやりとした輝きさえ無視するように、目や耳までをも覆い尽くした。光の壁を調べ終わったアスタロトも、いつしか眠気に負けて、一度のびをしてから丸くなる。そのときにはもう、モノクルを外してエメラルド色の瞳を閉じていた。

　ただし、アレクトリアだけはまだだ。しばし、軽い衣(きぬ)擦(ず)れの音がする。簡単に着替えでも済ませたのだろう。さすがにどきりとした護狼だが、もちろんベッドの中から顔は上げない。音も聞かなかったことにした。

　けれども――彼女の、やわらかな小声だけは耳に入る。

「……神よ、アナタに感謝します。アナタの恵みによってワタシを守ってくださり――」

　それは就寝の祈りだろうか。ひとしきり続いた後、最後は「Amen(アーメン)」の一言で締めくくられる。それからようやく、わずかにベッドのクッションが沈んだ。アレクトリアも寝に来たのだ。

　ところが、護狼の予想外なことが起きる。もぞもぞと動く気配が、すぐ間近でしたのである。は？　と護狼が瞼(まぶた)を開けると――。

　すぐ隣に、純白の肌着姿の賢者少女が横たわっていた。髪と同じ金色の長い睫(まつ)毛(げ)が、窓から入る魔界の月光に、そっと煌(きら)めく。

「なっ、あっ……！」

　思わず飛び出たそんな呻(うめ)きは、驚きのあまり掠(かす)れて消えた。なんで？　護狼は硬直する。

　光の壁で仕切られた護狼の方に、彼女は潜り込んできたのだ。

（ちょっと待て！　秩序とか区別ってまさか、男女別じゃなくて。人間と魔族の区切り、ってことか？）

　確かめようにももう遅い。護狼が一人苦悩しているうちに、アレクトリアの胸が穏やかに上下を始めた。

　なんだこれなんだこれ？　突然ばくばくと跳ねた心臓を抱えて、護狼は必死に目をつむる。――すべてを忘れて、眠るために。




（……って、駄目だ！）

　あれからどれだけの時間が経(た)ったのだろうか。眠かったはずの護狼は、しかし一睡もできないまま、寝室の天井を見上げていた。

　ガラスのはめられていない、アーチ型の穴だけの窓。そこから差し込む三色の月明かりが、複雑に絡(から)み合いながら、ベッドを覆う天(てん)蓋(がい)を虹色に染めていた。さらに、垂直にそびえた光の壁の輝きが混ざり、いつもよりくっきりと陰影をつくる。

（ベルゼたちと寝るようになってから、少しは慣れたと思ったけど……）

　護狼はつい、ちらりと隣を見てしまう。眠れない原因はわかっている。そこに、アレクトリアがいるからだ。

　――手を伸ばせばすぐ触れられる距離に、金色に煌めく長い睫毛があった。ノースリーブの肌着から覗(のぞ)く肌も、一目見ただけで焼き付いてしまう。目元のほくろが、今はなんだかとてもいやらしく思えた。

（そ、そうだよ。俺は、アリアみたいな普通の女の子と、一緒に寝るのなんて初めてでっ）

　魔王少女たちの場合は「どうせ魔族だから」と割り切れたが、さすがにどうにも、意識してしまうのだ。

　だが、護狼にはまったく彼女の意図がわからない。

（初対面の男の俺の側で、こんなに無防備でいいの？　なんだかズレてる感じはするんだよな）

　それはもしかしたら、「賢者」として育ってきたせいなのだろうか。護狼と違い、常に「神」を意識する彼女は、きっとそれなりの修行を積んできたのだろう。だからこそ、護狼とそう年が変わらないのに、落ち着いた雰囲気を身につけているのか――。

（あ。そうか、だから……「勇者」の俺を、無条件で慕(した)ってるのか？）

　どきり。ふいに至ったその考えに、護狼の心臓が大きく跳ねた。同時に思いつくのは、いくつかの心得だ。

（《勇者心得》その３２７、『ヤりたいときがヤるときだ』。その３５４、『勇者は大抵受け入れられる。案ずるな』。３６３、『最初は焦(あせ)らず、軽い接触から始めるべし』。３７１、『初めてが失敗するのは仕方ない。そのうちに慣れてくる』。３８８、『舐(な)められたら舐めかえせ』とか――いやいやいや）

　出てきたのはすべて《三代目》の残した、エロくも取れる『禁断の３００番台』ばかりだった。護狼は気恥ずかしくなって、ベッドの中で悶(もん)絶(ぜつ)する。

　と、まるでそれに反応したかのように、「ううん」とアレクトリアがわずかに唸(うな)った。ころん、と彼女が寝返りを打つ。

　はっと顔を上げた護狼の視界に、肌着の胸元が露(あら)わになった、賢者少女の姿が飛び込んでくる。いけない！　護狼は反射的に、音も立てずに跳ね起きた。ベッドからそろそろ抜け出し、黒い絨(じゆう)毯(たん)の敷かれた床に足を下ろした。

（……。ちょっと、頭を冷ましてくるか）

　眠っているアレクトリアを一人、残しておくのも躊躇(ためら)われたが、他の魔王少女たちは熟睡しているようである。護狼はそのまま足音を殺して、寝室の外に出向いた。
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　魔界の夜は、いつも穏やかだ。《パンデモニウム学園》最上階の塔から一望できる、真っ黒な森でさえ、静まりかえる。棲み着く数(あま)多(た)の魔獣たちも、三つの月の輝きが鈍る間は、おとなしくなるのだ。

　寝室から外に出て廊下を歩くと、張り出した塔の屋根の上に出られる。階段状になったそこに、勇者の少年が珍しく、腰を下ろして景色を見ていた。

「やっぱり人間の世界とは、まるで違うんだな」

　ぽつりとそんな、当たり前のことを漏らす。だから。

「？　なにかと思えば……なんだ？　キサマはその程度のことで、目を覚ましたのか？」

　つい、ベルゼビュートは声をかけてしまう。しまった、と思ったときにはもう遅い。はっ、と護狼が驚いた様子で振り返った。

「ベルゼ？　え？」

「……。だから、それは我の台詞(せりふ)だぞ」

　なんで？　という目で見つめられて、嫌々ながらもベルゼビュートはそう告げる。フン、と護狼を見下しながら、しかし彼の側まで近づいてしまった。

　魔王である自分が気まぐれでも、そんな行動をとったのは、ずっと彼を見ていたせいか。

「我はな。ルシフェルやアスタロトなどと違って、敏(びん)感(かん)なのだ。――キサマが起き上がったのくらい、すぐに勘付く」

「あ。俺が起こしちゃったの？　ごめんごめん」

「別に、そういうわけではない……自(うぬ)惚(ぼ)れるなよゴロー。我がそこまで、いちいちキサマを気にするものか」

　そうだ、そのはずなのだ。ベルゼビュートは誰(だれ)よりも、自分に言い聞かせた。護狼は頼りなさそうな顔で、苦笑している。

　どんな魔族より脆(ぜい)弱(じやく)で、すぐ死んで、いつもそうしてへらへらしているのに――でも。どんな魔族とも違い、ベルゼビュートに媚(こ)びへつらわない少年だ。

（なぜ……気になるのだ？　我は。いいや）

　理由はなんとなくわかっている。この一ヶ月では、まったく思いもしなかったことだ。それを意識させるのはきっと、今日来たばかりの賢者の少女のせいだろう。考えるだけで眉(まゆ)根(ね)が寄った。

「まったく、調子が狂うッ」

「へ？　なに？　俺のこと？」

「だから、違うと言っている！　あの人間の女のことだ！」

　思わず護狼の隣に屈(かが)み込んで、ベルゼビュートは口を滑らせる。言って、う、と言葉に詰まった。

　ああ、と納得した顔をする護狼が、むしろ腹立たしい。

「いきなりだもんなあ。魔族にとっては初めての、人間の女の子になるし。戸惑うのも無理ないかもね」

「む。……フ、フン！　そうだ。追加でセンセイとやらが増えるなど、我は承(しよう)諾(だく)してないからな？」

「その件は、俺も異論があるけれど。でも来ちゃったものは仕方ないし、それにあくまでも勇者の俺が担任――一番の教師だから。俺の手伝い係ってことで、受け入れてくれよ」

「なんだかよくわからぬが。キサマはまだ、魔族のことを理解していないようだな？」

「えっ」

「認めて欲しければ、力で示せ。それが絶対の階級(ランク)制度を持つ、魔族のやり方なのだ」

「……あのさ」

「なんだ」

　いつしか、ベルゼビュートも護狼の隣にぺたりとお尻(しり)をつけていた。と、抱えた両(りよう)膝(ひざ)に顎(あご)をのせた護狼が、おそるおそる訊(き)いてくる。
















「俺、君らに力で示したことあったっけ？」

「――くだらん。あるわけがない。キサマを受け入れているのは単に、大魔王である我の父上の命令があるせいだ」

「ああ、そう……」

　がっくりと、勇者の少年が肩を落とした。そのまま顔を伏せてしまう。

　もちろんベルゼビュートは気にも留めない。むしろ「まったく」と、その心の弱さを蔑(さげす)んだ。――それでも。

（しかしゴローは、我が人と魔族の間に生まれたことを、本当に誰にも話さないのだな……）

　それは彼にだけ知られた、ベルゼビュートの秘密だった。口外しないことを彼は誓った。アレクトリアという少女が来たとき、ベルゼビュートは一瞬、もしかして護狼が話すかと思った。同じ人間であるからだ。

（人間、か……我は）

　ふと胸に去(きよ)来(らい)するものがあった。それは泣き虫だった、かつての幼き姿である。

　父にかわって大魔王を継ぐには、忘れなければならない弱い「自分」だ。くだらない！　ベルゼビュートは振り返らない。この身に混じる「人間の部分」は、必要のないものだから。

（そうだ。こやつが人間だから、気になるのではない。単に我は、秘密を漏らさないかどうか気にしていたから、ずっとゴローを観察していただけで）

　そうに違いない。ベルゼビュートは無理矢理自身を納得させた。

　いや、それ以外の理由などあるはずがないのだ。

「……まあ。人間界の食事に関しては、キサマのおかげ、だとは思うがな？　その功(こう)績(せき)程度には、認めてやる」

　それでも、ベルゼビュートは隣にいる少年を一言だけ褒(ほ)めた。それは自分なりの、護狼に対する精一杯の感謝である。人間でいうところの、「ありがとう」のかわりだった。

　が、あまりのらしくなさに、ベルゼビュートは顔が火(ほ)照(て)るのがわかる。とてつもなく恥ずかしくなった。

（駄目だな、我は……こういうのはやはり半分人間の血が流れているせいか？　くそ！）

　けれども、照れ隠しに真横の護狼を睨むものの――彼の反応はなかった。

「すかー……すかー」

「なに？　ご、ゴロー？」

　声をかけても、少年は顔を伏せたまま動かない。屋根に座った恰(かつ)好(こう)で、寝入ってしまったのである。

　ベルゼビュートはしばし絶句し。

「まったく！　わ、我がせっかくだな！　……もういいッ」

　フン！　と鼻息も荒く、その場に護狼を残し、すぐに横から腰を上げた――。
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　翌朝。空は相変わらずの漆(しつ)黒(こく)だが、輝きを増した三つの月が、明るく魔界を照らしている。

「ううっ、か、体が……痛たたた」

　高い城壁で守られた学園の敷地内。その端っこにある「大浴場」の脱衣所で、護狼はばきばきと背骨を鳴らした。

　昨夜、気が付けば屋根の上で寝てしまっていた。それも、座った姿勢のままである。おかげで、体のあちこちが固まって痛い。お尻の肉もガチガチだった。床に座って、ジャージの上着とシャツを脱いで、水に浸して絞ったタオルを背中にのせる。冷たさが強(こわ)張(ば)った筋肉に染み入って、ようやくほっと人(ひと)心(ごこ)地(ち)着いた。

「ベルゼも一緒にいたんだから、起こしてくれてもよかったのに。下手すりゃ風邪引くとこだぞ？　まったく」

　あそこで放置されるとは。護狼はつくづく、自分が受け入れられていないことを思い知る。

（そればかりか、俺だけじゃなくて。今度はアリアってのが増えたんだから――）

「……ここにシャワーはないのですね、《五代目》さま～」

　と、そのアレクトリアの声が反響して届いてくる。

　温泉旅館のような雰囲気を持つ脱衣所は、ドラゴンのブネさえ入れる高さを持つ。背中を向けた石の壁一枚隔てて、外の広大な露天風呂と繋(つな)がっているのだ。

　壁の上の方に、いくつか通気用の穴が空いていて、賢者少女の声はそこから入ってくる。そう、今彼女は入浴中なのである。

「あー、ええと。うん、こっちには入浴の文化しかないみたい。体も湯船の中で、平気で洗っちゃうみたいだし」

　ふいに思い出すのは、あの赤毛の魔王少女のきれいな裸体だった。魔界に来て最初の頃、護狼はうっかりベルゼビュートの入浴中に、鉢(はち)合(あ)わせしたことがある。焼き付いた光景を、護狼は慌(あわ)てて掻(か)き消(け)した。

　あれ以来、二度と同じ間違いを犯さないよう特に気を付けている。――だからこそ朝も早いこの時間帯に、アレクトリアをここに案内したのだ。

（風呂は一番に入りたがる魔王階級(ランク)のあいつらも、まだベッドの中だからなあ）

　魔王少女たちは朝に弱い。特に何もすることがなければ、ずっとだらだらごろごろしている。

　それに――もともと魔族は人間と違い、治(ち)癒(ゆ)以外での代(たい)謝(しや)が少なく、汚れることがあまりない。だから毎日入浴する必要がなく、注意すればうまく回避できるのだ。

　また、普段ならそれでもルシフェルあたりが護狼を狙ってくるのだが、今朝は一人早起きして、さっさと厨(ちゆう)房(ぼう)の方に向かった。

　食料の入ったコンテナを、パイモンに奪われないようにするためだ。

「夜中に動きはなかったみたいですわね？　まさか食料が、人間界から届くとは予想もできなかったのでしょうけど。それでも地下から出てこないのは、あのコのことですから、意地になって引っ込みがつかなくなったに違いありませんわ！」

　とは、ルシフェルの朝一の弁である。そんなわけで、護狼は安心して大浴場にアレクトリアをつれてこられた。

　それでもこうして脱衣所で待機するのは、最悪の状況を考えてのことである。

　護狼以上に受け入れられていない彼女を守れるのは、自分一人なのだから。――そのはず、なのだが。

「ふう、いいお湯ですよ～」

　くつろいだ賢者少女の声がもたらされる。すると。

「《五代目》さまも、ご一緒すればいいですのに」

「！　はい？　な、なにがっ」

「ですから。沐(もく)浴(よく)ですがなにか？」

　ざばあっ、というお湯の音を聞かせつつ、アレクトリアが壁の向こうでさらりと言った。

　いやいやいや。護狼は相手に見えもしないのに、必死に首を横に振る。

「なにを言ってるの、君は？　男と女がだね、混浴とか……普通はないでしょ？」

「そうですか？　こんなに広いですのに」

　本当にそう思っているのか、彼女の口調は平然としている。

　一方、護狼はどきどきさせられっぱなしだ。

「俺のことは気にしないで。ほら、筋肉が痛くてさー、こういうときあっためるとあんまりよくないから。ほんと、不死身なのに不便な体だよね。ははは」

　そう誤魔化しつつ、ふと顔を上げると――脱(だつ)衣(い)籠(かご)の並んだ棚が目に入り、うっわ、と護狼は視線を逸(そ)らした。

　いつもは自分が使っている棚である。けれどもそこに今あるのは当然、入浴中のアレクトリアの衣装であって。

　コンテナに積んであった荷物から持って来た、彼女の着替えなどがちらりと見えた。しかも、明らかに下着だ。しまった、と思ったがもう遅い。純白のレース柄が一瞬、目に入った。おそらくパンツに違いない。

（なんであんな目立つとこに、無造作に置くかな？　俺が後から見張りのために、脱衣所に入るって話はしといたのにー！）

　どうにもアレクトリアときたら、見た目通りの純真無垢な少女らしい。昨夜も一緒に眠るのに、抵抗がなかったはずだ。

　そして、それはどうやら本人も自覚しているのか。

「――あの、《五代目》さま？」

　ふいに、壁越しにアレクトリアが訊いてきた。

「もしかして。いろいろずれていますか、ワタシ？」

「え。あー、うん。ちょっと」

　妙に意識しながらも、護狼は素直に返答した。気恥ずかしさを紛らわせるために、体がまだ痛いのにタオルを剝(は)がして、いそいそと脱いでいた服を着直す。

「でも、気にしないでいいと思うよ。……俺が気を付けるからさ。あはは」

「すみません、ワタシ……ずっと、修行の日々でしたから」

「？　ああ、賢者の……？」

「はい」

　少し声の調子を落として、アレクトリアが告白した。そうか、と護狼は納得する。

（俺みたいに、普通の生活をしていたわけじゃなくって。アリアは――賢者として、腕を磨いていたんだな）

　だからこそ昨夜のような、光の壁を作り出すこともできるのだろう。護狼は自分との差を痛感する。

　けれども劣(れつ)等(とう)感(かん)を覚えるのは、なぜか賢者の少女の方だった。

「ですから実はワタシ、学校とやらにも、行ったことがないんです」

「へ？　そうなの？」

「はい。……お手伝いに来たのに、あまり役に立てなくてすみません」

「いや、そんな。だいたい副担任ったって、まともな授業なんて、まだひとっつも」

　うわっ――護狼は、自分で言って引いてしまう。「はい？」ときょとんとした声を返すのは、アレクトリアだ。

「ええと、では。どういう授業を？」

「授業はその、調理実習、みたいなのをだね。基本的には俺がどうにか暮らせるように、食べられるものの確保とかさ。他だと脱衣所に、専用の棚をつくらせたり。換えのジャージとか下着や、タオルを用意させたり、学園のあちこちにトイレをつくらせたりだね。はは、は」

　それはそれで大事なことだが、そんなことしかしてなかったのか。今になって護狼は現実に打ちのめされた。

「って、駄目だろ俺！　こんなことだから、パイモンが反乱したりするわけだよ。あーもう」

「あ。例の地下に閉じこもったという、ルシフェル配下の魔族ですか？」

「うん、そう。やっぱり俺みたいなただの中学生に、先生だなんて……」

　無理なんだよな。しばらく忘れていた愚(ぐ)痴(ち)を、つい漏らそうとしたとき。

「《勇者心得》その１ですよ、《五代目》さま」

「？　えっ。……あ」

　賢者少女が静かに言ったその数字は、心得の中で最も古いもの。そして、単純にして勇者の性質を一番よく表しているものだった。

「その１――『勇者は何度でもよみがえる』か」

　護狼は口に出して呟いた。至極当たり前のことについて、言及された心得である。

　だが、そうなのだ。護狼はアレクトリアが何を言いたかったのかを悟る。

「そうだ。何度でも、うまくいくまでやり直すのが勇者で」

「《五代目》さま。授業をいたしましょう」

「――うん、わかった。ありがとう、アリア」

　護狼はしみじみ感謝する。落ち込みかけた心が、彼女の一言で立ち直った。

「副担任、か……。うん、やっぱり一人じゃないのは心強いや！」

「そんな。ワタシは、当然のことを言ったまでです」

「いや。ずっと魔界に俺だけだったから、本当に助かるよ。まったく父さんときたら」

　確かに、どんな物資より必要な存在だった。護狼は思い知らされる。

「賢者を魔界に送り込むだなんて。粋(いき)な計らいしてくれるなあ。あ、いや。でもアリアは……ほんとにこれでよかったの？　いくら賢者でも、魔界に送られるだなんて」

「……。ワタシは」

　唐突な護狼の問いかけに、大浴場にいるアレクトリアが間を空けた。

　だが、彼女の答えは簡潔だ。

「すべては、神の思(おぼ)し召(め)し、です」

　やがてつむがれたのは、そんな揺るぎない一言だった。護狼は感心するばかりだ。

「神、か……。俺はそんなこと、ずっと考えたこともなかったよ。勇者なのに。あ、ごめん。こんなこと、賢者の君からしてみたら」

「勇者は――意図せずとも、神の祝福を受け続ける存在ですから。仕方ないのかもしれません」

　信仰心の塊(かたまり)であるアレクトリアだが、護狼の失言を非難することはなかった。むしろ心ここにあらず、といったように呟く。

「その価値を意識せざるを得ないのは、それ以外の者たちの方です。……ワタシのように」

「？　アリア」

「あ。いえ、なんでもありません」

　ざばっ、とお湯の音を立てて、アレクトリアが話を逸らす。

「それより《五代目》さま。授業は、どういたしましょう？」

「あ、そうそう。その話だったっけ」

　護狼も最初の話題を思い出し、改めて脱衣所で考え込んだ。

「うーん、さて。でも今度は、なにをやったものかなあ？」

「ワタシは、詳しくは知らないのですけれど。やはり人間界の学校で行われている授業を、うまく取り込んだ方がいいのですよね？」

「そりゃそうなんだけどさ。けど俺、難しい勉強とか教えられないし。それにいざ教えるとしても、魔族がどこまでついてきてくれるのかって問題も」

　護狼はしょせん、十五歳の少年なのだ。できることは限られている。その上で前回は、「調理実習」と決めたのである。

「根本的に、魔族が人間ってものをわかってくれればいいわけだから。そこさえ外さなきゃ、って思って、やってはみたんだけれど」

「授業ではなくて、行事とか、でしょうか？」

「行事……あ、そうか。そういうのもアリなんだ」

「そういえば人間界は、四月でしたね。――日本だと確か、この時期から学校が始まるのでしたっけ？」

　ぽつり、とアレクトリアが言う。はっ、とするのは護狼である。

「そうか！　入学式のシーズンで……って、いやいやいや。いくらなんでもそれは、授業にならないだろうし」

（でも、待てよ？　四月ってことは。あ――）

　ぱん！　護狼はつい、あぐらを掻いた膝を打った。

「……あれなら魔族にだって！　ああ、やっぱり一人より二人だなあ。ははっ！」

「？　《五代目》さま、なにか思いつけたのですか？」

「ああ、ちょうどいいのを今」

　思いついたのさ。そう続けようとした護狼だが、しかし途中で言葉を切ることになる。

　大浴場と繋がる目の前の、磨(す)りガラスのような薄い岩の引き戸。そこに湯船から思わず上がって、戻ってこようとした少女のシルエットが映ったのだ。

　それはもちろんあからさまに、ほっそりとした裸体の形を見せていて。

「って、アリア！　駄目、開けちゃ駄目だってばっ!?」

　護狼は全力で引き戸を押さえようと飛びついて、真っ赤になって必死に叫んだ。

















「というわけで、君らに集まってもらったのは……三回目の授業、『スポーツ大会』ってのをやるからだ！」

　いくつかの塔で構成された、《パンデモニウム学園》。その中央にぽっかりとつくられた、広大な中庭に魔(ま)族(ぞく)たちを呼び出して――賢者少女とともに、中庭に突き出た外周通路の縁に立ち、護(ご)狼(ろう)は高らかに宣言する。

　ただし当然、集まった総勢四十体ほどの魔族たちは、「はいー？」「すぽぅつ、たいかい？」などと疑問の声を口々に漏らした。

　が、それはもちろん護狼の想定内である。隣にいるアレクトリアとちらりと視線を交わしてから、ぱんぱん、と強く手を叩(たた)いた。砂(じや)利(り)と岩しかない中庭に、思い思いに腰掛けたりしていた魔族たちが、護狼へと注目する。

「ちゃんと説明するから、みんな話聞いてくれよ～。ちょうど今頃の時期、人間界では、学校に新しく生徒が入ってくるんだ。で、入りたての生徒どうしの親(しん)睦(ぼく)を深める意味で、団体でのスポーツをするわけで」

「？　だから、そのすぽーつ、というのはなんなのだ？」

　魔族たちを代表して、護狼のすぐ側(そば)にそびえる岩の上から、問いかけが降ってくる。

　それは手下のザガンやフェネクスを従えて、数メートルの高さから見下ろしているベルゼビュートだ。

「スポーツというのは、体を動かして競い合う、一種の勝負事だよ」

「なに？　クク、なるほど……それは我ら向きだなッ」

「……。言っとくけどベルゼ。君らがいつもやってるような、殴り合いとか、そういうのじゃないからな？」

　邪悪な笑みを浮かべた赤毛の魔王少女に、護狼は釘(くぎ)を刺しておく。それから、ここにいる魔族をぐるりと見渡して。

「スポーツの起(き)源(げん)は、確かに戦うことだったと思うけど。それを人間はうまく、ルールをつくることで、より純粋に勝ち負けを楽しめるものにしたんだ。要はそれを体感してもらおうってこと！」

『にゃふ？　るーるってなんなのだー、ってアーちゃんが訊(き)いてるのだー』

　ぴこぴこ、と二本の尻尾(しつぽ)を振ったのは、さっきまで気だるそうにしていたアスタロトだ。ベルゼビュートのいる岩の足元から身を起こし、黒猫の顔を興味津々なものにする。

　ありがたい、と護狼は素直に感謝した。この、本体はいつも無表情な彼女ときたら、食いつかないときは絶対に動かないのだから。

「ルールってのはつまり、ええと。いろんなスポーツごとに定められた、『縛り』だよ」

　まずはうまくいったぞ、と思いながら、護狼は嚙(か)み砕(くだ)いて説明する。そうだ、魔族はルールという概念自体も知らないのだ。

「ほら……魔族だって、それぞれ能力に個体差があるだろ？　力が強いとか、素早いとか、空が飛べるとか。なるべくその差をなくして、互いにぶつかり合うことができるように、ルールがつくられたんだよ」

　たぶん。という一言は飲み込んでおく。『にゃはー』と黒猫の顔を嬉(うれ)しそうにさせたのは、アスタロトだった。

『そういう考え方もあるのだ？　アーちゃんが、面白がってるのだ！』

「フン！　縛りを持って差をなくすだと？　まったく、人間らしいくだらない考えだ」

　今度はベルゼビュートが、少し不満げな顔をした。それはその他、大勢の魔族たちも同様な様子である。「また平等、とかか？」「人間ときたら」などとざわついた。うわ、と護狼はさすがにたじろぐ。まさかルールの話をしただけで反発されるとは、思いもしなかったのだ。

　けれども――そんな中、あえて護狼に同調する者も現れる。頰(ほお)と腕に特殊な模様を刻み込む、オレンジの髪の少女型魔族、パイモンだ。

「と、なると。ぼくにも勝ち目は十分に出てくる、というわけですね？」

　パイモンは護狼の「授業」の呼びかけに応じ、大広間の地下から出向いてきたのである。もちろん相変わらず、肥(ひ)大(だい)化(か)したフォルネウスに地下の占(せん)拠(きよ)は続けさせていたが。

　かわりに側につれているのは、鹿の角を持つ雷(らい)撃(げき)使(つか)いだ。

「わざわざ地下から出て来た甲(か)斐(い)があるというものですよ。ねえフルフル？」

「あ、あたいもそう思うもン！」

　フルフルが帽子をのせた頭を、こくこく頷(うなず)かせた。もっとも自分より華(きや)奢(しや)で小柄なパイモンの後ろに、常に隠れながらだけれど。

　原因は単純明快。目の前にパイモン一派を睨(にら)み付(つ)ける、青と金のオッドアイの魔王少女がいたからだ。

「って、だからフルフルは噓(うそ)しか吐(つ)けない魔族ですわ！　それにぬけぬけと、よくわたくしの前に現れることができましたわね？」

「だってぼくらの中から、勇者の授業とやらを受けて『最も人間のことを理解できた者』が、次期大魔王に選ばれるのでしょう？　その機会を逃すつもりはないよ、お嬢っ」

「……ああら。地下にフォルネウスを残しておいて、どれだけあなたががんばれますことやら？」

「お嬢だって。ドラゴンのブネを、人間界の食料の収まった、大きな箱の側に残してるくせに！」

「あのさ。そこ、喧(けん)嘩(か)しないの」

　頭を付き合わせていがみ合うルシフェルとパイモンを、護狼は一応諫(いさ)めておく。

「そして先生の話は聞きなさい。俺は、教師として学ぶ機会は平等に与えるつもりだよ。あと、ここに来てないブネとフォルネウスにも、後で説明しておいてくれよな？」

「――まあいいですわっ！　今度の授業で、億千回は思い知らせてさしあげます！　ゴローさま！」

　つん、とパイモンから離れたルシフェルが、今度は護狼の方を向いた。

「そのすぽーつの、具体的なるーるとやらはどんなものですのっ？」

「うむ。縛り……枷(かせ)、ということか？　ククク、そんなもの我の前では無意味なことを教えてやるぞ、ゴロー！」

『アーちゃんもしっかり聞くのだあ～、って！　にゃはは』

　ルシフェルだけでなく、ベルゼビュートやアスタロトもやる気十分だ。よし。護狼はわざと一呼吸の間を空けて、それから――。

「今回やるのは……野球だー！」

　散々悩んだ末に決めた、種目を発表した。

　やきゅう？　と、きょとんとする魔族へと、護狼はすかさず説明を足す。

「野球ってのはだね。人間界では、かなり一般的に親しまれてるスポーツなんだ。一人でやるものじゃなくて、ある程度の人数で団体をつくらなきゃいけないけど。そこも含めて、今回あえて選んでみたのさ」

　魔族は他者を利用すれど、それ以上の関係にはならない。それは強さによる階級(ランク)制度があるせいだが――だからこそ護狼はあえて、チームをつくらなければできない野球に決めたのだ。

「大勢で力を合わせなくちゃいけない。いや、力を合わせるからこそ、できることがあるんだよ。うんうん」

　護狼は一番大事な部分を、魔族たちに前置きしておく。もっともアスタロトなどが相変わらず、『合わせるのが大切、なのだ？』ときょとんとしてはいたけれど。

　しかし、大きな理由はもうひとつ。護狼が子供のとき、実際に野球を通して、知らない子たちと仲良くなれたことがあったからだ。

（小学校に上がる前かな？　……そうだよ、公園かどこかで誘われて。夢中になって遊んだんだっけ）

　それは護狼の初野球の思い出だ。年上の子供からルールを学んで、お互い名前もわからないのに、日が暮れるまで楽しんだはずだ。最後は父が迎えに来てくれただろうか？　そこまでは、さすがに覚えていないけれど。

「野球はいいぞー。バットとボールがあれば、基本的にはそれでできるし。ああ、ボールってのは丸い玉のこと。それを、投げる側になった方の一人が、敵となった相手側へと放つんだ。こう」

　より道具の必要がないサッカーも案に浮かんだが、人魚型のように、足のない魔族もいるのであえてやめた。わかりやすいように護狼は、投げる仕草をしてみせる。

「んで、敵側は飛んでくる玉を、バットと呼ばれる棒(ぼう)で弾(はじ)き返すの。基本的にはこれだけさ。玉を持つ側は、なるべく打たれないように。棒を持ってる側は、玉を打ちまくればいいってこと」

　今度はバットで打つ真(ま)似(ね)をして、護狼は魔族たちの関心を集めた。「おおー」という声がいくつか上がる。

「フン、単純ではないか。だが、団体でのやり合いか……となると、ある程度の数で集まる必要があるな」

　珍しく飲み込みが早いのか、ベルゼビュートがそんなことを言う。「はい、はいです！」と、蒼(あお)い翼を挙げて主にアピールするのは、側にいるフェネクスだ。

「わ、私！　もちろんベルゼビュートさまのお力になりますですよぅ！」

「拙(せつ)者(しや)も、微力ながら。ここでお役に立てなければ、このザガン一生の不覚！」

　ザガンも岩の上で傅(かしず)きながら、赤毛の魔王少女に誓った。

「まあその辺りは、みんなで話し合って決めてくれていいよ。数が多い方が有利だけど……少なくてもなんとかなるように、細かいルールは調整しようと思うし」

　結局は、草野球みたいなのになるか、と護狼は割り切って考える。どんな形でもいい、スポーツを体験させてやりたいのだ。

　ただし、大きな問題がまだあった。

「とりあえず、試合を――野球での勝負をするにしても、だ。まず、場所の確保なんだよな。一番広いのが、魔族が鍛(たん)錬(れん)に使ってる、この中庭なんだけど」

　護狼は改めて、魔族たちのいる砂利の敷かれた中庭を見やった。ここは巨体の魔族が走り回っても、十分な空間を確保している。

　しかし、枯(かれ)山(さん)水(すい)のようなここには、障害となる大きな岩もごろごろしていた。

「始める前に、中庭の整備が必要なんだよ。野球ができるように、みんなで手分けして、どうにかしてもらえないかな？　ねえ、アスタロト」

『うにゃ？　なんなのだー？』

「君がクラス委員長なんだから。魔族をうまく統率して、中庭の改装にあたってくれるかな？」

『わかったのだ！　ってアーちゃんが張り切ってるのだあ』

　いつぞやのときとは大違いで、アスタロトがぴょんぴょん跳ねながら応じる。

　――だが。

「じゃあ、えーと。ここにある岩を手分けして、全部端にどけちゃおうか？　それから、地面も砂利じゃなくて、できれば真っ平らな土とかにしたいんだけど。これは、玉がうまく跳ねるようにするためで……まあ、最悪砂利のままでもいいか？　あとは巨体の魔族に合わせたサイズのベースを、四つ用意すれば」

　あ――ようやく護狼は気付く。無表情なアスタロトの瞳が、モノクルの向こうでわずかに見開かれた。こう見えても魔族の中では聡(そう)明(めい)な彼女でも、さっぱり理解できない、という様子だ。

『？　？　？　地面はなんとかすればいいのだ？　あと、べーすってなんなのだ？　どうしてそんなのが必要になるのだーって、アーちゃんが～？』

「ああ、ベースは……飛んでくる玉を棒で打ち返したとき、打った方は走って四つあるベースのすべてを踏んで、もとの位置に帰ってくるんだよ。それで点数が入ってだね」

　駄目だ。護狼は教えようとするものの、意外とうまくいかなかった。「野球はだいたいこんなもの」というイメージを持たない魔族には、本当に伝わりにくい話なのだ。他の魔族たちも、顔を見合わせるばかりだった。

　そのとき――。うまく護狼をサポートしたのは、今までずっと出しゃばらずににこにこと見守っていた、隣にいたアレクトリアだった。

「《五代目》さま。魔族にもわかるように、たとえ話で解説してみてはいかがでしょうか？」

「へ？　あ、うん。じゃあ……」

「そうですね。玉を『魔法による攻撃』、棒を『神の力の宿りし聖剣』、とでもいたしましょう」

　少し考えてから、賢者の少女がしずしずと語り出した。

「扱える玉はひとつだけ。そこに力を込めて、投げ放つわけです。それを防げるのは、聖剣のみ。剣で玉を弾き返すことこそが、いわば反撃です。その隙に、聖剣側は中庭につくられた、四つの『砦(とりで)』を攻略します。すべての『砦』を最もはやく制(せい)覇(は)した者が、勝利者となる――とか？」

　どうですか？　と控えめにアレクトリアが締めくくる。

　護狼が「いいね」と答えるよりも――おおおっ！　と魔族たちの唸(うな)る方が早かった。どうやら皆、だいたいのことは理解したらしい。ベルゼビュートにしろアスタロトにしろ、ルシフェルやパイモンまでも、むしろ闘(とう)志(し)を燃やしている。

「理解したぞ！　るーるのある勝負とは、そういうことかッ。クク！」

『にゃはー。人間も、なかなか考えてるのだ！　アーちゃんが感心してるのだー』

「玉の攻撃と棒での防御。そういうことですのね？　……聖剣で防御しかできないというのも、わかりやすいですわね。ふふ」

「つまり攻撃と防御、そのどちらかに適(てき)した者を集めて、徒(と)党(とう)を組めばいいわけだね。なるほどです」

　そんな光景に、はあー、とただただ感心するのは護狼で。ちらりとアレクトリアに視線を向けた。

「ありがと、アリア。君のおかげでわかってもらえたみたいだよ。ふう」

「いえ。役目を果たしたにすぎませんがなにか」

　にっこりと微笑んで、賢者の少女は謙(けん)遜(そん)した。

「子供の頃、少しだけワタシも野球をしたことがあったのです。その経験が活(い)きました」

「へえ、女の子でも野球はするのか。や、そりゃそうか。――とにかく」

　ぱん！　と護狼はまたも手を叩いて、わいわいと騒がしくなった魔族たちを鎮(しず)めた。一段高くなった外周通路から、砂利の中庭に降りて、その足で簡単に砂利の上で菱形を描く。野球で必要となる、ベースの配置の図解だった。

「まずは地面の整備から始めて、それが終わったらこんな形に、四つのベース……いわゆる『砦』を設置して欲しい。それを使って試合をするから。もちろん勝ったところには、今回もクラス委員長の座を与えるつもりだから、よろしく！」

　最後に護狼は、一番言いたかったことを付け加える。

「さあて。スポーツで、さわやかな汗をかきやがれー！」




†




「で、後の問題は……ボールとバットの準備、なわけだけど」

『にゃふん？　だったらゴロちゃん、一緒に「資材置き場」に行けばいいのだ！　ってアーちゃん誘ってるのだあ』

「え。資材置き場？」

　そんなアスタロトの言葉に導かれて、護狼はアレクトリアとともに、学園の資材置き場とやらに案内される。

『どうせ中庭の整備で、いろーんな材料が必要になるのだ。ハルパスとマルパスの力も借りるのだー、って！』

　――そこはなんと、学園の堅(けん)牢(ろう)な城壁の「外」に存在していた。

「ハルパスにマルパスって、ああ。双子の、建築士の魔族の？　……って、わ！」

　そう、護狼はこのとき初めて、《パンデモニウム学園》から一歩外に出たのである。そして、学園の真実をひとつ知る。

『ここなのだ。にゃにゃにゃ、にゃーむっ！』

　一見、何でもないように思える壁の一部が、アスタロトの肉球の手が触れただけでいきなり動いた。ゆっくりと割れるように、左右に開く。おそらく、魔力でも注ぐことで機能するのか。わずかに怪(あや)しい輝きを放ちつつ、護狼たちの目の前で、大きく壁は口を開けた。

　だが、驚くのはまだ早い。「ん？」と護狼もアレクトリアも、すぐに奇妙な様子に気付いた。開いた壁の向こう側――。そこにはきれいに磨(みが)かれただけの、真っ平らな岩の大地が突き出ていた。いや、大地は途中で終わりを見せる。

　百メートルほど先で、いきなり地面が消失していた。

「えっ、なにこれ？」

　あまりのことに、護狼もアレクトリアも真っ平らな大地の端に近づいた。そして、二人で顔を見合わせる。

「ああ、神よ……！」

　思わず息を呑(の)んだ賢者少女の聖帽の布が、吹き上げてくる風にはためいた。

　手すりのひとつもない、大地の果て。そこはなんと、垂直に切り取られた崖(がけ)となっていたのである。

「な、なに？　これ……《パンデモニウム学園》って、こんな高いところにつくられてたのか？」

　さすがに大地の縁に立つのは、足が震えて怖かった。護狼はジャージが汚れるのも構わず、とりあえず四(よ)つん這(ば)いになり、頭だけをひょっこり出した。塔の上から眺めていてはわからなかったが、確かに学園は、切り立った「土台」の上にあるようだ。遙(はる)か下に、壁や塔の影が落ちる、真っ黒な魔界の森が広がっていた。

　ところが護狼たちの認識は、微妙にずれていたようで。

『違うのだーって、アーちゃんが言ってるのだ～。《パンデモニウム学園》は「浮(ふ)遊(ゆう)大(だい)地(ち)」につくられた、移(い)動(どう)要(よう)塞(さい)なのだ！』

「な、なんだって？」

　浮遊に移動？　アスタロトからの突然の情報に、護狼は唖(あ)然(ぜん)とするばかりだ。

　だが彼女の言うとおりなのだろう。もう一度護狼は身を乗り出して、学園の真下を確認する。よく見れば確かに、崖が森と接している部分は見られなかった。

「これ……土台になってる地面そのものが、ゆるやかなお椀(わん)の形になってるのか？　はあー」

　そして、浮いているのは学園の土台だけではなかった。

　崖の縁から身を剝(は)がし、振り仰げばそこに、見渡しきれない堅牢な城壁があった。その周囲に、何やら無数の物体が浮かんでいたのだ。三つの月に照らされた中――ふよふよと漂うのは、様々な色に輝く、立方体に切り取られた巨大な岩の塊(かたまり)たちか。『ほらほらなのだ！』とアスタロトが、二本の尻尾でそれらを示す。

『ここにいろんな材料があるから、好きなの使えばいいのだーって、アーちゃんが～』

「え、じゃあこれが資材？　こんなところに？」

『そうなのだ！　土とか建材とか、いろいろ素材のまま圧縮して、こうやって保管してるみたいなのだ！』

「保管……。浮かせて、ってことか。はは」

　それぞれに、特殊な加工が施(ほどこ)されているということなのだろう。護狼はなんとなく納得する。

「でも、なんで？　わざわざ学園まるごと、浮かばせてるんだろ……」

『？　なんか妙なのだ？　だって人間界と繋(つな)がる「穴」は、毎回同じ位置にはできないのだ！』

　しれっと答えたのはアスタロトだ。

『だから「穴」の出現位置に合わせて移動できるようにつくられた、ってアーちゃんが記憶してるのだ～』

「へ？　そうなの？　それは」

「はあ。納得の理由ですね、《五代目》さま」

　隣で聞いていたアレクトリアが頷(うなず)いた。金色の髪の毛先を弄(もてあそ)びつつ、彼女は少し思案する。

「そういう仕組みになっていたのですね、この学園は。それにしても、これだけ強固な壁を持っているのに、資材がここにあるのは少し不思議ですけれど」

「え、そう？　……ああ、確かに。なんで壁の内側にないんだろう？」

『簡単なのだ！　だって普段は人間界と、地下ダンジョンが繋がってたからなのだ～』

　護狼たちの疑問に、アスタロトが返答した。護狼もはっとする。

「そうか。ここって人間界侵略用の、要塞施設だったんだっけ？　そのために地下ダンジョンが、空間的に人間界と繋がっていて。だから侵入者がいるのなら、城壁の外側からやってくることはなくて――」

　護狼はしみじみ思い出す。食料探しで迷い込んだ地下ダンジョンには、無数の罠(わな)が仕掛けられていた。魔族たちの要塞施設は、内部から現れる敵を想定して、その機能が特化しているのだ。だからこそ「敵を逃さないため」の壁の外に、戦闘に必要のない資材が保管されているのだろう。

『ほらほら、ゴロちゃん！　あそこ見るのだ～、ってアーちゃんが！』

　そして黒猫の魔王少女が肉球の手で、浮遊するキューブ型資材を指さした。いいや、彼女が示したのはその背後にそびえる、高さ何十メートルもある城壁の表面だ。そこにはくっきりとした模様が刻み込まれていた。

　あれ？　護狼はあることに勘付く。その模様はまるで、何かの図形のようで。

「？　壁に……学園の、図が描かれてるのか？　えっ」

『あれがここの、構造図になってるのだ。よく見ると、ゴロちゃんがつくらせた、新しい箇所も書き込まれてるのだ！　にゃはー』

「なんだって？　こんなところに？」

「あ。新しそうな部分が確かにありますね」

　アレクトリアが「ほら」と、明らかに最近彫ったと思われる、きれいな彫り跡を発見した。護狼もよく見て理解する。

「あれ、もしかして。俺がハルパスとマルパスにつくってもらった、学園のトイレとかか？」

「なんだか、かなり正確な図面となっているようですね。たくさんの塔のフロアが全部、ぐるりと壁一面に……？」

「びっくりだよ。こんなことになってたのか」

　護狼は賢者少女とともに、城壁の精(せい)緻(ち)な見取り図を見上げ、感嘆の溜(ため)息(いき)を漏らした。――そのとき。

　ばさっ、という鳥の羽音が耳に聞こえた。ひとつに聞こえるものではあるが、本当はぴたりと二つの音が重なっている。その独特の羽ばたきに引きつけられ、護狼はさらに天を仰いだ。

　青、赤、緑の月光の下――高い城壁を跳び越えて、二体の魔族がやってくる。それはそっくり同じ姿形をした、鳥の頭と翼を持った者たちだった。同じ鳥型魔族のフェネクスとは異なり、その両腕は完全に大きな翼となっている。羽毛と融(ゆう)合(ごう)したような、ぴっちりとした制服を、揃(そろ)ってきちんと着こなしていた。違いは唯一、ハルパスが白で、マルパスが黒という全身の色のみ。

　二体は同時に、城壁の側に浮遊する、キューブ型資材のひとつに降り立った。その上で、まるでシンメトリーのような美しい動きで、白黒の翼を広げて頭を垂れた。

「ただいま参上いたしました」「アスタロトさま」

　美しい男の声を、双子の建築士魔族は奏(かな)でた。鳥顔のマスクをかぶったようにも見える口元は、端(たん)正(せい)だ。そしてその口で、一緒に言葉を補い合うのが、彼ら独特のしゃべり方だった。そんな双子魔族は、ちらりと護狼を一(いち)瞥(べつ)する。

「……またもや勇者の注文というのが気に入りませんが」「自分たちは魔界建築家の誇りにかけて」「なんでも」「つくってみせましょう」

　そう告げてハルパスとマルパスは、資材の上から護狼たちのいるもとへと舞い降りてきた。

　相変わらずの素っ気なさに、護狼は苦笑するばかりだ。それを訝(いぶか)しんだのはアレクトリアだった。

「？　あの、どうにも不機嫌そうですね。彼らは」

「う、うん。学園の設備を整えるのに、いろいろ俺がこき使っちゃってるからね。はは」

　それに赤毛の魔王少女あたりにぶっ飛ばされて、学園の壁などを壊して修復させるのも、護狼だからだ――とは、さすがに少し恥ずかしくて言えなかったが。

　そんな双子魔族たちも、もちろん魔王の一人であるアスタロトには従順だ。『んじゃーねー、中庭をどうするか決めるのだ！』という呼びかけに、ハルパスもマルパスも真剣に聞き入る。

『ゴロちゃん～。中庭の地面は、どんな感じがいいのだあ？　アーちゃん知りたがってるのだ！』

「あ、うん。整備の方はとりあえず、砂利をどけて、きれいに土をならしてくれれば十分だよ？　ボールが……玉が、転がるようにしてもらえればいいんだ」

　それよりも、ややこしいことは別にある。黒猫の魔王少女と話しながら、護狼は少し難しい顔になった。

「問題は、バットとボールの方なんだよなあ。バットのサイズは、魔族の大きさに合わせて何本もつくらなきゃいけないし。あと、ボールはそこそこの硬さと、やわらかさが欲しいんだよな」

　怪(け)我(が)をさせないために、との配(はい)慮(りよ)を護狼は込める。が、問題はそんな素材がこの魔界にあるかどうかで。

「なんとかなるかなあ？　……どうもここには、岩とかしかないようだけど」

『そんなの簡単なのだーって、アーちゃん言ってるのだあ』

「へ？」

『ぼーるとかいう玉に、やわらかさが必要なら、風属性の魔法を込められる素材を使えばいいのだ。そうすれば風の力で包み込むことができるって、アーちゃんが！』

「……。そういうのあるのか。す、すごいな」

『ゴロちゃん、ここにはただの砂利や石を押し固めたものだけじゃなくて、特別な魔法素材もふんだんにあるのだ！　ただ、配合はすごーく難しいみたいってアーちゃんが言ってるのだー』

「それは自分たちが」「うまくやってみせます」

　双子の魔族たちが即答した。頼もしい限りである。

　だが――護狼の作業のみに、かかりっきりというわけにもいかない。

「ちょっと！　ハルパス、マルパス！　中庭の整備用に必要な土砂を、取りに来ましたわよ。すぐに準備なさいっ」

　そこに城壁の穴からやってきたのは、銀髪の魔王少女だった。

　彼女は後ろにドラゴンのブネを引き連れて、双子魔族に命令する。

「今、ベルゼたちが中庭の岩をどけていますわ。かわりにわざわざわたくしが受け取りに来たのですから、ちゃっちゃとブネに持たせてくださいな！」

「ルシフェル？　……ああ、うまく役割分担して整備してくれることになったんだね？」

「あら、ゴローさま。もちろんですわ！」

　階級(ランク)が《伯爵(マーキス)》の双子魔族への態度とはうってかわって、ルシフェルがぽふ、と手を合わせてやわらかく微笑んだ。

「だーって。ベルゼにしろパイモンにしろ、あんな連中と一緒の作業なんて、できませんもの。わたくし、埋め立て用の土(ど)砂(しや)運(うん)搬(ぱん)を自ら買って出ましたのよ？」

「あ、理由はともあれ、それは偉――」

「だって運搬でこちらに顔を出せば、ゴローさまとお会いできますし～。うふふふ」

「そう……うん、君は、そういうコだったよね……」

「まあ美しいわたくしに、力仕事なんて向いてませんから。実際はブネに任せっきりですけれど。その間にねえ、ゴローさまあ～」

「いやいや、こんなところでなにをするって？　駄目だってばルシフェル！」

　アレクトリアの前にも関(かか)わらず、やわらかな巨乳を揺らして迫ってきたルシフェルに、護狼は当然後ずさる。だが彼女の出現で思い出すのは、完全に放置状態となった、中庭の件だった。

「って、君ら魔族にだけ任せてほんとに大丈夫なのか？　むしろ俺は、中庭の監(かん)督(とく)をしに行った方がいいのかな？　うーん」

　さすがに少し不安になる。目の行き届かないところで魔族たちが何をするか、ほんとにわかったものじゃないのだ。どうしよう、とルシフェルから逃げながら本気で悩んだ。――そのとき。

「では、ワタシが中庭の方を引き受けましょうか、《五代目》さま」

　にこやかに、アレクトリアが提案した。

「どのみち一人でこなすには、無理がありますし……」

「えっ。でも」

「ちょっと！　勇者でもないあなたが、わたくしたちを指導すると言いますの？」

　今にも護狼に飛びついてこようとしたルシフェルが、それさえやめて眉(まゆ)根(ね)を寄せた。あからさまに、ものすごく嫌そうな態度だ。しかしアレクトリアは気にしない。

「ワタシには、神の力があります。身を守ることくらいはできますがなにか？」

「ああ、そういえば……だけど」

　本当に大丈夫？　彼女の力は見ていたものの、護狼は心配してしまう。けれども。

「ワタシは、勇者のお役に立ちに来たのです」

　にっこりとアレクトリアが笑顔をつくった。それは本当に、ひとつの曇りもないもので――。

「《五代目》さま。ワタシはこの学園の、副担任なのですよ？」

「……そうだった。わかったよアリア、任せる」

　護狼は賢者を信頼し、了承した。むっとした様子のルシフェルに、慌ててきちんと言い含めておく。

「ルシフェル、他の魔族にも言っておいて。わかってるとは思うけど、彼女も先生なんだから、ちゃんと従うこと。いいね？」

「わ、わかりましたわ。もうっ」

「では、ワタシはこれで。神のご加(か)護(ご)が、《五代目》さまにあらんことを」

　ドラゴンのブネがその巨体に、双子魔族から受け取ったキューブ型資材のひとつを背負った。しぶしぶ護狼の言いつけを受け入れたルシフェルとともに、さっそく学園の中へと、足音を響かせて戻って行く。

　その後ろにくっついて、アレクトリアも一緒に立ち去った。

「副担任、か……確かに、ありがたいや」

　開いた城壁の向こうに消えた、賢者少女を見送って護狼は呟く。そうして気を取り直し、アスタロトたちへと向き直った。

　護狼は護狼で担任教師として、やるべきことをするだけだ。

「さて。じゃあこっちは、バットとボール――棒と玉の制作に取りかかろうか。よーし！」




「よし、やろうか……！」

　あの銀髪の魔王少女のいない間に、パイモンは大広間へと戻ってきていた。

　絶好の機会だ。それを逃すような真(ま)似(ね)はしない。なぜなら魔王でない自分は、力においては圧倒的に不利なのだから。「こぽぽぽぽっ」と泡の呻(うめ)きを放つ、地(ち)下(か)回(かい)廊(ろう)に満ちたフォルネウスの水の中――それは、始まる。

「はあ、あっ、あ……っ!?」

　燃えるような熱さが、パイモンの肌を刺す。じゅわ、と焼かれるように染み込むのは、契約の《署名(サイン)》だ。新たに交わした刻(こく)印(いん)が、短いスカートから覗(のぞ)く太ももに、はっきりと描かれていく。
















　一文字ごとにパイモンは、苦痛に悶(もだ)えることになる。だが同時に、快楽をも覚えていた。

「あああっ、駄目！　ぼくっ、駄目え―――！　感じすぎちゃう……ああアアアアア！」

　フォルネウスのつくりあげた水泡のベッドに抱かれて、びくびくとパイモンは痙(けい)攣(れん)する。最後に細い体をのけぞらせて、絶頂を迎えた。

「ぷはあ……はあ……い、イっちゃった～～～」

　荒い呼吸を抱えつつ、パイモンは下半身に宿った火(ほ)照(て)りの余(よ)韻(いん)にしばし浸る。触れる水の冷たさが、心地よく癒してくれた。――やがて、水泡の中で身を起こして。

「よかったよ、すごく。これからは契約どおり、ぼくのものだからね？」

　くすり、とパイモンは眼を細めた。すぐ側に、別の水泡に包まれた魔族たちが漂っている。一体は、既に頰の《署名(サイン)》で契約した、雷撃使いの少女である。

『……これで、あたいらの勝ちは決まったもン！』

「くすっ、そのとおりだよ」

　噓しか吐けないフルフルの言葉は、裏返して聞かなければならない。この場合は「魔王さまたち相手に勝てないよお」という、弱音の裏返しだ。けれどもわかっていて、パイモンはそのまま受け取ることにした。

「ぼくの策が、たったひとつだと思うのかい？」

『！　思わないもン』

「そーだろうそーだろう。くすくす」

『ほ、ほんとに策はないもン!?』

「だから、あるんだってば。……ああ、じゃなくて。ええい、ややこしいなあ君はっ」

　まあいい！　パイモンは話を切り上げて、フルフルの隣を見た。

　そこにいるのは、たった今契約を交わしたばかりの、別の魔族だ。《署名(サイン)》をした直後から、階級(ランク)を《伯爵(マーキス)》から《子爵(バイカウント)》に引き上げたそいつは、赤黒くよどんだ肉体を水泡の中でふくらませて――。

「さぁて。その他の手も、今から仕込んでおかないとねえ？」

　揺れる水泡越しに、新たな仲間を眺めながら、パイモンはしかし満足しない。いや、従えた魔族たちの前でこそ、不敵な笑みを崩さないが――ルシフェルたちとまともにやり合えるのか、その不安は常にあった。

　それでも、パイモンはいまさら引かない。もう決断してしまったのだ。自らの誇りにかけて譲(ゆず)れない。勇者なんてものが来たこの機会を逃せば、自分が魔王たちと肩を並べることなど、ないのだから。

（いいや。ルシフェルお嬢さまに、思い知らせてあげますよ。誰よりも忠誠を誓っていたぼくを、蔑ろにしたツケをね……！）




††




　気が付けば、どれくらいの時間が経っていたのだろうか？

「う、う――――――ん……！」

　学園の資材置き場にて、護狼はハルパスやマルパスとともに、道具づくりにいそしんでいた。硬い地面に座り込んで作業をしていたためか、のびをするとジャージの下で、体のあちこちがぎしぎしと軋む。また、今朝の筋肉の痛みがぶり返しそうだ。

　それでも、バットの目(め)処(ど)はどうにかついた。体格の違う魔族に合わせて、なんと伸(しん)縮(しゆく)自(じ)在(ざい)の素材でつくることにしたのだ。

『にゃっふ―――！』

　三色の月明かりの下で、できあがったばかりの試作品を双子魔族たちから受け取り、アスタロトがはしゃぐ。さっそく『こんな感じなのだ？』と、彼女は護狼の前でぶん回した。

　が、なにぶん初めて振った彼女のことだ。見よう見まねのそのフォームは、どうにもぎこちない。

「ほら、アスタロト。貸してみ？　こうやって、こう握ってだね」

　護狼は黒猫の魔王少女から、複数の岩石を混ぜ合わせて焼き固めた、灰色のバットを受け取った。と、今まで小柄なアスタロトに合わせていた六十センチほどのサイズが、護狼の手の中で一回り大きくなる。一メートルほどにまでなったそれは、滑らかに絞られた形といい、すっぽ抜けないようになったグリップといい――まさに、どこから見てもバットそのものだ。少し重みがあるものの、それがどことなく金属バットを思わせた。ぶん！　と振れば、その感触は確かにバットである。

「うん、そう、これこれ！」

『にゃふう、ゴロちゃん、渡すのだあ～。もっといじるのだって、アーちゃんがあ』

「それはいいけどさ。同じものは何本かつくるから、そんなにがっつかなくてもいいのに」

　とりあえず、全魔族の体格に合わせて、人数分のバットを用意する必要がなくなったのはありがたい。量産も予備を含めて数本で済むだろう。どうせ一本を使い回せば足りるのだから。

（だけど、問題はボールの方なんだよな～。うーん）

　アスタロトに試作バットを引き渡して、護狼は一人考え込む。

「バットみたいに、伸縮自在にした方がいいのかな？　でもそれだと、キャッチするときにややこしそうなんだよな」

「玉の方ですか？」「風属性の魔法石を込めるのでしたね」「表面も、なるべくやわらかくできますが？」「さっそく試作してみましょう」

　追加のバット生産に取りかかろうとしていたハルパスとマルパスが、護狼の呟きに答えて、同時に地を蹴(け)り飛翔する。頭上に浮かぶキューブ型の岩たちから、必要な素材を取りに向かった。

「うん、まずはバットみたいに、いろいろ試(し)行(こう)錯(さく)誤(ご)してみよう」

　護狼は双子魔族を信頼する。彼らは不平不満を口にするものの、料理人のザガンのように、根っからの職人気質(かたぎ)だ。魔界の素材がわからない護狼は、最初の試作品ができてから、口を挟めば十分だった。バットづくりでの細かいやり取りで、その辺りの呼吸がわかってくる。

　それよりも――。はたと気が付けば、くう、と護狼の空腹の虫が鳴いていた。

「あー、そういやずっと、食べずに作業してたっけ。……アスタロト、ここ任せていいかな？」

『にゃふ？　アーちゃんは今、夢中みたいなのだあ～！』

　バットを巧(たく)みに尻尾で握って振りながら、アスタロトが返答する。

　まあいいか。護狼はそんな彼女を残して、学園の中へと足を向けた。




「結局、もうとっくに夜になってるのか？　みんなを集めたのが昼過ぎだったから、けっこう時間経ったなあ」

　魔界の空はいつも黒いので、護狼には判別しにくい。《パンデモニウム学園》の大回廊のひとつを歩いて、低くなった月の位置に、ようやくそう把握した。

　足先は、真っ直ぐ厨(ちゆう)房(ぼう)へと向かっている。ザガンはまだ中庭にいるのだろう。ここからでは見えないが、おそらく中庭を整備していると思われる、重い音が聞こえていた。魔族が総出で作業を続けているのだろう。

　だから護狼は一人、厨房の側に置かれたままの、コンテナへと行くつもりだった。そこから自分の食料を、勝手に調達してこようと思ったのだ。――そのコンテナの側には、ルシフェルが配置した、イヌミミ幼女のグラシャがいるはず。

「パイモンに狙われてはたまりませんもの！　ブネと交代で、見張らせてますわっ」

　そう言ったルシフェルはもちろん、暗殺者の幼女魔族に武器を与えたらしい。いつもはおどおどしているだけのグラシャだが、得物を持つと「くふ、くふくふ！」と狂気の笑みを浮かべた、頼もしい存在となるのだ。

「……まさか、ご飯もらいに行った俺まで斬(き)られたりしないよな？　はは」

　グラシャの「乱心モード」を知る護狼は、そんな不安に少し駆られた。遅れて「あ」と思い出すのは、同じ人間であるアレクトリアのことだった。

（しまった、彼女のことすっかり忘れてた！）

　自分と同じように、お腹が空いているはずなのに。

　護狼は慌てて、大回廊から脇(わき)に外れる。中庭への通路を進むことにした。アレクトリアを誘って、一緒に食べようと思ったのだ。

　だが、その途中で――。ん？　と護狼は、そのアレクトリアを見つけることになる。

　壁がなく、並んだ太い柱だけが、高い天井を支える通路。その果てに、首から大きな十字架を提げた修道女姿の少女がいたのだ。

「ああ、ちょうどよかった。アリアー！」

　彼女の名を呼びながら、その無事な様子にほっとしつつ、護狼は通路を歩いていく。と、賢者少女がこっちに気付き、少し驚いた顔をした。

　だが、同時に護狼も驚かされる。彼女は一人ではなかったからだ。

「パイモン？」

　近づくまでわからなかった、一本の柱の陰に、オレンジ色の髪をした少女型魔族が立っていたのだ。

　パイモンはアレクトリアと何かを話していたようだが――護狼が来ると、「じゃあ、それで」とだけ言い残して、そそくさと退散した。首を捻(ひね)るのは護狼である。

「？　パイモン……どうかしたの？」

「いえ、中庭に運び込まれた資材を使って、あの魔族のチームが舗(ほ)装(そう)を引き受けたのですけれど。その相談を受けていたのですがなにか？」

「あ、そうなの？　……よかった」

「？　はい？」

「いや、だって。それって君が、魔族に受け入れられてるってことだろ？　俺の命令があったとしても、さ」

　話を聞いた護狼は、軽く笑ってみせた。ああ、とアレクトリアも頷く。

「確かに、そうなるのですね。神に感謝を――」

「ルシフェルが土砂などの資材運搬で、パイモンが舗装整備か。ちゃんと分担もできてるみたいだね」

　でも。護狼はふと、あることに気付く。どうしてアレクトリアは、中庭から離れたこんなところに？

　――答えはすぐにわかる。「あの」とおずおずと賢者少女が差し出したのは、後ろ手に持っていた、バスケット風の黒い細(さい)工(く)籠(かご)だった。

　籠の中にあったのは、なんと護狼も見覚えのある、まだ湯気の立つレトルトパックで。

「え？　あ、あれ？　これって」

「勇者といえども、《五代目》さまもお腹が空いている頃だと思いまして。コンテナから少々、持って来たのです」

　今ここにいらっしゃるのは、そういうことでしょう？　とばかりに、にっこりとアレクトリアが微笑んだ。すぐに食べられるようにと茹(ゆ)でられているのも、彼女の心遣いである。護狼はどきっとさせられた。きゅん、ときたのだ。

（やばっ。こ、これは……！）

「あの。あ、ありがとう、アリア――その。すっごく、嬉しいよ」

「……そう言っていただけて、ワタシも感激です」

　何だかお互いに照れてしまう。はにかんで、二人は笑みを何度も交わした。そのとき――。

「フン、ゴロー。こんなところにいたのか。資材置き場にいなかったから、捜したぞ」

　突然通路の奥から現れたのは、赤毛の魔王少女だった。美しくも常に刺(とげ)々(とげ)しい空気を放つ、ベルゼビュートである。

　だが、今の彼女はその手に、まるで似つかわしくないものを持っていた。

　それはアレクトリアのと同じ形の、バスケット籠で。

「ほら。我がわざわざだな、キサマにこれを……あっ」

「ベルゼ？」

　突き出そうとした籠の中には、ザガンがつくったと思われる、レトルト食品をもとにした料理が詰め込まれていた。余っていた食料庫のパンに、おでんを挟み込んでしまった、とんでもない代物だ。が、ベルゼビュートは慌てて自分の後ろに隠した。

　彼女の赤い瞳が見ていたのは、護狼の隣に立つアレクトリアの、バスケット籠の中身だった。

「……。そう、か。ザガンが、厨房にあった籠がひとつどうの、と言っていたが。そういうことか」

「もしかしてベルゼ。それ、俺のために？」

「フ、フン！　そんなわけがあるものか、うぬぼれるなゴロー！　これはだな、ええと。あ、アスタロトへの差し入れだッ」

「へ？　でもさっき、資材置き場に行ったって。アスタロトだったらあそこに」

「う、うるさーい！　うるさいうるさい、そうなのだ！　絶対に！」

　そもそも魔族は、食べなくても死にはしない。アスタロトに差し入れをすること自体、おかしな話なのである。けれどもこの赤毛の魔王少女ときたら、絶対に認めようとはしなかった。顔は真っ赤になっているのに。

　護狼はこっそり苦笑する。やはり、ベルゼビュートはかわいらしい。――もっともこれ以上追及すると、うっかり殺されるのは間違いないが。

　だが、暴れるベルゼビュートとは異なり、事情を察して大人の対応をするのは賢者少女の方だった。彼女はにこっ、と微笑んで。

「ではこうしましょう。みんなで一緒に食事をするのはどうですか？」

　唐突に、そう提案する。おお、と感心するのは護狼である。

「それいいね。せっかくだし、これから資材置き場でアスタロトたちも混ぜて――」

「ついでにアナタに、確認しておきたいこともあるのです。ええと、参加する団体ごとに、一応名前を書いてもらっていて」

　バスケット籠を片手に、アレクトリアはごそごそと、修道服のポケットから何かを取り出す。それはコンテナ内に食料と一緒に入っていた、一枚のルーズリーフとペンだった。それをベルゼビュートに渡そうとする。

　しかし、ベルゼビュートが手を振り払った。軽い一撃だが、彼女の鋭い爪先が触れただけで紙を引き裂いてしまう。「きゃっ？」とさすがにアレクトリアが悲鳴を上げた。

「!!　おい、ベルゼ？」

「うるさいッ！　そんなもの……脆(もろ)いのが悪いのだ！」

　おそらくベルゼビュートにも、破る気はなかったのだろう。一瞬、驚いたような顔をして、しかし。ばつの悪さを誤魔化すように、護狼に怒鳴った。ほら、と持っていた籠を、かわりに賢者少女へと押しつける。

　そのままぱっ、と背中を向けて、ベルゼビュートはあっという間に走り去った。護狼とアレクトリアはしばし、ぽかんとするばかりで。

「……ごめん。たぶん今の、ベルゼも悪気はなかったと思うんだけど」

「そうなのですか？」

「うん、だって。もし悪気があるんなら、逃げるように去ったりしないと思うし」

　堂々としているはずだ。彼女はそういう魔王である。そのことを護狼はちゃんと知っている。

　そんな護狼をしばし見つめるのは、アレクトリアであった。

「？　なに、アリア？　俺……変なこと言ったかな？」

「――いいえ。《五代目》さまがおっしゃるのなら、きっとそうなのでしょう。神も、許されます」

　胸の十字架に軽く触れて、アレクトリアは水に流す。しかしその手にあった、破かれたルーズリーフの残(ざん)骸(がい)に、少しだけ困った表情を浮かべた。

「でも、こちらはどうしましょう？　一応、チームごとの名(めい)簿(ぼ)をつくっていたのですけれど」

「それ名簿だったの？　あれっ」

　残った部分を受け取って、護狼は書かれている文字を見た。が、理解できない。当然のようにそこには、魔界の文字が使われていたのだ。

「よ、読めない……はは、は。しょうがないか、これは」

「至らなくてすみません。それでも魔族どうし確認ができれば、と思って書かせたのです。……ただ、《五代目》さま。名簿について、気になったことが少しあるのですが」

「なに？　アリア」

　護狼はアレクトリアの手から、赤毛の魔王少女が預けた籠を引き受けて、一緒に歩き出しながら訊く。これだけの量を彼女と二人だけでは食べきれないので、資材置き場にいるアスタロトのもとへと行くことにしたのだ。

「全員に確認したわけではないのですけど。実は、参加する魔族が少ないのです。皆、あまり反応してくれなくて」

　それとも勇者でない自分の誘いだから、無視しているのでしょうか？　そんな意味を込めてか、賢者少女がおずおずと訴える。が、それを護狼は否定した。

「いや。どうも魔族って、ほとんどが三人もいる魔王の誰につくか、まだ決めかねているみたいなんだ。たぶん、そのせいじゃないかな？　だって整備の作業に関しては、みんな手伝ってるんだろ？」

「あ。そういえば」

「気にすることないよ、アリアのせいじゃない」

「……はい」

「ただ、そうか。少人数でもできるように、ルールの方もちょっと考えておかないと駄目だなあ」

　最悪「草野球ルール」なら、一チームに三人いればどうにかできる。その辺りはたぶんぎりぎり超えているだろう、と護狼は思う。

（他の魔族については、とにかく観客として楽しんでもらうしかないか。ほんとは実際に体を動かして欲しかったけど……スポーツは、見て楽しむってやり方もアリだし）

「ああ、そうだ。不参加の魔族が多いのなら、そのぶん観客席も用意した方がいいか。後付けになっちゃうけれど、それも魔族たちに伝えておいてくれるかな？」

　考えた末に、護狼はアレクトリアにそう頼む。そのときには大回廊の突き当たりにある、開いた城壁の穴まで戻ってきた。「はい」と了承した、賢者少女の返事を聞きつつ、護狼はもちろん穴をくぐって――。

　ごろり。次の瞬間、重く響いた奇妙な音を耳にした。

「え、は？　……って、なああああ―――っ!?」

　後ろにいたアレクトリアに向いていた顔を、正面に戻す。そこに、巨大な壁があった。

　いや、護狼の方へと迫ってくる、直径五メートルもの「球体」である。

『あ、ゴロちゃーん！　ぼーる、完成したのだあ～。どうなのだって、アーちゃんが！』

　そんなアスタロトの声がした。が、護狼に答えることはできない。わずかに風の膜を纏った、ドラゴンのブネよりも大きなボールに押し倒されて――ぎゅむっ、と押し潰(つぶ)されたのだった。心持ちやわらかい表面に、護狼はそのまま貼(は)り付(つ)いて転がる。

「ご、《五代目》さまっ!?」

　護狼より後ろにいて、巻き込まれずに済んだアレクトリアが狼狽(うろた)えた。そのときには、回転するボールから護狼の体は剝(は)がれ落ちた。

「……ち、違う……。もっと、小さいの、を、だな……」

　どうにか吐いたそんな言葉を最後に、ぼろぼろになった護狼はがくっ、と倒れるのだった。

















（――あああ、体中が痛い～！　って、うわっ）

『やれやれ……。また死んだのか、ゴロー？』

（父さん？　……そうだよ、死んだからこそ、こうしてここにいるんだよ）

　気を失ったかと思うと、すぐに意識は真っ白な世界へと飛ばされていた。そこで出くわすのはもちろん、光の塊(かたまり)となった父である。

　父は肉体があれば、嘆息でもしたのだろうか。しばし間を開けてから、光を左右に震わせた。さながら――首を横に振るかのように。

『まったく。今度はなんで死んだんだ？　ハ！　まさか餓(が)死(し)なんかじゃねーだろうな。コンテナの食料まで魔族に盗られたとか、言うんじゃねえぞ』

（そうじゃないよ。おかげさまで、食料問題は解決したから。今回は、たぶん、圧死かなあ？）

『圧死だあ？　おいおい……《勇者心得》その４４にあるだろ？　「圧死ほど最悪の死に方はない」ってな。お前、わかってんのか？』

（うっ。餓死、溺(でき)死(し)に続く、なるべく避けた方がいい三大死だっけ？）

『そーだよ！　肉体が押し潰(つぶ)されたままだと、再生のしようがないだろうがっ!!』

（わあっ!?）

　護狼の目の前で、光がぱっ、と眩(まばゆ)いほどに強まった。それは父の怒りを示すものか――。護(ご)狼(ろう)は直感的に理解する。

　そして、あることにも勘付いた。

（父さん……本気で、怒ってるの？）

『当たり前だ馬鹿！　だいたいなあ、そうなったら自分一人じゃあどうしようもないんだぞ、護狼ッ！』

（大丈夫だよ、父さん。圧死って言っても、ミンチみたいになったわけじゃないし。ちゃんと原型は残ってたよ。全身の骨はたぶん、砕けただろうけどさ）

『ん、そうか？　だったら無事に再生できるか……』

（今の、心配してくれたんだよね？　俺のこと）

『あん？　――そりゃあ、まあ。オレのたった一人の息子だからなー』

　精神を互いにさらけ出したこの空間では、本音でしか語れない。父は観念したような口調で、そう吐き捨てた。少し照れくさそうな感じがしたのは、護狼の気のせいではないだろう。

　そして、護狼からも素直な言葉がつい飛び出す。

（嬉(うれ)しいよ父さん。って、わ、なに？　なんで俺、こんなこっ恥ずかしい台詞(せりふ)を!?）

『ハ！　そういう世界なんだよここは、諦(あきら)めろ護狼。それより、二度と圧死なんて真(ま)似(ね)はするなよ？』

（え。うん、それは）

『本来の勇者の力が発揮できれば、そんなもん気にしなくてもいいんだが。なにぶんお前は半人前もいいとこだからなあー。生き返るくらいしか「神の加(か)護(ご)」の力が使えないんだから、慎重にやっていけ。いいな？』

（……気を付けても死ぬときは死ぬけどね、魔界だと。でも圧死はできるだけ避けるよう心がけるよ）

『最悪、仲間がいればどうにかなるんだけどなー。ほら、《勇者心得》２９１に、「勇者以外にも戦える者はいる。うまく利用しろ」ってのがあるだろ？』

（あ。賢者とかのことだよね？）

　護狼はアレクトリアを思い出し、即答する。

（父さんも、賢者の世話になったことあったの？）

『ん？　賢者は……あれ。お前に話してなかったか？』

　ふーむ、と父が少し考え込む。だが、次の瞬間発せられたのは、予想もしない内容で。

『あー思い出したぞ。ずっと昔に一度、お前に賢者の子と会わせたことがあったっけ』

（へ？　俺が……なに？）

　昔会っていた？　その言葉の意外さに、護狼はぎょっとさせられる。そんな記憶はまったくなかった。

　しかし、父もはっきりとは覚えていないらしい。『違ったか？』などと、いまいち頼りない反応をする。

（父さん！　もう、いつもいい加減なんだから。そこ大事なとこだよ？　ねえ父さ――）




　――父に向かって、最後まで呼びかけることはできなかった。いつものように唐(とう)突(とつ)に、護狼の意識は肉体へと戻される。

　はっ、と目を覚ましたとき。見慣れた漆(しつ)黒(こく)の空と、三つの輝く月たちが見えた。そして月光を受け止める、複雑な図を模様のごとく刻み込んだ、高くそびえる城壁があった。護狼が寝かされていたのは、巨大なボールに踏みつけられた、あの資材置き場の一画だった。

　開かれた城壁の穴の側(そば)。そこに、どこからか持って来た毛布が敷かれ、その上で護狼は身を起こす。と、その横に目を丸くして、起き上がる護狼を見ていた少女がいた。

「あっ、アリア？」

　おそらく毛布を手配したのも、彼女なのだろう。傍(かたわ)らで座り込んで護狼の看(かん)病(びよう)をしていたようだ。やがて「ああ」と胸元の十字架を握りしめ、彼女は神に祈りを捧(ささ)げる。

「神の奇跡に、感謝を――！　無事に復活されて、よかったです。《五代目》さまっ」

「へ？　いやあ、おかげさまで。って、そうだ。ボールは？」

『にゃっはー！　ゴロちゃん、やーっと起きたのだ？　ってアーちゃんが～』

　自分の死因を思い出した護狼の前に、資材置き場に残っていた黒猫の魔王少女が、元気そうに駆け寄ってくる。

　しかしエメラルド色の瞳はモノクル越しに、まじまじと護狼の体を見回して。

『もう大丈夫そうみたいだーって、アーちゃんが言ってるのだ。けっこう大変だったのに、さすがは勇者なのだ！』

「あー、もしかして。……俺、やっぱりひどかった？」

　一応護狼は、側にいたアレクトリアにも確認する。「ええ、とても」と、賢者の少女が神妙に頷(うなず)いた。

「けれど、やはり勇者はすごいのですね。全身の骨が砕けていたのに、こうして何事もなかったように、元通りになるなんて。さすがは神に祝福されし、唯一無二の血筋です」

「はは、大げさだなあアリアは」

　賢者だって、その神の力を使えるのに。と、軽く笑った護狼だったが、なぜかアレクトリアの表情は固いままだ。彼女はかぶった聖帽の下で、水晶色の瞳をわずかに伏せていた。かすかに何かをぼそり、と呟(つぶや)く。

　それは「どうして」、という一言だったか？　護狼はえっ、と息を呑(の)んだ。

「？　なに、アリア……？」

「はい？　なにか」

　護狼の勘違いだったのか。賢者少女の顔には、にこっとした笑みがつくられていた。

「いや、その。……なんでもないよ」

『ねーねー、それよりゴロちゃん！　これでいいのだーっ、てアーちゃんが訊(き)いてるのだ！』

「へ？　あっ、それ！　ボール？」

　アスタロトが、二本の尻尾(しつぽ)で摑(つか)んでいたものを護狼の前に差し出してくる。いきなりで驚かされたが――そこにあったのは、野球用にしては大きめの玉だった。けれどもあの、護狼を押し潰したときのものより遙(はる)かに小さい。ちょうどアスタロトの肉球の手で、鷲(わし)摑(づか)みにできるサイズだ。護狼はさっそく、受け取って確かめる。

「そうか。ちょっと大きいけど……でも、大きさがまちまちの魔族どうしで扱うなら、これくらいの方がいいのか？」

　風の膜に包まれた触り心(ごこ)地(ち)は、ちょうどもふもふとしたバレーボールのようでもある。それでいて素材自体はしっかりと固く、少しくらいの衝撃では壊れない感じがした。

　そして、完成したのはそれだけでなくて。

「なにに使うかはよくわかりませんが」「こちらもつくっておきましたが」

　二つの羽ばたきを重ねて、ふいに上から鳥頭の双子魔族が降りてくる。その足に挟まれて、護狼の前に置かれたのは、金属製の四つの板だ。三つが正方形で、残りの一枚が五角形になっている。サイズこそやはり、ボール同様大きめになっているそれは、なんと四枚の「ベース」だった。

「え、これ？」

「必要になると思いまして……ワタシの方からつくらせておきました」

　そう補足するのはアレクトリアだ。くりくりと金髪の毛先を弄(もてあそ)びつつ、彼女はホームベースにしては少し歪(いびつ)な、正五角形の一枚を見やる。

「少し形が変でしょうか？　ワタシ、あまり詳しくはないので」

「いや、十分だよアリア！　ちょうどこういうのが欲しかったんだっ」

　一枚がどれも、一抱えほどもあるものだ。けれどもドラゴンのブネが踏んだとしても、これならば割れることもないだろう。

「さすがは副担任ってとこだよね。ありがとう」

「いえ。勇者をサポートするのが、ワタシの賢者としての役目ですから」

「ううん、ほんとに助かってるよ。さて、アリアのおかげで最低限必要だった道具は、こうして全部そろったし！　あとは……」

　中庭がどうなっているかだ。しかし、護狼にふと不安がよぎった。

「あ……もしかして俺のせいで、アリアってば中庭の監(かん)督(とく)できてない？」

　アレクトリアの足を引っ張ったかもしれない。護狼は恐る恐る伺った。

　しかし、副担任の少女は完(かん)璧(ぺき)である。「大丈夫ですよ」と微笑(ほほえ)みを返す。

「問題なく、整備はとっくに完了いたしました。ワタシの仮眠もとれましたよ？」

「え。そんなに時間経(た)ってた？」

「今は《五代目》さまが倒れられた翌日の、昼頃ですがなにか」

　アレクトリアが時の経過を教えてくれた。どうりでボールなどがきちんと完成しているはずである。よく見ればハルパスとマルパスの双子魔族が、予備も含めた数本のバットを持ってくる。

　だから、護狼は「よし」と立ち上がる。さっそく、側にいる魔王の一人であるアスタロトに通達した。

「じゃあさっそく始めようか。魔族のみんなに、中庭に集まるよう言ってくれるかな？　アスタロト」

『にゃっはーい！』

　ぴょこんっ、と跳ねて、黒猫の魔王少女はすぐに駆け出す。城壁の穴から学園内へと飛び込んでいった。

　追いかけるのはベースやバットを足で抱えた、双子魔族たちである。彼らは高い城壁を越えて、真っ直ぐに中庭へ向かった。もちろん護狼も賢者少女をつれて、アスタロトから渡されたボールを持って、中庭を目指す。

（でも……俺が、アリアと昔会ってたとか、父さんがそんなことを？）

「？　なんですか、《五代目》さま」

「……。ううん、別に」

　なんでもないよ、と護狼は歩きながら、ついそう返す。アレクトリアに確かめ損なった。どうせあの父の、あやふやな記憶だ。護狼自身も覚えていないのに、鵜(う)呑(の)みにするのもどうかしている。

（駄目だ、今はそんなことより。――ようやく、ついに、野球だぞ！）




†




　ボールを抱えて意気揚々と辿(たど)り着いた、《パンデモニウム学園》の中庭。頑(がん)健(けん)な石の通路で囲まれていたそこは、つい先日とはまるで様変わりしていた。

「うわ、なにこの回(かい)廊(ろう)？」

　まず護狼が驚かされたのは、アレクトリアとやってきた、一本の回廊の変わり様だ。

　――野球場ほどの広さがある中庭の端に、どけられた巨大な岩が並んでいた。隙(すき)間(ま)なく押し込まれ、一部では岩どうしを積み重ねたそれは、まるでフェンスの様相だ。しかしそれ故、本来は中庭の四方を取り囲んでいた回廊のどれもが、塞(ふさ)がれる形となった。

　そのせいで、どうやら出入り口用として回廊がひとつ新造されたらしい。いや、岩のフェンスを避けるように、十メートル近い高さにまで移築され――すでに回廊とは呼べない状態だ。柱や屋根すらない、広々とした床のみとなっている。その両端には石の階段が設けられ、中庭まで直接降りられるようにもなっていた。

「はあー。これ、そうか。どうしても岩が邪魔になるから、こうやって出入り口を高くするしかなかったのか？」

　アレクトリアと一緒に、手すりのひとつもないスペースに上がって、護狼は大げさな造りに唸(うな)らされる。次いで、見晴らしの良さにも感心した。

　よく見れば、中庭は一面が緑色に変わっていた。もうあの、敷き詰められた砂利はない。かわりに、キューブ型資材をいくつも砕いてつくったと思(おぼ)しき土砂で埋められて、この短期間に芝(しば)生(ふ)のような植物さえ生やしていたのだ。

　すごい。護狼の心がここにきて、少し弾(はず)んだ。

（本当の、よくできた学校のグラウンドみたいじゃないか……！）

　だが、グラウンドにはないものも、なぜかそこには存在していた。

　よく見れば、護狼は気付く。ここから見渡せる中庭の右手と、奥と、左手の三方。そこにそれぞれ大きめの石で組まれた、五メートルほどの高さの建造物があったのだ。

　三つとも、岩のフェンスに近い位置に陣取っている。ただしどれも形状はばらばらだった。左手側は太い円柱のようになっていて、一番奥のは角張った形をしているらしい。そして右手側にあるものは、ピラミッドのごとく四角錐(すい)となっていた。

　それでもどうやらその頂上には、何体もの魔族たちが居座れる「屋上」が、きちんと設けられていて。

「？　あれ、なに？　『砦(とりで)』みたいなの……？」

「あ。おそらくあれは、観客席ではないかと思われます」

　たぶん、と魔族たちを監督していた、副担任のアレクトリアが告げる。

「《五代目》さまのご指示を伝えた後に、つくられたものですから」

「ふーん。そうか、ばらばらに分かれれば、十分みんなが収まるのかな」

　三つの「砦」の規模を見て、護狼はなんとなく納得する。

（でもなんか、まるで競い合うみたいにつくってて……？）

　まあ、そんなものか。建築技術に秀でたハルパスとマルパスは、ずっと道具づくりで手一杯だったのだ。その他の魔族たちで造り上げたものならば、形に統一性がなくても仕方がないだろう。

　それらを造り上げた魔族たちは、護狼の招集を受けて、すでにグラウンドに集まっていた。ところが、護狼たちが中庭の端に姿を見せても、彼らは少しも気にしない――。

　原因ははっきりしていた。よく見れば魔族たちのど真ん中で、銀髪の魔王少女とオレンジ色の髪をした魔族の少女とが、睨(にら)み合(あ)っていたのである。

「ああら、よく逃げずにこれたことですわね、パイモン！」

「お嬢こそ、ブネにグラシャの両方を引き連れて大丈夫なんですか？　ずっと人間の食料を守ってたようですけど、またうっかり奪われちゃいますよ、誰(だれ)かに。くすくす」

　その声は、離れている護狼たちにもよく聞こえた。隙間なく取り囲む形となった岩のフェンスで、どうやら反響しているらしい。相変わらずのやり取りを、ルシフェルとパイモンの二人がやらかしていた。

「あ、あなたに心配されるいわれはありませんわ、ご心配なく！　誰かさんがちょくちょく作業を抜けては、地下に逃げ帰っていた間に、中身を分散して移し返しておきましたもの。そこにザガンはともかく、フェネクスまで関(かか)わったのは、予定外でしたけど！」

　銀色のドラゴンやおどおどした幼女魔族を引き連れたルシフェルが、脇(わき)にいた別のチームをちらりと見る。ザガンやフェネクスとともにいる、ベルゼビュートを牽(けん)制(せい)したのか。

「んぅう、当たり前ですよう！　ルシフェルさまだけに独占されたら、ベルゼビュートさまが不利になりますし！」

　赤毛の魔王少女はどうでもいいという様子だったが、かわりに蒼(あお)い翼の魔族の少女が、精一杯反論する。もっともすぐにルシフェルのオッドアイに睨まれて、慌(あわ)ててベルゼビュートに抱きついたが。

「こ、怖いですよう～、ベルゼビュートさまあ。はあはあはあ」

「？　その程度でいちいちくっついてくるな、フェネクス。ええい、暑苦しいぞッ？」

「んう！　思わずベルゼビュートさまにくっついてしまいましたです！　し、失礼いたしましたあ～」

「……せっかく協力して、これだけの整備をやってのけたってのに。やれやれ」

　いつもどおりな一触即発の雰(ふん)囲(い)気(き)を読み取り、護狼はつい、渋い顔をつくってしまう。

　そこに「はい」と一枚の紙を、唐突に差し出してきたのは、隣にいたアレクトリアであった。

「え。これは？」

「必要かと思いまして、用意させていただきましたがなにか」

　彼女はにこにこと、手で丸める仕草をした。ああ、と護狼はすぐに理解して、受け取った紙をコーン状に丸め込む。Ａ４サイズのルーズリーフだ。薄くて頼りないものの、機能的には十分で。

「さあ、授業ってのを忘れるなよー！　いろいろ思うところはあるだろうけど、それは全部スポーツを通して、発散してくれ！」

　即席のメガホンで、護狼は魔族たちに呼びかける。ようやく彼らの注目が、十メートルの位置にある床から見下ろす、こちら側へと向けられた。ここぞとばかりに張り切って、護狼はみんなに指示を出す。

「とりあえず……参加する魔族は、それぞれの班ごとに分かれてくれ！　それ以外の魔族は、観客席の方に退避して。勝負の邪魔になっちゃうからさ。さあ、スポーツ大会の始まりだ！」

「やっとですわ！　どこぞのお馬鹿な下級魔族に、思い知らせてやりますわっ！」

「くすくす。さーて、ぼく以下の魔族しかいない布(ふ)陣(じん)で、どこまでやれますことやら」

「フン！　待ちくたびれたぞ、ゴロー！」

　試合の中心を担う三チームの、ルシフェル、パイモン、ベルゼビュートたちが意(い)気(き)揚(よう)揚(よう)と返答した。その他の魔族たちのほとんどが、一斉に移動を始める。

　グラウンドの真ん中に残ったのは、大方の予想通りだ。ザガンとフェネクスを従えたベルゼビュートチーム。それにブネとグラシャの、ルシフェルチーム。そして魔王でもないのに一歩も引かない、パイモンチームの三つである。

　ただし、「あれ？」と護狼は引っかかりを覚える。いや――疑問に首を傾(かし)げたのは、ルシフェルやベルゼビュートも同じだった。

「ちょっと、なんですの？　パイモン、あなたの配下って……！」

「紹介しますね。ぼくと新たに契約を結んだ、ロノヴェだよ。くすっ」

　いつもの雷撃使いの少女を側に控えて、さらに傍らでゆらゆらと立っている、赤黒い「霧」の塊をパイモンは示す。

　どう見ても色の濃い気体にしか見えないそれも、もちろん魔族の一人なのだ。契約の証(あかし)なのだろう、パイモンは自分の細い太ももをわざとらしく見せつけた。そこには確かに、新たな《署名(サイン)》の模様が浮かび上がっている。

　ははあ、と頷くのはベルゼビュートだ。

「複雑な命令を聞けないほど肥(ひ)大(だい)化(か)したフォルネウスは、地下に残したままというわけか？　なるほどな」

「そういうわけです、ベルゼビュートさま。小(こ)賢(ざか)しく思われるかもしれませんが、階級(ランク)の劣るぼくのできる、魔王さまに対する精一杯のあがきだと捉(とら)えていただければ……」

　大仰にパイモンが、オレンジの髪を掻(か)き上(あ)げ、頭を垂れる。

　その様子に、「なんでベルゼには丁(てい)寧(ねい)ですの？」と、むっとするのはルシフェルだったが――彼女はすぐに、ふっ、とやわらかな笑みを浮かべて。

「まあいいですわっ。フォルネウスのかわりをロノヴェ風情につとめさせようだなんて、浅(せん)薄(ぱく)で愚劣で程度の低い策など、このわたくしが叩(たた)き潰(つぶ)して差し上げますわ！」

「――で、勇者に確認しておくけれど。別にぼくらの頭数に変更があったって、構わないんだよね？」

「って、わ、わたくしのこと無視？　無視ですの？　パイモン～～～！」

「ええと……それは別に、いいと思うけど」

　中庭の端にいる護狼に、パイモンが視線を上げて訊(たず)ねてきた。騒ぐルシフェルの声を聞きながら、護狼は少し考えてから了承する。どのみち参加者リストも作り損ねているし、魔族たちの中で批判が起きなければ、気にしないことにした。

　突然パイモン一派にされた、当のロノヴェも特に反応を見せない。

『…………』

　彼なのか、彼女なのか。護狼にはそれすら判別できないし、しゃべれるかどうかもわからない、身長二メートルほどの「人型の霧」である。二つの目らしき双(そう)眸(ぼう)が、頭部らしき場所にぽっかり空いていたものの、特に意志は示さない。アスタロトを越えた無表情といった感じで、霧の魔族はその場に漂っているだけだ。

（まあ、契約の魔法で縛ってるから、文句は出ないんだろうけど……それにしても噓(うそ)吐(つ)きとかニブイのとか、無口とか、そんなのばっかりだなあ）

　きっとうまく言いくるめて、仲間にしているのだろう。だがそんなことよりも護狼には、結局三チームしかできなかったことが気になった。しかも、どのチームも参加魔族は三人ときている。他、三十名ほどの魔族たちは、完全に傍(ぼう)観(かん)することに決めたのだろう。中庭の真ん中から離れて、それぞれ三方にある、砦の方へと――。

　いいや。気が付けば他の魔族たちはなぜか全員、護狼とアレクトリアのいる、高い床の上に登ってくる。

「えっ、あれえ？　これどういうこと？」

「？　これは……なんでしょう？」

　中庭を監督していた賢者少女でさえ予想外だったのか、アレクトリアもきょとんとした。まさか、と護狼はようやく悟る。

「こっちがみんなで見るための、観客席ってこと？　待ってくれよ!?」

『にゃふ？　だから、ゴロちゃんの言ったとーりにしたって、アーちゃんが～。そこからだとよく見えるのだー！』

　そう告げたのは、三人の魔王の中で唯一、移動する魔族の集団に混じっていたアスタロトだ。

　ところが黒猫の魔王少女は一人、広い床だけの観客席まで上がってこない。その手前で踏み留(とど)まり、何やら漆黒の空に向かって『にゃほほーい！』と両腕を振る。

　と――羽ばたきの音が聞こえた。三つの月が煌(こう)々(こう)と輝く真上から、何かが突然やってくる。

　それは縦横五メートル以上ある、巨大な岩の塊だった。あの資材置き場にあった、浮遊するキューブ型資材のひとつである。かぎ爪の足でそれを牽(けん)引(いん)するのは、翼を持った白と黒の双子魔族、ハルパスとマルパスたちだ。

「な、なんだ？　なんで……あれっ？」

　そういえばさっきから、魔族の集団にあの二体は混ざっていなかったか？　護狼は今になって気付く。先に持っていったバットやベースは、魔族が集まっていたグラウンドの中央付近に置かれていた。が、その後、資材置き場へと引き返したのだろう。

　そうしてアスタロトの命令で、キューブ型資材のひとつを取ってきたのか――。

（！　てことはまさか、アスタロトも……？）

『にゃっはー！　そのまま落としていいのだ～、ってアーちゃんが！』

「わかりました」「ご武(ぶ)運(うん)を」

　双子魔族が、黒猫の魔王少女の指示を受けて、摑(つか)んでいた立方体の資材を放した。

　月光さえ灰色に弾く、つるりとした表面の硬そうな岩の塊は、ふよふよと落ちてくる。だが確実に、アスタロトを押し潰さんと静かに迫った。危ない！　護狼は声が出そうになる。――しかし。

『アーちゃん、準備万端なのだー！　うにゃっふ―――――!!』

　二本の尻尾と、肉球の手が素早く動く。そこに握られていたのは、太い釘(くぎ)のようなものである。その先端を鮮(あざ)やかに輝かせ、アスタロトはペンのように空中を走らせた。

　きれいな円を大きく描いて、その内側に無数の文字を刻み込む。護狼の知らない魔法文字か。あっという間に完成したのは、光の魔方陣だった。それは黒よりも濃い闇色に輝いて、落ちてきたキューブ型資材に吸い込まれる。いや、表面に焼き印のごとく、焦(こ)げ跡(あと)を刻みつけた。

　直後、キューブはその形を崩壊させる。――誰もが、驚きを持って見るしかなかった。キューブがさらに小さな無数のキューブになる。しかし真下にいたアスタロトを避けるように、四つの足を形成して、轟(ごう)音(おん)とともに着地を決めた。

　再構築されたそれは、獣だ。いや、頭に「王(おう)冠(かん)」をのせた、灰色の「猫」だった。

「な、な……これ、まさか！　『ゴーレム』!?」

　なんと観客席の高さにまで到達したそれを見て、護狼は思わず叫んでいた。そう、固い岩石でできた命を持たないものを、以前にも見たことがあったのだ。地下ダンジョンで遭遇した、魔法で動く「巨人」である。さすがにあのときほどの圧倒的なサイズではないが、それでもドラゴンのブネの倍はある代(しろ)物(もの)だった。しかし。

『違うのだ～。これはゴーレムを参考にした、操(そう)縦(じゆう)型(がた)の《魔法生物(クリーチヤー)》「３０号」なのだ！　アーちゃんがずっと研究していた、その成果なのだあ！』

　灰色の「巨猫」の頭、ちょうど王冠の中に飛び乗って、アスタロトが否定した。

　ほう、とそれを見上げて、感心するのはベルゼビュートだ。

「一瞬で構築したのか？　腕を上げたな、アスタロト！」

『これ、術式は簡(かん)易(い)版(ばん)なのだ。アーちゃんずっと試したいと思ってたから、ちょうどよかったみたいなのだ！　にゃははは』

「いや……でも、あの。これ、野球なんだけど……」

　呆(ぼう)然(ぜん)とするアレクトリアとともに、目線がほぼ同じ高さとなった巨大な猫を前にして、さすがに護狼は口を挟む。

「それでどうやって、バットでボールを打つっていうんだよ、アスタロトっ？」

『にゃむ？　そんなの、こうすればいいのだーって、アーちゃんが！』

　巨猫の《魔法生物(クリーチヤー)》が、ゆっくりと前足を上げる。いや、後ろ足だけで立ち上がったのだ。二足歩行の恰(かつ)好(こう)となり、アスタロトの手と同じ、厚い肉球を「ぐー」「ぱー」させる。

『大丈夫なのだ～。ちゃーんと、棒だって持てるのだ！』

「あ、ああ……」

　護狼は、頭が痛くなった。が、魔族たちはお構いなしだ。アスタロトが巨猫「３０号」に、置かれていたホームベースを拾わせる。それを巨猫の口に挟んで、『さー、やるのだ！』とベルゼビュートたちを促(うなが)した。

「クク、望むところだッ」

　嬉(き)々(き)として赤毛の魔王少女が動く。一本のバットとベースの一枚を摑み、いきなり駆けた。慌てて後を追うザガンやフェネクスをつれて向かったのは、中庭にある三つの「砦」のうちのひとつだ。ピラミッド型に石が積まれただけの、一番貧(ひん)相(そう)なものである。

　その頂点に、ベルゼビュートは持って来た固いベースを、石の隙間を利用して刺し込んだ。横にはバットを剣のごとく突き立て、「フン！」と彼女はピラミッドの上でふんぞり返る。

「さあ――我の準備はできたぞ！　いつでもくるがいい！」

「……こちらもいいですわっ。ほら、ブネ！　あなたは防御するために、砦の前に出ておきなさいな！」

　護狼のいる観客席から、右手側の砦にいるベルゼビュート陣。それとは向かい側の、左にある一番背の高い煙(えん)突(とつ)のような丸い砦を、ルシフェルたちが陣取った。ドラゴンのブネが持たされたベースを、ルシフェルの舞い降りた砦の上に運び込む。

「ええ？　でもボク、防御用の棒持ってないのにい～」

『体を張って、攻撃からルシフェルさまをお守りするのですぞ！　ここが見せ場ですぞ、ぼっちゃまー！』

　図体だけは大きなブネを、青い炎の死(し)霊(りよう)執(しつ)事(じ)が鼓(こ)舞(ぶ)する。もっとも自分だけは、さっとブネの銀色の鱗の下に隠れたけれど。

　ちなみに防御用の棒ことバットは、当然のようにグラシャが握りしめていた。イヌミミの幼女魔族はすでに「くふくふくふ！」と、イっちゃった気配を放っている。

　残った正面奥の、最も頑健そうな角張った砦にはパイモン一派が取り付いていた。バットはすうっ、と滑るように移動した、赤黒い霧のロノヴェが持っているのか。遠目ではよくわからない。きちんと設けられた外階段を、フルフルとともにパイモンが上がっていく。その手には最後のベースが担がれていた。

　そして、その頃には巨猫「３０号」までもが、数メートルサイズにまで大きくなったバットを構えていた。ぶうううん！　と派手に、スローモーションのようにぶん回す。

「これが、いわゆる『魔族リーグ』ですか……？」

　固まる護狼の横で、アレクトリアがそう呻(うめ)く。いやいやいや、と護狼は首を横に振るばかりだ。

「四チームできたのはいいけど、これ、なに？　ベースを持って、まとめて四方に立てこもりって？　えええ？」

『にゃふ？　だって、こういうのなのだ！　玉で攻撃し合って、それを棒で防ぐのだー！　で、砦が壊されてあの板が割れたら、負けでいいのだ？　ってアーちゃんが訊いてるのだ～』

「ああ、あ～……そういう？」

　護狼は力なく笑った。ああ、もう笑うしかない。

（っていうか。もうこれ――野球違うー！）




　どうしてこうなったのか。――原因は、護狼にもなんとなくわかってきた。

　アレクトリアが魔族たちにもわかるように、「玉で攻撃」「棒で弾く」「四つの砦を攻略する」と説明したのが、見事にねじ曲がって捉えられた結果だった。それに気付き、護狼の隣でアレクトリアが「まあ」とばかりに、握った十字架で口元を隠した。

「あの、《五代目》さま。もしかしてこれ、ワタシのせいですか……？」

「……。いや、もう、どこからツッコミを入れたらいいのやら。はは、は」

　せっかくきれいに整えられた緑のグラウンドに、一本ずつバットを持った四チームが、己の砦でベースを掲げる。うちひとつの砦は、猫の形をした「自走式」ときたものだ。

（シュールだ……なんだこれなんだこれ？）

　それでも、腰の重い魔族たちがその気になっているのに、中止にするわけにもいかない。護狼は教師として、苦渋の決断を下した。

「《勇者心得》その２０２――無理矢理《初代》から継がされた、《二代目》の遺(のこ)した心得に、こんなのがある。『世界で一番なくすのが簡単なのは、やる気だ』って」

「えっ」

「あと、その２０３、『そして世界で一番引き出すのが難しいのも、やる気だ』とか。その２０８、『やることはやる。そこに口を挟ませるな。もっとやる気がなくなる』とか」

「あの……。せっかくの勇者なのに、どれだけ嫌だったんですか？　ああっ、神よ、過去の非礼をお許しください。勇者のかわりにワタシが祈りを捧げます！」

「や、だからさ。祈りはいいから。……とにかくっ」

　天を仰いだアレクトリアをそのままに、護狼は中庭に向き直った。高さ十メートルの観客席から、ずっと脇に抱えていたボールを掲(かか)げ、即(そつ)興(きよう)で改定したルールをメガホンで告げる。

「じゃあこれより、『魔界式野球』を始める！　ルールは、ええと……相手にぶつけることができるのは、このボールのみだぞ？　それを防ぐのは、バットでも体でもいいけれど。やっちゃいけないのは、バットで殴り合いをすること！　バットはあくまでボールを打つためにあって、そこわざとやった場合は、すぐ負けにするから。いいね？」

　とりわけ護狼は、ルシフェルチームにいるグラシャを見ながら念を押した。離れているのでイヌミミ幼女の表情までは読めないが、「……わかりましたわね、グラシャ？」とルシフェルにも言われ、さすがにしゅんとなったようだ。

「それが、るーるというヤツか？　フン、なんとももどかしいが、楽しませてはくれそうだな？」

　相変わらずバットを剣のように振り回しながら、不敵な様子なのはベルゼビュートだ。そうだ、もうそれでいい。護狼にとっては、「楽しんで」「怪我なく」勝負をしてもらえれば十分なのだ。だから。

「で、勝敗は、そうだな。それぞれが持ってるベース――金属の板を、割られるか地面に落としたら負けってことで。じゃあ……試合、開始ー！」

　せーの！　と護狼はボールを大きく振りかぶり、観客席から全力で投げる。ボールは目の前にいた巨猫「３０号」の上を跳び越え、きれいな放物線を描いて、ちょうど四チームのど真ん中へと落下した。瞬間、一斉に全員が動く。

『始まったのだ～！　ぼーる、ぼーるう！』

　巨猫の上で、魔方陣を描く際に使った釘を突き立てて、それを握ってアスタロトが叫ぶ。ぐい、と釘を倒すと同時に、巨猫が前進を始めた。「操縦型」とは、そういうことらしい。ただし、重量のある岩の体は相応に愚(ぐ)鈍(どん)だ。整備されたばかりの固い地面に足音を響かせつつ、大(おお)股(また)でゆっくりとしか歩けない。

　その隙を突いたのはベルゼビュートだ。バットを持って踏み込んだグラシャよりも早く、滑り込むように疾(しつ)駆(く)した。護狼からはずいぶんと小さく見える丸いボールを、片腕のみですくい取るように摑んだ。慌てて自陣に引き返すのは、遅れてそこに駆けつけようとしたフルフルである。アスタロトまでも、『うにゃあ？』と巨猫を踏み留まらせた。

　唯一かかっていこうとしたのは、バットを持ったグラシャだったが――さすがに事前の通達が効いたようで、距離を空けてベルゼビュートと睨み合う。

　フン、と鼻で笑うのは赤毛の魔王少女だった。

「さて、このぼーるとやらを持った者だけが、攻撃できるのだったな？　ククク」

（ああ……これは）

　何だか見たことがある。ボールを持って、相手を狙い定めようとするベルゼビュートに、その彼女を警戒する周囲の者たち。その光景に、護狼はある別の競技を思い出した。

「これ、バットを持たせただけの、ドッジボールなんじゃ？　……小学生かよっ」

　むしろ、最初からそれでよかったのでは？　などと思ったものの――。

　護狼は直後に思い知らされることになる。これが人間のドッジボールなどとは、まるで別物であることに。

「そういえばキサマには、以前借りがあったな？　グラシャ」

　と、ボールを持ったベルゼビュートが、イヌミミの幼女に狙いをつけた。地下ダンジョンでの騒動時に、彼女はグラシャから手傷を負わされたことがあるのだ。びくっ、と幼女魔族がバットを身構える。だがそのときには、ものすごい速さで弾丸のごとく、ボールがベルゼビュートの手から放たれていた。

　ただし、唸(うな)りを上げたボールはグラシャの肩口を掠(かす)め――背後にあった、円い砦へと飛んだ。ルシフェルチームのベースを真っ直ぐ狙ったのだ。

「きゃあっ、なんですのー！　いきなりいっ!?　……って、なんで避(よ)けてますの、ブネ～～～！」

　轟音が、護狼のいる観客席にまで届いた。「おおー！」と魔族たちが声を上げる。赤毛の魔王少女の投げたボールは、本当に「攻撃」となって、ルシフェルの砦にめり込んでいたのだ。正面にいたブネが思わぬ身軽さでかわしたため、直撃を受けて大きく揺れた砦の上で、踏ん張ったルシフェルがわめく。ぷるぷるとブネが、巨体に似合わず怯(おび)えた様子で首を振った。

「あれは無理だよう、ルシフェルさまあ！　当たったらすごく痛そうだったし」

『見事です、ぼっちゃま！　危うくじいやも巻き込まれるところでしたぞ？　もう死んでおりますけどな。かっかっかっ！』

　ブネの体から這(は)い出た青い炎が、石でつくられた砦にできた大穴を見て、からからと笑う。ええいっ、と奮起するのはルシフェルだ。

「もういいですわ！　それより……玉をすぐ取り出しなさい、そして作戦どおりにやりますわよ！」

　銀髪の魔王少女が指示を出し、慌ててブネが従った。その口で、めり込んだボールを強引に取り出す。

　さすがは、頑(がん)丈(じよう)さとクッション性にこだわってつくったボールだった。あの威力でも、無事な姿をブネにくわえられて見せる。――その頃には、グラシャが砦に戻ってきていた。ベルゼビュートも自分のピラミッド型砦へと、舞い戻っている。

　次は、ルシフェル側が狙う番なのだ。

「いきますわよ！　覚悟なさいっ……ベルゼ!!」

　やり返すつもりなのか、高々とルシフェルが宣言し、ブネの頭をベルゼビュートたちへと向けた。と、いきなりブネから放たれたのは、口から吐かれた紅(ぐ)蓮(れん)の炎で発射された「燃える玉」だ。ベルゼビュートの攻撃が高速の弾丸なら、こちらは威力重視の砲弾か――。熱風さえ纏(まと)わせて、灼(しやく)熱(ねつ)色に染まったボールが放たれる。

　けれども赤毛の魔王少女たちのいる、ピラミッド型の砦には刺さらない。直前に、ブネが狙いを変えたからだ。炎のボールは空を焦がして、パイモンのいる四角い砦へ落ちていく。ベルゼビュート狙いはフェイクで、最初からパイモンを潰す気だったのだ。

「うふふふふ！　さあ、とっとと脱落して身の程を知りなさい、パイモン！」

　着弾までの数秒の間に、ルシフェルが勝ち誇る。

　けれども、それを想定していないパイモンではなかった。

「今だよ、ウェパル!!」

　パイモンが、あらぬ名を呼んだ。動くのは霧のロノヴェだ。赤黒いその姿で、砦を守るように前へ出て。

　いや、次の瞬間、ぱっと「割れた」。飛散するように、音もなく霧の体を引かせたのだ。

　かわりにそこから現れるのは、まったく別の魔族である。下半身が魚となった、透き通る鱗の色っぽい人魚型魔族だ。ウェーブのかかった長い髪は、なんと水でできていた。それを艶(つや)っぽく掻き上げると――飛沫(しぶき)があふれる。大量の水が、彼女の前で生き物のように踊った。分厚い水の「盾」をつくる。

　弧(こ)を描いて飛んできた炎のボールは、水の盾に受け止められた。一瞬で火が消えて終わる。

「えええ、なんですの―――！　ウェパル、あなた、なんで？」

「う、ういっす。どーも、魔王さま方」

　見た目は大人びた美女だが、意外に砕けた調子で、ウェパルと呼ばれた人魚魔族は挨(あい)拶(さつ)した。




††




　くすくす、とパイモンは笑いが止まらない。円い砦のてっぺんで、あのルシフェルの勝ち誇った顔が、面白いように崩れたのだ。

　まず、あの銀髪の魔王少女に狙われるのはわかっていたのだ。だからこそ手は打った。ほーら、とパイモンはスカートを少しずり下げる。離れた向こうから見えているかはわからないが、露(あら)わとなった下腹部の肌に刻んだ、「四つめ」の《署名(サイン)》を見せびらかした。

「驚きましたか、お嬢？　ぼくが契約したのは、なにもロノヴェだけじゃなかったんですよ。むしろロノヴェはおまけ。本命は、《侯爵(カウント)》のウェパルってわけだよ！」

「そのウェパルを、ロノヴェで隠していたのですの!?　ひ、卑(ひ)怯(きよう)ですわー！」

「卑怯や卑劣ほど、心地よい賛(さん)辞(じ)はないですよね？　……でも、勇者には言(げん)質(ち)を取りましたよ？　『ぼくらの頭数に変更があったって構わないよね』って」

　ルシフェルが罵(ば)倒(とう)してくるが、当然魔族のパイモンは涼しげに受け流す。

　そうなのだ、変更されたのが面子だけか、数まで含むか。その差はあれど、巧みに了承はもらってあるのだ。もちろん文句は言わせない。勇者が認めたことなのだから。

「まー、あちきとロノヴェは、水が減ると困るっすから～」

　と、パイモンの前でへらへら言い訳をするのは、人魚のウェパルだ。足元の砂から吸い上げるように水を得て、自慢の髪に「盾」で失った水分を補給する。同じく、水分で霧の体を維持するロノヴェが、彼女の側に寄り添った。

　そう――フォルネウスの体に、学園を流れる水の大半を取り込ませたのには、さらに仲間を増やす目的があったのだ。ウェパルもロノヴェも、大量の水がなければままならない。そこに付け込み、契約の《署名(サイン)》をさせたのである。

「まあ、ロノヴェはいつもぼーっとしてるだけですから。でも、あっさり勝てると思いました？　お嬢。ぼくとの契約で力を高めたロノヴェは、そっちのへっぽこドラゴン以上にやりますよ？」

「……だから、なんですの？　それでわたくしと、対等に渡り合えると思ってますの？　その程度じゃあ」

　きらり。三つの月の輝きを受けて、鈍く光るのは、ルシフェルの金色の左目だった。

　そこに込められた支配の力を、しかしパイモンは恐れない。

「これだけじゃないですよ、ぼくの策は」

「えっ？　お、面白いですわね。でも……『奥の手』は、最後まで隠すものでしてよ？」

「ええ、わかってますよ？　もちろん。くすくすくす」

「ああら、そう？　うふ、うふふふふふ」

　いつの間にか、広々とした中庭に両者の笑いがこだました。ぎすぎすとした空気が満ちる。
















　――それを破ったのは、やり取りを黙って見ていた、他の魔王少女たちだった。

「どーでもいいが。不意討ちに、騙(だま)し討(う)ちか？　キサマら、ほんとそっくりだな」

『にゃむ！　やり方が似てるのだあ～、ってアーちゃんが！』

「なっ!?　似てませんわ！　なに言ってますの!?」

「だ、誰がそっくりなんですか、誰がー！」

　不恰好な砦にいるベルゼビュートと、動く砦に乗っかったアスタロトに、ルシフェルとパイモンは同時に叫ぶ。それがまた悔しくて、パイモンは円い砦の上にいる、もと主(あるじ)を睨み付けた。

　しかしパイモンとて、彼女を認めているところはある。三魔王の中で、最も「頭が回る」のはルシフェルなのだ。

　そして、今も――。最初に勘付いたのは、銀髪の魔王少女だった。

「ええいっ、腹立たしいですわ！　……でも、あれ。妙ですわね？　こんなところで、ウェパルがドラゴンの炎さえ防ぐほど、水の力を使えるなんてっ。大量の水が側になければ、そんなのできるはずが!?」

「ああ……そのとおりですよ、お嬢。ぼくの『奥の手』、使わせてもらいますよ？」

　気付かれたと思った瞬間、パイモンは行動に出る。腕に刻んだ《署名(サイン)》を輝かせ、「命じ」た。

　それを合図に目を覚ますのは、単純なことしか理解できない契約相手だ。だが、それで十分。やるべきことはたったひとつなのだから。

　ずるり、と蠢(うごめ)いたものがあった。揺らいだのはパイモンたちのいる、頑丈な砦を除いた中庭の「すべて」だ。いや、緑色の大地のほとんどが、いきなり波打ったのである。

「やれっ、フォルネウス―――!!」

「こぽ、こぽぽぽぽぽ……！」

　パイモンの声に呼応して、地中から呻きの泡がわき上がった。「なにっ？」と、赤毛の魔王少女たちが動揺しても、もう遅い。大地は一気に流(りゆう)砂(さ)と化して、ずるずると砦を飲み込み始めたのだ。

「あははははは、あははははははー!!　そう、液体であるフォルネウスを、整備の際に運び込まれた土砂に混ぜて、ここに潜ませておいたのですよ！　フォルネウスは唯一ぼくの配下で《王(キング)》階級(ランク)に迫る者ですよ？　地下に残したままになんか、するわけないじゃないですか！　……これで、まとめて潰させてもらいます！　しかも、板が地面に触れたら負け、でしたっけ？　あっはは！」

　パイモンはたまらず大笑いする。すべては作戦通りだった。最初から、フォルネウスこそが切り札なのだ。この広大な中庭のすべてを支配すれば、もう勝利は決まったものだった。あのルシフェルまでもが、沈んでいく砦の上でおろおろしていた。

（魔王に、勝った？　このぼくが！）

　快感がどっと押し寄せ、パイモンはぞくぞくした。恍(こう)惚(こつ)の表情になる。

（予定調和の勝利ですよ！　わからなかったでしょう？　なんのために、ウェパルを仕込んで、『頭数』を誤魔化したのか。段階を踏んで、フォルネウスが現れても、勇者に難癖つけられないようにするためですよ！　もちろんそれまでの間、ぼくたちを保たせるための、保険でもあったわけだけど……くすっ）

「ああ……イっちゃいそう」

　瞳を潤(うる)ませ、パイモンは自然と下腹部が熱くなった。

『わにゃあああ！　アーちゃんの「３０号」、まだ活躍してないのだああ～！』

　他の砦より、重い材質を使っていたのか、動く巨猫が真っ先に沈んでいく。その上で騒ぐ黒猫とは対照的に、アスタロトが無表情なまま冷静に《魔法生物(クリーチヤー)》を操ろうとする。しかし、もう無理だ。巨猫は四(し)肢(し)を埋めて、動けなくなる。

　そんな様子をパイモンは、ウェパルから渡されたボールを手に、うっとりと眺めた。

















「わぁ！　これがやきゅう、というものかー！」

「なかなか見(み)応(ごた)えがあるな！」

「パイモンが、まさか魔王さまたちに勝ってしまうのか？」

　野球どころか、すでにドッジボールでもない有様に、しかし観客席から傍(ぼう)観(かん)する魔族たちが沸(わ)き立(た)った。

　――だが、その中に混じって思わず頭を抱えるのは、もちろん護(ご)狼(ろう)だ。

（め、目指したものとまるで違う感じが……！）

　すでに中庭のグラウンドは、そのきれいに整備されていた姿まで失っていた。一面の緑はすべて、流砂の波に飲み込まれる。そして三人の魔王少女とそれぞれの砦(とりで)を、今にも沈めようとしていた。その被害を免(まぬが)れているのは、奥にあるパイモン一派の砦のみだ。

「あっははははは、あはははははははは!!」

　オレンジ色の髪の魔族が、己の勝利を確信してか、中庭に笑い声を響かせた。

　けれども――この程度で諦(あきら)めるほど、魔王少女たちは甘くない。

「この……ザガン！　なんでもいい、どうにかして足場をつくれッ！」

　ぐらつくピラミッド型砦の上で、赤毛の魔王少女が吼(ほ)えた。「り、了解でござる！」と無茶な命令に即答したのは、砦にしがみついていたザガンである。白い体毛に覆われた胴体や背中に、防具として重ねて装着していた鍋を取り外す。それらは何枚もの、大きな中華鍋に似た形状だ。そのたくさんの鍋をザガンは思い切り、フリスビーのように、流砂に向かって投げつけた。

　そこを言われなくてもアシストするのは、ベルゼビュートに忠実なフェネクスだ。

「わ、私もやりますです！　んぅう――――！」

　飛翔した彼女は、蒼(あお)い炎の翼を強く羽ばたかせる。

　すると突風が巻き起こり、十枚近い円い鍋を、うまく遠くへと運んだ。蠢(うごめ)く砂の上に、ほぼ等間隔で真っ直ぐに並べて落とす。

「よくやった！　十分だッ！」

　そして砂に鍋が沈むより早く、ベルゼビュートが反応した。二人の部下たちを褒(ほ)めるやいなや、彼女は腕に漆(しつ)黒(こく)の鱗(うろこ)を纏(まと)わせる。瞬間、自らの砦に向かってその両腕を突き立てた。ベースのひとつが刺さったままのピラミッドの頂上を、力尽くで引きちぎる――。

　五メートルはあった砦の、ちょうど半分から上を切り離し、まるごと持ち上げたのである。「なに？」とパイモンが動揺した。

　そのときにはベルゼビュートは、自分の砦を担いだまま、全力で砂の上を疾(しつ)駆(く)していた。いや、流砂に浮かんだ鍋たちを踏みしめたのだ。

　彼女はなんと真っ直ぐに、護狼たちのいる観客席の方へと針(しん)路(ろ)を取った。それはたまたま鍋の並んだ軌(き)跡(せき)が、こちらを向いたというだけだが。最後には、途中に倒れ込んでいた、アスタロトの巨猫の体さえ踏み台にして――。

『にゃはう――～～!?　ベルベル、ひどいのだー！』

　巨猫の口から、ホームベースを避難させるので手一杯なアスタロトがさすがに嘆(なげ)く。その直後、ほぼ激突に近い衝撃が、頑丈なはずの観客席全体を揺るがした。砦や床の破片が飛び散り、「わー！」「ぎゃー！」と、魔族たちも慌(あわ)てて避ける。

　重い砦の一部を担いだまま跳躍し、ベルゼビュートが高さ十メートルもある観客席に、無理矢理飛び込んできたのである。

「うわっ……危ない!?　アリア!!」

「!?　――ああ、神よ！」

　護狼も咄(とつ)嗟(さ)に、側(そば)にいたアレクトリアの身を伏せさせた。投げ捨てたメガホン代わりの紙切れが、くしゃくしゃになってどこかに吹き飛ぶ。

　ぽっかりと空いた魔族たちの輪の中で、ベルゼビュートが立ち上がる。その手にはどうにか残った砦の一部と、無事なベースの存在があった。砦自体は半壊したが、金属製のベースはどうにか死守できたようだ。赤毛の魔王少女はほっとしてか、ベースをその場に転がして、表情をゆるませる。

　が、その傍(かたわ)らで逃げ損ねた、折り重なる護狼とアレクトリアを見て眉(まゆ)根(ね)を寄せた。

「なんだ？　キサマたち……」

「あのなあ、危ないだろベルゼ！　危うくこっちは巻き込まれるところだったよ！　大丈夫、アリア？」

「いえ。はい、平気です。これも神と、《五代目》さまのおかげでしょう」

　どうやら怪(け)我(が)はなかったようで、アレクトリアがすぐ起き上がる。護狼は心底安(あん)堵(ど)した。けれども、なぜかやたらと不機嫌になるのは、赤毛の魔王少女だった。

「フン！　そんなところにいるのが悪いのだッ」

「へ？　……あ、あのなあ。俺はともかく、賢者の彼女は死んだら終わりなんだから、気を付けて――」

　さすがに護狼は注意するが、ベルゼビュートはぷい、とあからさまにそっぽを向く。いや、中庭の方を振り返った。

　そこでは、追いかけてこようとしたザガンが途中で脱落し、砂に捕らわれたアスタロトの巨猫にしがみついていた。さすがに身軽な主の真(ま)似(ね)はできなかったらしい。「拙(せつ)者(しや)、一生の不覚う～！」などと、とうに諦めモードである。その上で翼を持ったフェネクスが旋回し、救出しようとしてか、ザガンのもとへと降りようとした。

　だが、パイモンがそうはさせない。

「まだ抵抗するだなんて……！　飲み込んじゃえっ、フォルネウス！」

「こぽぽぽぽぽぽぽぽっ！」

　砂と混ざった水の魔族が、泡の雄(お)叫(たけ)びを上げた。

　とたんに、流砂の波に変化が起きる。ぐい、と無数に隆(りゆう)起(き)して、いくつもの「津波」ができた。アスタロトやザガンごと、沈みかけの巨猫を強引に連れ去ろうとする。あわやフェネクスも巻き込まれかけて、急いで真上に飛んで離れた。

　さらに砂の津波はベルゼビュートまで襲おうと、高さ十メートルもある観客席にまで伸び上がった。

「喰らうかッ、こんなもの！」

「って、うわあ？　逃げっ、アリ――ぎゃー！」

「《五代目》さま!?」

　素早くかわしたベルゼビュートにかわって、賢者少女を庇(かば)った護狼が砂を浴びる。危うく中庭へと引きずり込まれそうになったが、這(は)いつくばって必死に耐えた。

　いらつくのは、赤毛の魔王少女を逃がしたパイモンだった。「くっそー！」と砦の上で、地(じ)団(だん)駄(だ)を踏む。

「だったら、先にお嬢でも！　フォルネウ……」

「ああら。そううまくいくかしら？　お馬鹿さんっ」

　けれども、そこに銀髪の魔王少女が口を挟んだ。ルシフェルが今にも沈みそうな砦の上で、なぜか悠然と構えている様子が見えた。口に入った砂を吐き出しながら、「は？」と護狼も訝(いぶか)しむ。

　ところが、直後――。流砂の動きがいきなり止まった。かわりに、傾いていた円い砦が真っ直ぐに戻った。そればかりか、最初に空いた大穴さえも、砂の粒が塞(ふさ)いでいく。

　その秘密はどうやら、金色に強く輝くルシフェルの左目にあるようだった。鮮(あざ)やかな支配の《刻(こく)印(いん)》が、そこには浮かび上がっていて。

「言ったはずですわね？　『奥の手』は、最後まで隠しておくものだって。うふふ！」

　砂のすべてを支配したルシフェルが、ころころと笑った。




「そんな――なぜです！　《王(キング)》相当にまで力を増したフォルネウスの支配だなんて、できるはずが!?」

　あのパイモンが、うわずった声を上げた。ルシフェルとしては心(ここ)地(ち)よさの極みである。

「勝ったと思っていたのでしょう？　そう信じ込ませていたのですわっ」

　面白くて仕方がなかった。しょせんパイモンは、自分には敵(かな)わない――。最初から手のひらの上だったのだ。

　それでもここまで付き合ったのは、ルシフェル自身が優位にことを進めるため。

　ちらり、と辺りに目をやれば、動けなくなったアスタロトの巨猫があった。中庭の果てである観客席まで無様に逃げた、ベルゼビュートまでいる。

　だから。見事に役立ってくれたパイモンに、ルシフェルは余裕を持って種明かしした。

「覚えていまして？　フォルネウスを仕込むために、地面の整備を主に引き受けたのはあなたでしたけど。そのための土や砂といったものを、誰がここまで運んでいたのか。ああ、あなたはちょくちょく地下へと抜け出していましたから？　ちゃんと見ていなかったのでしょうね。ふふふ」

「あっ！　……まさか、お嬢！」

「そうですわ。フォルネウスが混ざった砂の粒ひとつひとつに、わたくしの支配の力を刻みつけておきましたの！」

　力を増したフォルネウス相手には、ルシフェルの支配も効果がない。けれども、こうして相手の体内に混ざった、大量の異物なら――。

「魔力の込めやすい、《法石(ジユエル)》を粉にしてあったのにも、気付かなかったのですわね。うふふふふ！」

『いやー、さすがはルシフェルさまっ！　このじいやめも、感服いたしましたぞ～！』

「さ、最初っから教えてくれればよかったのにいー」

　死(し)霊(りよう)執(しつ)事(じ)が媚(こ)びを売り、銀色のドラゴンが砂から足を引き抜きながら、少しぼやいた。砦にしがみついていたグラシャも不満そうだ。が、非難の目をルシフェルは気にしない。

「ってあなたたちに言えば、策がばれるかもしれませんもの。……それこそパイモンのように」

「!?　なっ……ぼくみたいに？」

　パイモンが顔を引きつらせた。離れていてもルシフェルにはその様子がはっきりと見えて、「あら」とついでに教えてやる。

「簡単でしたわー。フルフルから、あなたがなにを企(たくら)んでいるか知るなんて」

「ふ、フルフル!?　君、情報を漏らしたのか！」

「しっ、知ってるもン！　あたい、しっかりばらしたもン！」

　オレンジ色の髪の少女の側にいたフルフルが、かぶった帽子さえ落としそうな勢いで首を振る。それは口では噓(うそ)しか吐(つ)けない彼女の、本音の仕草だ。ああ、とパイモンも理解する。

「ばらしたってことは、噓で。やっぱりフルフルは漏らしてないじゃないか、お嬢っ？」

「……お馬鹿さん。噓しか吐けないから――『なんにも企んでないもン』なんて返されたら、すぐ察しが付きますわ」

「あ……！」

　致命的な失態に気付いてももう遅い。相手が一手先を読むならば、ルシフェルは二手先をいくまでだ。まさかフォルネウスを使うとは思わなかったが、対策は見事にはまった。そして、さらにパイモンの隙(すき)を突く。

「で、攻撃できるのは。ぼーる、とやらを使ってのみ、でしたわね？」

　はっ、とパイモンが身を強(こわ)張(ば)らせたときには、もう遅い。ルシフェルの意志に従い、流砂の一部が生き物のように動いた。ルシフェルの腕の太さほどもある、砂でできた大(だい)蛇(じや)となり、パイモンの足元から這い上がった。が、もちろん締め付けるためではない。その手に大事に抱えられていた、「玉」を狙(ねら)った。あっさりと奪い取り、大蛇は砂の海をうねりながら、頭にちょこんと玉をのせてルシフェルの方に泳ぎ出す。

「あ――！　盗られたっ？　――ウェパル、すぐ奪い取るんだ！　早くう！」

「や～、使える水がないと無理っす。なんもできないっすよー？」

　焦るパイモンと違い、人魚の魔族は砦の土台に腰を下ろし、軽い口調で断った。

　そうこうしているうちに、玉はルシフェルのもとに届けられた。砂の大蛇から受け取って、「さあて」とルシフェルは辺りを見回す。俄(が)然(ぜん)、こちらが有利であった。

　アスタロトは倒れた巨猫の上で、手も足も出ない状態だ。まともに戦える状況ではない。ベルゼビュートも観客席から動けずにいる。

（でも、ベルゼを舐(な)めてはいけませんわ。やはり、ここは……）

　ルシフェルは、現大魔王バアル・ゼブブの娘である、赤毛の魔王少女の力を決して舐めない。ならば、矛先は決まったも同然だ。青と金の目を細めて、霧のロノヴェに人魚のウェパル、雷(らい)撃(げき)使(つか)いのフルフルを従えたパイモンを見る。

　そして、玉を側にいた銀色のドラゴンにぽん、と渡した。

「さあ、ブネ！　今度こそ、あの調子に乗ったパイモンを、ぶっ倒してやりなさい!!」

『ルシフェルさまの新幹部として、旧幹部のパイモン殿を蹴(け)落(お)とす絶好の機会ですぞ、ぼっちゃまー！』

　玉をくわえてしゃべれないブネのかわりに、青い炎の死霊執事が張り切った。ブネが執事に煽(あお)られながら、再び竜の炎と一緒に玉を吐こうと、パイモンたちの砦へと狙いをつけて――。

　けれども、パイモンが逃走に転じる方が早かった。

「ロノヴェ！　ぼくを隠すんだっ！」

『…………』

　太ももに刻んだ契約の《署名(サイン)》を輝かせて、パイモンが叫ぶ。と、無言のままロノヴェが霧の体をぱっ、と広げた。赤黒く、見通せないその体で砦全体を包み込む。さらに、音もなく移動を始めた。パイモンが流砂の上を逃げ出したのだ。

「逃がしませんわっ！　うふふふふ！」

　だが、ルシフェルはその逃走経路にすぐ勘付いた。いまだ自分の支配の力が及ぶ砂の海で、パイモンは普通に走ることなどできない。フォルネウスが飲み込み損ねた、ザガンの投げた鍋の上を、必死に跳んでいるのだろう。だから、その終着点はベルゼビュートたちのいる、観客席となった中庭の端で。

「いきなさい、ブネ！　足場は固めて差し上げますわ！　追い込んで、至近距離から叩(たた)き込んでやるのですわ！」

　砦に四角い板とグラシャを残し、ルシフェルは銀色のドラゴンの背に飛び乗った。そのまま、ブネを観客席の方へと走らせる。

　――すでに、パイモンの誤算にも気付いていた。他に逃げ場はなかったとはいえ、観客席側に向かったのは過ちだ。見晴らしをよくするために高くなった床へは、ベルゼビュート並みの脚力がなければ、到底這い上がることができない。

　かわりにあるのは絶望的な、積み上げられた岩の壁だ。観客席の基礎に、半ば埋まるように組まれた代物である。

　そして、その観客席への階段までは距離があり、パイモンの脚力ではそちらに飛びつくこともできないだろう。

（わたくしに逆らったこと、億千倍は後悔させてさしあげますわ！　……幼い頃から一緒に育った間柄ですのにっ）

　本当ならばきちんと、使うべきところで引き立ててやるつもりだったのに。などと、いまさらな思いが頭をよぎった。

（だからこそ……ちゃんとしたオシオキが必要ですわね！　再び、わたくしの手駒に隷(れい)属(ぞく)させる意味でも。ふふ）

　ついに、赤黒い霧の塊(かたまり)が観客席の真下に着く。そのときにはルシフェルをのせたブネが、一瞬早く先回りしていた。ぼっ、と竜の息吹とともに、玉と炎が吐き出されようとする。それだけで、赤黒い霧は散り散りになり――中から石の壁を背にしたパイモンが、はっきりとその姿を見せて。

　しかし、その瞬間――。突然、頭上にあった観客席が崩(ほう)落(らく)した。




「うわあああああっ!?」

　いきなり石で組まれた足元が崩れて、護狼はあわや一緒に落ちていくところだった。

「邪魔だ、ゴロー！」

　真下にやってきたパイモンやルシフェルたちを覗(のぞ)き込もうと、観客席の端に立っていたベルゼビュート。その彼女が咄嗟に反応し、バックステップで下がったのにぶつかったから、助かったのだ。

　しかし、床の三分の二ほどが一気に失われたためか、ここにいた半数ほどの魔族たちが巻き込まれる。逃げ切れなかった彼らはそのまま、十メートルほど下に投げ出されていた。倒れ込んだ護狼だが、痛みに顔を歪(ゆが)める前に、変わり果てた観客席に視線を向ける。

「アリアっ!?　……よかった、無事？」

「は、はい。怪我ひとつありませんがなにか。神の奇跡でしょう……」

　ごっそりと抜け落ちた、石の床。その大穴の縁でぺたりと尻(しり)餅(もち)をついた賢者少女が、十字架を握って天を仰いだ。護狼は少しだけほっとする。

　だが、大(だい)惨(さん)事(じ)には変わりない。すぐに起き上がり、失われた床から下を覗き込んだ。

　砂の海では、落ちた観客席の一部の上に、魔族たちが折り重なっていた。幸い、人間よりも遙かに頑(がん)健(けん)な彼らは、打ち身程度で瓦(が)礫(れき)の山から退き始める。けれども、その下敷きとなった者たちは？

「まさか……。おい、ルシフェルやパイモンとかはっ？」

　あの銀色のドラゴンの姿が、まず見えなかった。ひやりとした嫌な予感が、護狼の首筋に走る。その頃には、護狼は真っ先に駆け出していた。崩れた観客席から、中庭へと降りる階段に向かう。

「《五代目》さま？　なにを――」

　アレクトリアの声すら振り切り、護狼は息せき切って十メートル下に辿(たど)り着く。心臓が破裂しそうなほど跳ねたが、構わずに中庭の砂を踏みしめた。フォルネウスのせいなのか、ずぶずぶとめり込んで歩きにくい。けれども、必死になって瓦礫の山の前にくる。

　落下した魔族たちが身をどけたそこに、崩落前には真下にいた、ルシフェルたちはいなかった。瓦礫の中に埋(うず)もれたままなのだ。

（なんで……ベルゼが突っ込んできたり、砂の津波が襲ったから、組まれた石がゆるんでたのか？）

　あまりにも唐突すぎる事態だった。護狼はとにかく、瓦礫をつくる石のひとつに取り付いた。ジャージが汚れるのも構わず、必死になってどかそうとする。

「って、だ、駄目だー！　ほら、なに見てんのみんな？　下敷きになってるんだ、手を貸して！」

　崩落した観客席の石の下には、倒れ込んだ巨大な岩の塊もある。もちろん非力な人間の手では、どうしようもない。かわりに護狼は助けを呼んだ。さすがに魔王の一人も巻き込まれているせいか、落ちてきてその場にいた黒い鎧(よろい)の魔族の騎士も、ヒョウ頭の魔族も――皆、はっとしてその指示に従おうとする。

　ただし、その必要はなかった。魔族たちが取り付くより先に、石の瓦礫の隙間から、ひゅるりと赤黒い霧が出てくる。実体を持たないロノヴェである。

　――そして、瓦礫の山が揺れた。内側から岩の塊を押し上げ現れたのは、なんと砂の「柱」である。それも、何本もある。

「まったく、とんだ事故ですわっ！　わたくしでなければ、さすがにやばかったですわよ!?　もう！」

　砂の柱を操るのは、もちろん金色の瞳を輝かせたルシフェルだった。巨体のブネさえ、その柱で支える砂の「傘」で庇(ひ)護(ご)し、直撃を防いだのだ。銀色のドラゴンがつぶらな瞳を瞬かせつつ、ゆっくりと首を起こす。

　無事だったその様子に、護狼は胸をなで下ろしかける。――けれども。

「だいたいこんなところまで逃げる、あなたが悪いのですわ、パイモン！　……パイモン？」

　ルシフェルが睨んだのは、四本足のブネの下だ。そこにできた空間に慌てて滑り込んだのか、パイモンが砂まみれで倒れていた。しかしその異変に、彼女も気付く。

　パイモンはぴくりとも動かなかった。

　それどころか黒い、魔族特有の色をした血が、頭から流れていて――。




†




　寝かされたパイモンのオレンジ色の前髪が、今は黒い汚れでくすんでいた。頭には包帯のように、模様の描かれた白い布が巻かれている。

　医師の魔族、ブエルの施(ほどこ)した処置である。――護狼よりも大きな「ヒトデ」型の魔族だった。人の頭ほどもある目玉がひとつ、その中央でぎょろりと動く。身を包むのは白衣のように着こなした、包帯にもなる布でできた上着である。それは治(ち)癒(ゆ)促進の力を込められるものらしい。

　だが魔族医師は、この魔界ではさほど重要な役職にないようだ。階級(ランク)も《子爵(バイカウント)》と、下から二番目の魔族だった。なにしろ魔族というものは、大抵の怪我は食事を取ることで、自然治癒してしまうのだから。

　しかし今、パイモンは目覚めない。人間の護狼には、どう見ても怪(あや)しげなものばかりが収められている、学園の「薬品庫」――。そこは大広間からほど近い、「地下ダンジョンから人間が攻めてきたとき」のために一応準備された、薬品類の並ぶ部屋だ。分厚い扉を持つ円形につくられた空間には、石でできた穴が無数に空いていて、棚として使われている。そこに不気味な形の瓶類や標本が並び、独特の臭(にお)いを放っていた。

「一応、吾(わが)輩(はい)にできることはしたであるよ……」

　その臭いには鎮(ちん)静(せい)作(さ)用(よう)があるとのこと。だからこそ、わざわざここに急ごしらえのベッドをつくらせ、パイモンを寝かしたブエルが言う。が、それは己の限界を訴える言葉でもあった。

　パイモンの側には、フルフルだけが付き従っている。彼女は気付けだという毒々しい薬の小瓶を手にして、落ち込んだ表情をしていた。パイモンに飲ませようとしたものの、少しとろみが強いせいか、その小さな唇を伝うだけで終わった。

　ものを自分で摂取できないということは、魔族にとって致命的で。

（なんで俺には、医療の知識がないんだろう……！）

　フルフルとともに、ベッド横に置かれた長(なが)椅(い)子(す)に座って付き添いながら、護狼は無力感を嚙み締めた。

　だが、護狼に扱えるのは、最初に自分が持って来た医療セットくらいである。しかもそこにある薬は、魔族に効き目があるかどうかわからない。

　――結局、パイモンが負傷したため、スポーツ大会は一時中止ということになった。

　本当は完全に中止してもよかったのだが、魔族にとっては次期大魔王を決める、大事な授業のひとつである。一度は「中止」と言った後、誰もがあり得ない、という反応をした。そこで「一時中止」と言い直したのだ。

　だが、そんな些(さ)細(さい)なことはもう、どうでもよかった。

（……俺のせいだ）

　それからもう、半日以上が経(た)っただろう。時刻はおそらく深夜だった。けれども護狼は眠らない。眠くならない。

　今はただ、自分のことが許せなかった。魔族がなるべく傷つけ合ったりしないように、そのために野球を提案したのに――しかし、自分は魔族に対して、理解が足りなかったのだ。彼らが野球を曲解することさえ、予測できなかったなんて。

「《五代目》さまのせいではないです……。神も、きっとお許しになられます」

　賢者の少女が護狼を慮(おもんぱか)ってか、かわりに祈りを捧げてくれた。

　そんなアレクトリアも、今は護狼の側にいない。いや、医者のブエルと「一緒にいたくないもン！」と噓の主張をした、フルフルのみがここにいる。それ以外の魔族たちも、パイモンの障りにならないよう遠ざけたのだ。

　もちろん魔族たちは、教師であり勇者である護狼の言うことに従った。いや、もしかしたら関心がないのかもしれない。たかが一魔族が倒れたくらいでは――。

　けれども薬品庫に、ふと顔を見せた者がいた。やってきたのは赤毛の魔王少女である。

「やはり、まだここにいたのか。ゴロー」

「ベルゼ……なに？　勝負の再開を請いに来たなら、悪いけど今はまだ」

「フン。パイモンがそうなったのは、キサマのせいではない。ヤツが弱かったからだ」

「！　……そんなことを言うためだけに、わざわざ顔を見せたのかよ」

　護狼はさすがにむっとする。「なんだと？」と嚙(か)みつかれるとは思っていなかったのか、ベルゼビュートも顔をしかめる。はらはらするのはこの場にいた、ブエルとフルフルの二人だ。

　が、ベルゼビュートは護狼を苛(いら)立(だ)たせるために、薬品庫へ足を運んだのではないらしい。

「せっかくこの我が、アスタロトの見つけたことを伝えに来てやったのに」

「へ？　アスタロトが、見つけた？」

　持って回った言い回しに、さすがに護狼は食いついた。しかしそのときには、臍(へそ)を曲げたベルゼビュートが、薬品庫の外へときびすを返す。護狼は慌てて長椅子から腰を上げた。

「どういうこと、ベルゼ？　なにを見つけたって？」

　薬品庫から出た、魔界の月明かりが差し込む回廊で、護狼はベルゼビュートを捕まえる。まだ不機嫌そうな彼女だったが、その足を止めた。そして、一言。

「あれは故意だ」

「……えっ？」

「だから、パイモンが自ら引き起こしたことなのだ。あの崩落は」

「待ってよ、なんで？　だって」

「アスタロトが見つけたぞ。意図的に、組まれた岩の一部が引き抜かれていた跡を。パイモンの手形がくっきりと残っていたのだと」

　意味のわからない護狼に、ベルゼビュートが丁寧に語った。

「あれはおそらく、パイモンの策のひとつだったのだろう？　自重で崩壊するよう、仕組んでいたみたいだな。しかしそれが思った以上の被害になり、自らが巻き込まれた、ということだ」

「――策士、策に溺(おぼ)れる、ってこと？」

「なんだ、それは。また勇者の心得というヤツか？　フン」

「いや。これはただのことわざで……でも、そんな！」

「確かめるのに簡単な方法があるぞ。来い、ゴロー」

　するとベルゼビュートが、再び薬品庫へと舞い戻る。護狼も慌ててついていった。

　そこで彼女が声をかけるのは、パイモンに付き従う少女魔族フルフルだった。

「フルフル！　キサマに訊ねることがある。あの観客席の崩壊は、パイモンが仕込んでおいたものに違いないな？」

「あう！　えーと、ええっと……そうじゃないもン！」

「なるほど。よーくわかったぞ」

　ほら、とばかりに赤毛の魔王少女が示す。フルフルは噓しか吐けない。――ということは。

「やっぱり、仕込みだったってことか……」

　なんてこった。護狼はそのまま長椅子に戻る。どっと疲れが出たようで、フルフルの横でうなだれた。

「ルシフェルは、『いい気味』などと言っていたぞ」

「……。らしい反応だね」

　ベルゼビュートのもたらした情報に、護狼は苦笑するしかない。溜(ため)息(いき)が思わず漏れた。

「そういえばルシフェルは、一度もこっちに来てないんだよな。もとだけど、自分の仲間だったパイモンが、こんな状態だってのに」

「うん？　そんなの当然だろう？　もと家臣だったから、なおのことだ」

「え」

「他の魔族たちにも示しが付かないからなッ。ルシフェルの立場では、突き放すしかないだろう。我だってそうす――って、な、なにを言っているのだ？　我は！」

　わずかに赤面して、ベルゼビュートが言葉を濁(にご)した。彼女がつい、本音を晒(さら)した瞬間だった。

　ああ、と護狼は少しだけ、落ち込んでいた気持ちが晴れる。魔族の気持ちを覗き見ることができたからだ。

　それはまだまだ自分が、生徒である彼らのことをわかっていない、というものでもあるが。護狼が感じ取ったのは、それだけではなくて。

「そ、そういえばルシフェルめ、アスタロトの分析が出るまでくっついていたくせに。突然、用事を思い出したなどと言って消えて、どこへ行ったのだ？　フ、フン！」

「ありがとう。ベルゼ」

「!?　なっ、なんだいきなり、ゴロー？　……人間の、感謝の言葉か？　なぜ我に？」

「だって、俺のためにこうして、わざわざ崩落の原因を教えに来てくれたんだろ？」

　護狼は今になって彼女の気遣いを知る。いや、今回だけのことではない。

「そういえば、昨日持って来てくれた食事のことも。気付かなくてごめん」

　おでんを挟んだサンドイッチを思い出し、今頃だが礼を告げた。ベルゼビュートは真紅の瞳を泳がせて、耳まで赤く染め上げる。まったく、かわいいところがある少女なのだ。護狼はくすりと笑ってしまう。

　もっとも、「かわいい」は彼女にとっては禁句なのだが。

（……もっと、しっかりしなきゃ）

　だから飲み込んだ言葉のかわりに、護狼は自分の気持ちを立て直す。

「そうだよ――《勇者心得》その４０２にだって、『後ろより、前を見てろ』ってあるし。ああ、そういうことなんだっ」

　４００番台のそれは、《四代目》である父が記したものだ。適当な性格がとてもよく出た心得だが、今は何より救われた気がした。聞いていたベルゼビュートは、頰(ほお)を赤らめたまま、きょとんとしていたけれど。

「なんの話だ？　いや、それより……違うからなッ？　あれは、その。人間は、まともに食べなければ動けなくなるのだろう？　そのことを、キサマが来てから知ったからだな、ただそれだけでっ。フン、心配しなくてももう二度と、キサマになど――」

「失礼いたします、《五代目》さま。……あ」

　言い訳をするベルゼビュートを遮るように、薬品庫に入ってきた少女がいた。修道女姿のアレクトリアである。

　その手に持つのは、以前と同じ黒いバスケット籠(かご)だった。ぷん、と薬品臭さに負けない、いい匂(にお)いがそこから漂う。布がかけられた籠の中身は、どうやら護狼のための食事のようだ。賢者少女は差し入れに現れたらしい。そしてベルゼビュートとやり取りする、少し元気になった護狼を見て小さく微笑(ほほえ)む。

「心配していたのですが。どうやら、神への祈りが届いたようですね」

「へ？　ああ、いや。はは、おかげさまで」

「フン！　知るか！」

　ベルゼビュートは気分を害して、入れ替わるように出て行こうとする。

　アレクトリアは長椅子の側にあった、ベッド脇の小さな丸テーブルにバスケットを置いた。そして眠っているパイモンを見やる。

「まだ目を覚まさないのですね」

「うん……そうだね」

　護狼は神妙に頷いた。そう、パイモンが意識を取り戻さない、という現実だけは変わらない。

「気が付きさえすればいいんだけれど。やっぱり頭を打ったのが、悪かったのかな」

「そうだもン」

　長椅子に座るフルフルが、ふいにぽつりと呟いた。

　それもやはり噓の言葉だ。あれ？　護狼は少し引っかかりを覚える。

（？　じゃあフルフルの真意は――「そうじゃない」ってこと？　えっ）

　そう把握するより先に、雷撃使いの魔族少女はさらに、とんでもない噓を吐いた。

「ちゃんと、賢者の言うとおりにしなかったのに、だもン……」




　――は？　その瞬間、突然のことに、薬品庫にいた誰もが時を忘れた。皆がゆっくりと、フルフルの言った意味を受け止める。

　それは立ち去ろうとしていた、赤毛の魔王少女の足すら止めるほどの効果があった。

「どういうことだ？　『賢者の言うとおりにしなかったのに』だと？　……だとすると」

「待ってくれよ。フルフルの言葉は噓だから、その逆で。『賢者の言うとおりにしたから』ってこと？」

　ベルゼビュートの後に続いて、護狼はそう解(かい)釈(しやく)する。間違いないのか？　と鹿の角を生やした雷撃使いの少女を見ると、こくこくと激しく首を縦に振る。フルフルはしゃべることこそ噓ばかりだが、行動は素直である。だから。

　護狼もベルゼビュートも、医師のブエルまでもが一斉に、アレクトリアに注目した。

　だが、賢者少女は水晶色の瞳を、一度大きく見開いた後――胸に下げた大きな十字架を手にし、そっと口元を隠した。やがて、にこっ、といつものように笑みを浮かべる。

「？　なにか？」

「いや……え、アリア。だって、今とんでもない発言が、フルフルからだね」

「はい。そうですね」

「そうですねって……。そ、それだけ？」

「？　ワタシ、意味がわからなくてびっくりしています。妙な嫌(けん)疑(ぎ)をかけられるものですね？」

　本当に知らない、といった様子で賢者少女は小首を傾(かし)げた。護狼は困惑するばかりだ。

　けれども戻ってきたベルゼビュートが、「キサマ！」とアレクトリアに凄(すご)む。

「しらばっくれるな、人間！　フルフルは雷撃の力と引き替えに、噓しか吐けなくなった魔族だぞ？　それが間違っていると言うのかッ！」

「そんな……ワタシのこと、信じていただけないのですか？」

　するとアレクトリアは十字架を握りしめ、涙目になる。護狼に救いを求めるように、潤(うる)んだ目を向けてきた。うっ、と護狼は言葉に詰まった。どう判断していいかわからない。いや、アレクトリアを信じたいのだ。

　しかし、同時に護狼は「教師」なのだ。

（生徒のフルフルを、俺が信用しないってことか？　でも、そんなの！）

　本当にどうしたら――！　護狼は答えに窮する。

　だから、決定的な判断を下したのは「真実」を知る張本人であった。

「……やはり、人間界の食材は違いますね」

　もぞり、とベッドのシーツがいきなり動いた。いつの間に手を伸ばして、摑んでいたのか。枕元の位置にあった、アレクトリアが置いたばかりのバスケット籠――そこから香ばしいコンビーフの挟まれたパンをくすね、一齧りして。

　ゆっくりと起き上がったのは、オレンジ色の髪に包帯を巻いた、パイモンだった。

「なのに、人間は食えないとか……してやられましたよ」

「「「パイモン!?」」」

　護狼が、ベルゼビュートが、フルフルが叫ぶ。ありゃあ、と驚くのは医師のブエルだ。慌ててパイモンに駆け寄った。

「どうやって覚(かく)醒(せい)したである？　やはりここの薬の臭いが効いたであるか？」

「――確かに匂いで目が醒(さ)めましたよ。この、人間界の食べ物でね」

　くす、と軽く微笑んで、けれどもまだ本調子ではないのだろう。パイモンはベッドの上でふらついた。それでもがつがつとコンビーフパンをたいらげると、アレクトリアを睨み付けて。

「ぼくも予想外でしたよ。まさか、仕込みに協力してくれた賢者が、ぼくまで亡き者にしようとしていたなんて」

　よかった、と護狼もパイモンに声をかけたいところだが、告げられた内容に動揺して動けなくなる。

　同時に思い出すのは、アレクトリアとパイモンが二人きりで話をしていた光景だった。

（あれ、俺は偶然出くわしたけど……そういえばなんであんなところで、他の魔族の目を避けるようにして会う必要が――？）

　あのときに、パイモンが罠(わな)を仕掛けられるよう、細工の手伝いをする取り決めを交わしたのか。

　しかしアレクトリアは金色の髪の先を、くりくりといじるだけだ。はい？　とあくまできょとんとしている。

「あの。おっしゃってる意味がわかりませんが、なにか？」

「とぼけなくてもいーよ！　ぼくの計画だと、あんなにまとめて落ちるわけがないんだよ。あの観客席の石組みは、魔力で強化していたから……その要(かなめ)の石をひとつ外せば、どこまでが崩れるかなんて予測できる。けど、あのとき別のなにかが働いたんだ！　観客席の下側で小さな爆発が起きたのを、ぼくは見たよ？　だから咄嗟に、ブネの下に飛び込んで……」

「！　そうか、アスタロトも言っていたぞ？　焦げた石がいくつかあった、と。あれはパイモンの仕込みではなかったのか？」

　ベルゼビュートが割って入った。と、彼女はそのまま唯一の出入り口である、薬品庫の扉の前に立つ。アレクトリアが逃げないように塞いだのだ。

　そしてぱきぱきと、黒い鱗がベルゼビュートの腕を覆った。

「おい、人間。我が、魔王として弁解くらいは聞いてやろう。言ってみろッ」

「待て……待て待て待てって！　ちょっと待て！」

　そこを、護狼が必死に止める。いや――アレクトリアに向き直った。

　彼女を庇うためではない。アレクトリア自身の口から、本当のことを訊くために。

「どういうこと？　アリア！　頼む、ちゃんと俺たちに話してくれないか？」

「！」

　今度は護狼に問われ、賢者少女は哀しそうな顔になる。言葉さえも失って、「信じられない」との意思表示か、首を小さく左右に振った。かぶった聖帽の布が震える。

　その仕草に胸を抉(えぐ)られるのは、護狼だった。

「あっ。ご、ごめん……。でも」

　疑いたくない。だからこそ、ちゃんと彼女の口から説明が欲しかった。

（彼女は、賢者で。勇者の俺を補佐するためにやってきた、この学園の副担任なんだ。そんなこと、あるはずがっ）

　アレクトリアは水晶色の瞳を、いつしかそっと伏せていた。胸元の十字架を握りしめ、青ざめた唇は嚙み締められている。誤解された悔しさを、どうにか堪(た)えているのだろうか。

　やがて、彼女はゆるやかな溜息を吐いた。それはきちんと釈明をする、決心がついたという現れか――いや。

　まるで、違った。

「神よ。どうか、お許しください……」

　十字架を掲げて、アレクトリアは天に嘆(なげ)いた。

　――その刹(せつ)那(な)、ぱちんっ、と彼女の首で音がする。鎖で繋(つな)がる十字架の、特殊な留め具が外れたのだ。そして護狼は、そのまま十字架が二つに分離したのを見た。

　賢者少女の手の中で、十字から二つの「Ｌ」の形となったそれは、一瞬で変形する。できあがったのはなんと、左右の両手に収まった二丁の「銃」で――。

「最後まで欺(あざむ)ききれなかった、ワタシを！　――Hallelujah(ハレルヤ)!!」

「なっ、なに――――――――!?」

　護狼の絶叫すら掻き消し、銃声が轟いた。同時に、眩(まばゆ)いほどの光の矢が二つ放たれる。それは特殊な銃より発射された、「神の力」の宿りしものだ。鮮やかな輝きで薬品庫を染め上げて、二発ともが漆黒の鱗を纏ったベルゼビュートを直撃する。その威力は、魔族相手には絶大だった。

「なッ……きゃああああ!?」

　あのベルゼビュートが吹っ飛んだ。そのまま背後の分厚い扉を押し破る。彼女は広い回廊に転がり、石畳の上を滑った。天井を支える、巨木のような太い柱にぶつかって、ようやく止まる。厚さ二十センチはある石の扉の破片にまみれ、しかしベルゼビュートはすぐに起き上がろうとした。頑丈なのが取り柄なのだ。

　けれども、できない。しびれたように、彼女は床に這いつくばった。

「べ、ベルゼ！　おいっ？」

「やめてください、《五代目》さま。よもや魔族に力を貸すつもりではありませんよね？　勇者とあろうお方が」

「へ？　いや、だって」

　慌てて薬品庫を出ようとした護狼を、アレクトリアが冷たく制した。と、二つの銃を構える彼女の恰好は、まるで違ったものになっていた。

　いつの間に外したのか。貞淑な雰囲気を湛(たた)えていた、ロングスカートのような修道服の前が、コートのように割れていた。その下から覗くのは、ミニスカートにビキニブラといった、肌も露(あら)わな軽装である。ただし物騒なことに、腰にはごついナイフや手(しゆ)榴(りゆう)弾(だん)などがぶら下がっていた。中庭の観客席を壊したのは、そういった爆発物を仕掛けたのか――？

「ああ……やはり、こちらの恰好の方が、窮(きゆう)屈(くつ)でなくていいです」

　コートとなった修道服の裾(すそ)をはためかせ、変(へん)貌(ぼう)を遂(と)げたアレクトリアがすっきりとした表情を浮かべる。それは恰好だけではないのだろう。偽りの自分を脱ぎ捨てた彼女は、水晶色の瞳で護狼を鋭く射抜いてきた。

「《五代目》さま。アナタは間違っておられます」

　そして賢者の少女はきっぱりと、護狼を真正面から否定する。

「勇者とは本来、魔族を倒すために存在するもの。そうでしょう？」

「なんだって？　だって、そんな！　せっかく和平のために、父さんが俺を魔界に派遣してっ」

「その判断自体が誤りなのです。でも、ご安心ください」

　決してふざけているわけではない。アレクトリアはにっこりと、いつものような聖女の笑みすら頰に宿した。

「賢者は、勇者を『正しく』サポートするために存在します。――すべては、神の御(み)名(な)のもとに」




（ちょっと……待ってくれよ？　なにこれ）

　どうして？　なんで？　護狼は目の前にいるアレクトリアの、豹(ひよう)変(へん)ぶりについていけない。いや、頭が信じたくないのだ。

（勇者を正しくサポート、だって？　それが、魔族たちと敵対することで？）

「そんな、噓だろ……！」

　ようやく、そう呻くのが精一杯だ。あまりにもショックで、世界がぐにゃりと歪(ゆが)んで見えた。

　――その間にも状況は、立ち尽くす護狼を放置し、進行する。

　赤毛の魔王少女を撃った銃声と破壊音は、すぐに学園にいる他の魔族たちをも呼び寄せた。回廊の端から、空から、無数の魔族がやってきて――誰もが、倒れているベルゼビュートに目を見張る。

「べ、ベルゼビュートさまあっ!?」

　その中に蒼い炎の翼を持つフェネクスも混じっていた。彼女は誰よりも早く、主のもとへと舞い降りてくる。

　が、それはあっさり邪魔された。何発もの光の矢が、薬品庫を飛び出した賢者少女より放たれたのだ。それは周囲の魔族を蹴散らして、漆黒の魔界の空にも何本か駆け上がった。うちひとつが、避けようとしたフェネクスの翼にヒットする。

　鳥型魔族の少女は「んぅうー!?」という叫びを残して、墜(つい)落(らく)して姿を消した。

「フェネクス!?　……アリア、やりすぎだ！　もうやめてくれよ！」

　その惨(さん)劇(げき)に、護狼はようやく気を取り直す。遅れて、薬品庫から飛び出した。

　外に出たこの階層は、学園の二階程度の高さにある。慌てて回廊の端へと向かい、身を乗り出せば、落ちたフェネクスの姿が見えた。目を回した彼女だが、生い茂る庭園の樹木に引っかかっていた。地面との衝突を免れた様子に、護狼は少しほっとする。

　しかし、そんな護狼をアレクトリアは冷たく見(み)据(す)える。

「アリア……？」

　護狼の呼びかけすら、彼女は無視した。そこに護狼の知る、あの副担任の少女はいない。賢者少女の周囲には、光の矢に弾かれた魔族たちが呻いていた。ただし、怪我をしたというよりは「しびれて動けない」といった様子だ。

　そんな彼らを見渡しながら、アレクトリアは握った二丁の銃をくるくると鮮やかに弄ぶ。

「実戦では初めて使用しましたが……『銃字架(クロスガン)』は実弾ではないぶん、意外と威力は劣るようですね。それでも、魔族相手には十分すぎるようですけれど」

「キサマ……！」

　すると、倒れる魔族たちの中で唯一、ベルゼビュートが身を起こす。

「ベルゼ！」

　護狼は、立ち上がりかけた赤毛の魔王少女の名を呼ぶ。彼女がこの程度で、倒されるはずがないのだ。――いや。

　それでもベルゼビュートでさえ、片(かた)膝(ひざ)をつくのがやっとだった。護狼はまたも言葉を失う。かわりに「ああ」と、アレクトリアが感心した。

「まともに二発喰らっていて、動けるだなんて。さすがは魔王、といったところですか？」

「……神の力を扱えるからとて、我らを倒せると思ったか？　ここは、キサマに逃げ場のない、魔界だぞッ」

　再び撃たれても最低限の動きはできるように、赤毛の魔王少女は身構えつつ、現実を口にする。それは数で勝る魔族たちが、圧倒的に有利であるという意味か。賢者少女の背後では、薬品庫から様子を窺う、パイモンやフルフルの姿もあった。

　ただし、アレクトリアは気にしない。銃口のひとつを後方に向けたまま、にこやかに微笑んだ。

「この程度？　そんなまさか。なんでしたか？　『奥の手』は最後まで隠しておく、でしたっけ？」

　なに？　護狼ははっ、とさせられる。それはパイモンや、ルシフェルの台詞だ。

（まさか、まだなにかを仕込んでいて……？）

　――その『奥の手』の意味は、すぐにわかることとなった。

「！　うわ―――っ、なに!?」

　突然の衝撃が、護狼の足元を揺らした。いや、回廊全体をぐらつかせたのだ。

　それは一部の柱さえへし折って、いきなり真横から飛び込んで来た、巨大なコンテナのせいである。ちょうど護狼とアレクトリアとの間に、勢いよく突っ込んだのだ。もうもうと砕けた破片が粉のように舞い上がり、一瞬視界が悪くなる。それでも護狼はそれが、アレクトリアとともに人間界から運ばれてきた、あのコンテナだと気が付いた。

　だがコンテナは、激しく床や柱とぶつかったためか、ぐしゃぐしゃにひしゃげていた。大きな裂け目までできていて、見るも無惨だ。

「約束どおりですわ！　これでいいのですわねっ？」

「……ルシフェル!?」

　護狼は回廊の真横の空を飛翔する、銀髪の魔王少女を見つけた。三枚の翼で跳んだその真下の庭園では、ドラゴンのブネがへばっていた。どうやら彼にコンテナを運ばせて、無理矢理放り投げさせたらしい。

「おい！　なんで、君らがこんなことを――？」

「あら、ゴローさま。だあって～」

　空中でぽふ、と手のひらを合わせて、ルシフェルがころころ笑った。

「取引しましたの、わたくし！　武器を調達させるかわりに、次期大魔王の座を用意してくださるって！　うふふ」

「はあ？　誰がそんなことを……って、武器？」

　ばきん！　と大きな音がした。それはコンテナの方から聞こえたものだ。

　コンテナ表面の裂け目から、中に入っていたアレクトリア。その彼女が歪んだ壁の一部を蹴飛ばし、出て来たのだ。食料や日用品のすべてを移し替えた、空のはずのコンテナだが――蹴りで、内壁が脆(もろ)くも剝(は)がれる。するとその隙間にはなんと、大型の重火器や、弾薬の収められていると思(おぼ)しき箱がたくさん出てきて。

　それらが否応なしに、まだ信じたくないアレクトリアの本性を裏付けた。

　すべては最初から、用意されていたのである。

「そんな、そんな……！」

「よくやりましたね、ルシフェル。……アナタに、神の祝福がありますように」

　絶望する護狼とは違い、全身を火器で武装したアレクトリアが悠々と戻ってくる。黒光りするサブマシンガンを腰の後ろに。彼女より長いライフルを背中に。小型のロケットランチャーを肩に引っかけ、手には取り回しを考えてか、銃身を詰めたアサルトライフルを抱え持つ。そして大量の弾という弾を、コートの無数の内ポケットに詰め込んでいた。

　さらに持ちきれないぶんなのか。最後に、小さな袋に入ったままの何かを、飛翔するルシフェルへと投げ渡した。うまく袋を受け取ったルシフェルが、「なんですの？」と首を傾げる。

「こんなものや神の祝福なんかより、わかっていますわね？」

「はい。教師の一人であるワタシが推(お)してあげますよ、次期大魔王に」

　そんな簡潔な会話が、銀髪の魔王少女とアレクトリアの間で交わされた。

　が、「へ？」と目を丸くするのは護狼である。

「取引って、そんなこと？」

　ちょっと待て。護狼は頭が痛くなる。――なぜなら。

（や、だって。どう考えても！）

「……いったいなにをしてるんだよ、お嬢？」

　と、真っ先に声を上げたのは、薬品庫からオレンジ色の頭を出した魔族だった。パイモンである。

　あら、と袋を抱きしめて、ルシフェルがオッドアイの目を見張る。

「目が醒めましたの？　どうせなら、億千年ほど寝ていてもよかったですのに。うふふふ」

「あのさ。お嬢、わかってる？　たぶん、ぼくが賢者と取引をしたのに気付いて、自分も近づいたんだろうけどさ」

「そのとおりですわっ。わたくし、あなたのせいで散々な目に遭いましたの！　ついでにまとめて叩き潰してさしあげますわね！」

「……。あのねえ」

　溜息混じりにパイモンが、護狼の言いたかったことを代弁した。

「だからさ……。ぼく、結局、賢者に出し抜かれたんだけど？　利用されるだけされて」

「へ？　あっ」

　パイモンの実感のこもった吐(と)露(ろ)に、さすがにルシフェルも息を呑んだ。

　ようやく、わかったようである。だから護狼も追い打ちをかけた。

「ルシフェル、そもそもアリアも先生の一人ではあるけど。……大魔王に関する決定権は、副担任じゃなくて。担任の、つまり『勇者』の俺にあるんだぞ？」

「!?」

　まさに絶句だ。銀髪の魔王少女は抱えた袋を落としそうになる。

　そう、アレクトリアはまたもや、いいように魔族を利用していたのだ。護狼たちがやり取りをしている間にも、彼女は抜け目なく行動する。騒ぎを聞いて、遅れて駆けつけてきた新手の魔族が、回廊の左右から現れた。その一方に向かい、手にしたアサルトライフルを向けて。

「神よ。アナタの力により、魔を退けたまえ！　――Amen(アーメン)！」

　引き金が絞られた。ものすごい音とともに、銃口から弾丸が吐き出される。それらは通常の弾丸ではないらしい。実弾に特殊な細工が施してあるのか、鮮やかな閃(せん)光(こう)を伴って撃ち出された。「神の加護」を込めているのだ。

「！　やっ、やめろー！」

　護狼は思い切り叫んでいた。今度の銃(じゆう)撃(げき)は、光だけのものとは比較にならないほどの威力だった。回廊に現れた魔族たちが、閃光の銃弾を受けて吹っ飛びながら倒れていく。周囲に飛び散るのは、真っ黒な魔族の血だ。

　撃たれた魔族たちは次々に傷を負い、ばたばたと倒れたのだ。

　が、護狼の叫びはアレクトリアに対してだけのものではなかった。さすがは魔族というところか。凶弾を浴びた獅子頭の魔族も、真紅の甲(かつ)冑(ちゆう)を着た騎士魔族も、血の代わりに火の粉を散らした炎の魔族も――誰もが痛みに苦(く)悶(もん)しつつも、アレクトリアを睨み付ける。その全身にみなぎるのは、護狼にもはっきりとわかる「殺気」だった。

「……実弾は威力が高すぎて、せっかくの力のこもった弾が、体内に留まらないようですね。なるほど、だから昔から剣などの近接武器の方が、効果があったというわけですか」

　そう吐き捨てて分析するアレクトリアも、とっくに殺意の塊だ。撃ち尽くしたアサルトライフルに、新たな弾倉を鮮やかにぶち込む。

　護狼は、切ないくらい胸の奥が苦しくなった。なぜ、どうしてこうなる？

（俺は……俺は！　魔族と人間が、殺し合ったりしないために、この魔界に送られてきたのに！）

　それがすべて、崩壊しようとしている――。護狼は勇者で、教師なのに。しかし半人前なのだ。この、目の前にいる武装した賢者の少女とは違って。

　――けれども。心が折れそうになった護狼だが、あることにはっと気付いた。

　それは、今の自分にできる唯一のことで。

「殺すな！　絶対にアリアを、賢者を殺しちゃ駄目だぞ、みんな!!」

　護狼は必死に、殺気立った魔族たちへと声を張り上げた。それは護狼の、あくまでも「教師」としての言葉である。怒りに燃えた目を、魔族の誰もが一瞬揺らがせ、護狼に向けた。そうだ、魔族にとって護狼の命令は、決して無視できるものではなくて。

「いいか……俺が、勇者が！　スポーツ大会の再開を宣言するぞ！」

　そうして護狼は皆に告げた。

　胸には複雑な感情が渦巻いていた。最初は、アレクトリアに対する当然の怒りだ。許せなかった。それと、裏切りに対する憎悪。護狼は賢者の少女を、副担任としてとても信頼していたのに！

　だが、同時に別の思いも胸で渦巻く。それは信じたかった、という哀しみと――信じ切れなかった、後悔だ。

　そして何より、「魔族も人も、どちらも死んではいけない」という想い。

（俺は、こんなときでも……教師で！）

　自分でも驚いていた。その絶対的な部分を、譲るわけにはいかないのだ。副担任を捨てた賢者少女相手には、なおさらである。

　だからこのとんでもない事態を、どうにかうまく収めるために、護狼が導いた結論は。

「一時中止の撤回だ！　だけど、勝利条件は変更する！　……目標は賢者アリアだっ。彼女をどうにかして、『無傷』で捕まえた者が、今回の勝者だ――!!」

　目の前にいる武装した賢者少女を指さして、護狼は強引な「ルール変更」を告げた。

　これがあくまで教師にこだわる、護狼なりのたったひとつのやり方だった。

















　アレクトリアの真意は、護(ご)狼(ろう)には理解しきれない。だからこそきちんと話をするために、せめて無傷で捕らわれて欲しかったのだ。

（こんな状況で授業にかこつけるだなんて、無茶なのはわかってる。でも……！）

　それが唯一魔(ま)族(ぞく)たちをうまく扱える方法だと、護狼は経験上知っていた。

　――さっそく反応したのは、賢者少女の仲間になっていた銀髪の魔王少女である。

「そういうことなら……もちろん今すぐやりますわ、ゴローさま！　……きゃあっ!?」

「えっ、ルシフェル！」

　けれども、アレクトリアの死角である背後から飛びかかろうとしたルシフェルが、次の瞬間吹っ飛んでいた。突然、彼女の間近で爆発が起きたのだ。

　いきなり炎と爆風を放ったのは、ルシフェルが空中で手放したばかりの、アレクトリアから預かった袋である。どうやら寝返る可能性を賢者少女は読んでいたのか、渡した袋に、遠隔操作のできる爆薬を詰めていたらしい。直前にルシフェルが「邪魔ですわ！」と投げ捨てていなければ、完全に巻き込まれていただろう。

　それでも爆発の煽(あお)りを受け、ルシフェルは墜(つい)落(らく)する。幸い彼女は、下にいたフェネクスと同じように、庭園の植え込みのひとつに受け止められた。

　その様子をあくまでクールに見下ろすのは、隠し持っていた起爆スイッチらしきものを捨て去った、アレクトリアだ。

「訂正しておきます。魔族などに、神の祝福が訪れることなどありません。絶対にです」

　水晶色の瞳は侮(ぶ)蔑(べつ)するかのようにルシフェルを一(いち)瞥(べつ)してから、再び回廊に視線を戻した。次いで彼女が見るのは、先ほど攻撃を浴びせた方とは反対側だ。そこに集まってきていた魔族たちは、アレクトリアの攻撃を見てさすがに足を止め、後ろに下がった。

　だがその中から一人だけ、四つん這(ば)いで走ってきた勢いのまま、ひょっこり前に出る黒猫の魔王少女がいた。

『？　ゴロちゃん、「無傷で賢者を捕まえた者」ってほんとなのだ？　ってアーちゃんが……にゃはっ!?　なんなのだあー！』

　回廊に突っ込んだ無残なコンテナか、武装した賢者少女か、傷つき倒れる魔族たちにか――アスタロトはびっくりする。黒猫の尻尾(しつぽ)を二本、逆立てた。が、瞬時にアレクトリアが動いていた。手にした、物(ぶつ)騒(そう)な形をしたアサルトライフルを構えて。

　逃げて！　と護狼が叫ぶより先に、銃声が魔界の空気を引き裂いた。ただし今度は牽(けん)制(せい)が目的だったか、慌(あわ)てて避(よ)けたアスタロトたちには当たらない。代わりに回廊の硬い床や柱、接した壁のあちこちが閃(せん)光(こう)の弾丸を喰らい、無数の大穴を開けた。

「わー！　こんなの捕まえろとか、簡単にいくわけないですよー！」

　いち早く薬品庫に逃げ戻ったパイモンが、入り口の側(そば)で身を伏せながら護狼にわめいた。――その頃には賢者少女が、攻撃を続けながら移動を始める。さすがに留(とど)まっているのは不利と感じてか、囲まれる前に逃げようとしたのだ。

　しかし、そのとき立ち上がった赤毛の魔王少女を、アレクトリアは見逃さない。素早くアサルトライフルの銃口を、黒き鱗を纏(まと)うベルゼビュートへと向けた。ほんの数メートルの距離から撃ち込もうとする。

「ちょっと待った！　駄目だろ、アリアっ!!」

　だから、護狼は自然と二人の間に滑り込んでいた。ベルゼビュートを庇(かば)う形で、アレクトリアと対(たい)峙(じ)する。
















「って……あっつい!?」

　無我夢中で銃口の前に立った護狼だが、銃身から立ち上る熱気が頰(ほお)に触れ、反射的に半歩下がった。むせるような火薬の臭(にお)いにも圧倒される。

　何より、アレクトリアは護狼が割り込もうがお構いなしだ。こちらの背後にいるベルゼビュートから、少しも狙(ねら)いを外(はず)さなかった。

「なにをなさっているのですか、《五代目》さま。アナタがそこに立っていても無意味ですよ。肉や骨ごと貫通しますがなにか？」

「いや、そうだろうけどさっ」

　さすがに恐怖が護狼の体を強(こわ)張(ば)らせた。勇者は死んでも生き返る。けれども、死の「痛み」は常につきまとうものだ。何度体験しても、これだけは慣れなかった。

「でも……俺は、教師なんだよ！」

　護狼は銃口を前に、しかし一歩も譲(ゆず)らなかった。

「先生なんだ！　たとえ魔族であったとしても、みんな俺の生徒なんだよ？　俺は――生徒の前から自分だけ逃げ出すような、そんな先生にはなりたくない！　なっちゃいけないんだ！」

　少なくとも護狼は、そんな教師を信じない。そしてわずかながらもこの魔界で、何の力もない護狼がやってこられたのは、その信念があったからだ。

「だからベルゼや、みんなの盾にすらならないかもしれないけど……痛いだろうけど、簡単に退くわけにはいかないだろ!!」

「ゴロー？　キサマ、どけっ！　我がひねり潰(つぶ)してやる！」

「そっちも駄目だからな、ベルゼ！」

　頭に血が上り、「無傷で賢者を拘束」といったことすら忘(ぼう)却(きやく)したベルゼビュートにも、護狼はもちろん従わない。

「って言ったって……そりゃあ、二人がその気になったら、俺はあっさり死んじゃうんだろうけどさ。はは、は」

　それでも、これがせめてもの護狼の意地だった。

（俺は自分で決めたんだ。ここに残り、魔族の教師を務めるって……だから！）

　けれども――。そんな護狼を見て、アレクトリアは侮蔑を込めた言葉を放つ。

「そうまでして、魔族の肩を持つというのですか。……あの人の息子が、どうしてこんな」

「？　えっ」

「恥を知りなさい。いいえ、すべてはアナタのせいです。あの人は、《四代目》さまはあんなに、強かったのに！」

「と、父さんのこと？　強かったって、まさか」

　アレクトリアは歴代最強の勇者と呼ばれる、父の士(し)輝(き)が戦ったところを見たのだろうか？

　そんな馬鹿な、と護狼は呻(うめ)く。護狼でさえ実は、見たことがないのだ。それは護狼が生まれたときには、大魔王バアル・ゼブブとの和平交渉が始まっていたためで。

（！　あ、でも。一度だけ……十年くらい前に、ちょっとしたいざこざがあったって？）

　それは護狼が小学校に上がる前。ちょうど母親が、病に倒れて帰らぬ人となった頃か。

　――同時に、護狼はある「女の子」のことを思い出した。

（あ……え？）

　母が亡くなる、少し前のこと。その彼女は、父が護狼のもとにつれてきたのだ。

『ずっと昔に一度、お前に賢者の子と会わせたことがあったっけ』

　あやふやな父の言葉が、護狼の脳(のう)裏(り)によみがえる。アレクトリアに確かめ損ねたことだった。

　そして、護狼も自身の遠い記憶を呼び覚ます。ずっと泣きじゃくり、護狼がどうしても元気にさせてあげられなかった、あの女の子。だからこそ「もう誰かを泣かさない」ために、護狼は勇者を継ぐ決意をした、きっかけとなった相手だ。その彼女は確か、なぜかずっとフードのようなものをかぶっていて。

　そうだ、どうして思い出せなかったのだろう。そっくりなのだ。今の、修道女の恰(かつ)好(こう)をしたアレクトリアと。

「もしかして、君は？」

　そして護狼は、とある既(き)視(し)感(かん)を思い出す。それは最初に、賢者少女が現れたときに抱いたものだ。

（同じ、だった？　……そうだよっ）

　連(れん)鎖(さ)するように――護狼の記憶がくっきりした。それはあの女の子が、決してフードを脱ごうとしなかったこと。そして小さな声でひとつだけ、「だって、みんながいじめるの。髪の色が変だって」と呟(つぶや)いて――。

（金髪だったから、そうなのか？　だから日本じゃ受け入れられなくて！）

　特に、子供は残酷だ。少しでも毛色が違えば、それだけで拒絶の対象にしてしまう。だから、あのとき彼女は泣いていたのだ。

　だが――アレクトリアからは、とんでもない答えが返ってくる。

「……十年前。ワタシのお父様を倒してまで、勇者が成そうとしたことは、こんな脆(ぜい)弱(じやく)な《五代目》に引き継がせることでしたか？」

「は？　え、なっ」

「そんなこと、神に代わってワタシが許さないですがなにか！」

「ちょ……なにー！　勇者と、アリアのお父さん、いや。うちの父さんと、賢者が戦った、だって？」

　初耳だった。しかも父が賢者を「倒した」らしい。アレクトリアが心の奥に秘めていたのは、そのときの恨みなのだろうか？

「って、父さん？　いったいなにやらかして……」

「勇者の座を、日本のムラクモ家に移して、六十余年。勇者は《四代目》にして、魔族と和平などという、神をも恐れぬ冒(ぼう)瀆(とく)を犯しました。それを、譲り渡した賢者の血筋が許すとでも思っていたのですか？」

　淡々とアレクトリアが告げていく。水晶色の瞳で冷たく護狼を睨(にら)んだ。

「勝手すぎます。しかも、跡継ぎの《五代目》がこんな、神の力さえ操れないただの男の子だなんて！」

「うっ。そ、それは……反論できないけどっ」

「ワタシは物心ついたときからずっと、賢者として神に身を捧(ささ)げてきました。それだけでなく、こうして戦う術も学んできたのです」

　アレクトリアが武装した自分の恰好を、誇らしげに護狼に示した。

「最初に『《五代目》が魔界に教師として送られた』と聞いたとき、耳を疑いました。なぜ、そこまで？　どうして？　……だからこそ、こうして実際に、この目で確かめに魔界へと来たのです。そうしてワタシは実際に、アナタの振る舞いを見させていただきました。《五代目》さまがなにを考え、どうしたいのかを……」

「えっ？」

「ですから、ワタシは決めたのです。ふがいない勇者に代わって、今こそ賢者を継ぐワタシこそが、やらなければならないと！　――ワタシは、勇者として未熟なアナタを認めません！」

「……！」

　それはきっと、誰よりも己を鍛え上げてきたからこそ言えることなのだろう。まったくぶれることなく突きつけられた銃口に、護狼は嫌でも理解させられる。ひとつも言い返せなかった。

「キサマの都合など知るか、ごちゃごちゃとッ！」

　だから、しびれを切らしたように叫んだのは、赤毛の魔王少女だった。この短時間で、十分回復したようだ。今にも護狼の背中越しに、賢者少女に飛びかかろうとする。

　けれども、さらなるアレクトリアの発言が、その勢いを失わせた。

「魔族もいいのですか？　このような勇者が相手で」

「フン、なんだ？　しょせん人間、我の回復力におののいたか？　意味のないことをしゃべって、攪(かく)乱(らん)しようとしても」

「だって次期大魔王になった魔族は、勇者と結婚すると決まっているのに？」

「!?　な――」

　身構えていたベルゼビュートが絶句した。うわ！　と青ざめるのは護狼だ。

「いや、ちょ……そ、その話はだね、アリア！」

「ゴロー？　キサマは知っていたのか、そんなこと!?　結婚だと、どういうことだッ、説明するがいい！」

「く、苦しいよベルゼ！　それは勝手にうちの父さんとかが決めたことで……！」

　俺だって認めてないし。と続けたかったが、いきなり後ろからジャージの襟(えり)を摑(つか)まれて揺さぶられ、護狼は息も絶え絶えだ。

　その隙を見逃すアレクトリアではなかった。彼女は銃を構えたまま――ぱっ、と駆け出す。それは、一度は引いたアスタロトたちが、徐々に包囲網を形成し始めたからだった。さらに傷ついた魔族たちも、何体かが身を起こす。ベルゼビュートに関(かか)わっていて、うっかり退路を失うところだったのだ。

　だから、賢者少女はきちんと置き土産(みやげ)を残していく。彼女のコート状の上着から、小型のスプレー缶のようなものがいくつか落ちた。それらはころころと、回廊の床を転がって、やがて――ぶしゅっ！　と一斉に、真っ白な煙(えん)幕(まく)を噴き出した。足止め用の催(さい)涙(るい)弾(だん)か。あっという間に回廊が煙に包まれる。

「ごほっ、ちょ！　アリア、アリアっ？」

「――力のない勇者に、賢者のワタシが従う道理はありません」

　最後にそれだけを言い残して、武装したアレクトリアは白煙の向こうに消え去った。護狼は追いかけようとしたが、できない。いまだベルゼビュートにしっかりと、首根っこを押さえられていたからだ。

「あんな女のことはどうでもいいッ！　キサマ……なぜ今まで黙っていた!?　いいや、勇者だけで決まることではあるまい？　我の父上まで了承しているというのか、ゴロー！」

「べ、ベルゼ、苦しい……！」

「騙(だま)していたのか、人間の分際でッ。キサマは、キサマだけは！　す、少しは、アレだと思っていたのに！」

「あ、アレ？　アレっていったい？」

「！　知るかッ、この痴(し)れ者(もの)がああああ――――――ー!!」

　憤(ふん)慨(がい)したベルゼビュートが顔面を真っ赤に染めて、護狼を全力で張り倒した。

　もちろん勇者であること以外、何の変哲もない人間の護狼の首は、ぐるんとその場で一回転して――。




（うっわ、首折れたあ―――！）

　ぼきり。という骨の音を聞いた直後、撲(ぼく)殺(さつ)された護狼は白い世界で目を覚ます。また死んだのだ。

　だが、ちょうどいいタイミングだった。なぜなら、目の前に光の塊(かたまり)として現れた父に、訊(き)きたいことがあったから。

『あーもう、護狼。またすぐ死ん――』

（父さん！　なんで、あんなコこっちに送ってきたんだよ！　どういうこと？）

『は？　……なんだよいきなり、お前は？』

　突然問い詰めたせいか、父はあっけにとられたようだ。光から、間の抜けた声が届く。

　だから！　と護狼は食い下がった。

（あのね、そんなの一人しかいないでしょ？　父さんが食料と一緒に魔界に送ってきた、賢者の女の子のことだよ。アリアのことー！）

『ありあ？　けんじゃあ？』

　――ところが父ときたら要(よう)領(りよう)を得ない。首を傾(かし)げるように、光をわずかにくねらせて。

『ああ、次期賢者の娘が、そんな名前だったか？　洗(せん)礼(れい)名(めい)は確か、ありく、あれ……？』

（アレクトリアだよ。それでアリア――って、なに？　父さん、どうしてそんな反応？）

『おい待て。なんでその賢者の娘が、魔界にいやがるんだ？　オレは知らねーぞ！』

（へ？　だ、だって）

『食料と一緒って言ったか、護狼？　……ハ！　なるほどー、勝手に入り込んで、魔界に渡ったってわけか。ほほう』

（な、なんだってー!?　それほんとなの、父さん！）

『ハ！　当たり前だ、少なくともオレは指示してねえよ。なんでその必要がある？　お前はちゃんとやってるんだろ、護狼？』

（あ。そうだけど……俺はてっきり、父さんがサポート役に送ってくれたって）

『そうか。だからこの前、賢者の話なんか持ち出してきやがったんだな？　俺の代になってから、あっちとは縁が切れたってのに。いきなり言い出すから、妙だなーとは思ってたんだが』

（？　縁が切れてる？　なにそれ、父さんっ）

　思いもしなかった情報に、護狼は食いつく。『あー』と少し言いにくそうに間を空けてから、父が話を切り出した。

『心得にはな、仲間って内容のヤツもあるけどよ。あれは、昔の話だ。賢者の家系は、もともと勇者だったことから、こっちのサポートをしてくれてたんだけどな？　絶対の信仰心がなければ、務まらない血筋だからなー。ちょっとややこしいことになっちまってな？』

（ややこしい……？　信仰心が？）

『神の力について、話したことはなかったよな？』

（う、うん。勇者は生き返る、ってくらいで）

『ああ、それでいい。勇者の受ける加護は絶対だ。《勇者心得》その４にも、「勇者とは運命である。ただ受け入れよ」ってあるだろ？　意識しなくても自動的に発動するのさ。その２０４には、「勇者とは呪いである」ってのもあったか？　ハ！』

（あ……《二代目》の？）

『そうだ。嫌でも覚えていくことになるのさ、勇者の力は。だが、賢者の扱う力は、違う。極端な話だが、神さえ盲(もう)信(しん)できれば、誰にだって使えるようになるものなのさ。ほら、世界の歴史にはいろんな「奇(き)蹟(せき)」ってのが残ってるだろ？』

（えっ。そういうもの、なの？）

『ま、簡単にはいかねーけどな。しかし、あの家系は「もと勇者」だからなー。神が現実に「いる」ってことを知っているわけだから……。信じることにかけては、図抜けてるってわけだ。――で、問題はそこだ』

　父が神妙な口調で告げた。

『賢者にとって、神は絶対だ。疑えば力を失うことになる。そして神ってのは、魔族と相反する存在ってわけさ。……魔族と戦うために、神は勇者をつくったってのが、まあ「人間側」の解釈だからなー』

（魔族と、相反する……）

　似たようなことを護狼は聞いた覚えがある。それは賢者少女の力を見たアスタロトが、呟いたものだったか？

『で、だ。神にこだわる賢者は、絶対に魔族を受け入れない。なのに、オレが魔界との和平を打ち出したわけだから。……だいたいわかるな？　それ以来、ちーっと連中とは確(かく)執(しつ)があるのさ～。ハハ』

（え、えええ？）

『しかも「勇者原理主義者」だからなー。自分たちが譲(ゆず)ってやった勇者が、和平なんかに乗り出すなんて許せない！　って感じなのさ』

（ああ、ああああ。そうか、だからアリアは！）

　護狼はようやく納得する。これは賢者である、アレクトリアの生き方の問題なのだ。

（俺が勇者として役目を果たそうとするように……彼女も？）

　ところが、父が意外そうにふと漏らした。

『しかし、ずいぶん前に話はついたはずなんだがなあ？　そのアリア、だったか？　あの子の親父とはよー』

（へ？　それって、どういう？）

『んー。まあ、こっちはこっちで動いてみるから、そっちは任せたぞ。護狼』

（いや……任せたって言われても？　ちょっ――）




†




　どうにかできるのか？　そんな焦(しよう)燥(そう)を抱えたまま、修復された肉体への帰(き)還(かん)は、いつものように唐突にやってくる。

　もう少し父と話をしていたかったが、神はあくまで「自動的」なのだ。

（どうにかしなくちゃいけないのは、わかってる。でも……あれ？）

　すると――目覚めるなり感じるのは、護狼の体に押しつけられた、やわらかでいて重量感のある感触で。

「って、うっわ、ルシフェル!?」

「あら。ゴローさま、ようやくお目覚めになりましたのね！　うふふふっ」

　護狼が寝かされていたのは、中庭の一画のようだ。並び立つ岩のフェンスに囲まれた、フォルネウスの暴れた跡がでこぼこと残る、『魔族リーグ』が中断されたままの場所だ。崩落した観客席の瓦(が)礫(れき)が、調査のためかどけられて、一箇所にきれいに積み上げられている。その上に敷かれた厚手の毛布にくるまって、ルシフェルは護狼とくっついていたのだ。もちろん彼女は自慢の胸を、ぎゅうぎゅうに密着させてくる。

「わわ！　また、なにやってんの君は？」

「駄目ですわよゴローさまあ～。ここでわたくしに、挽回させてくださいましね？　まったく賢者なんかの誘いにノるのではなかったですわっ」

「あ……そうだよ、アリアは？　どうなったの？」

　護狼は自分が、魔族に向けて「逃走したアレクトリアを無傷で捕まえるように」と命じたことを思い出す。

「まだ捕まえておりませんわ」

　猛烈にアピールする自分より、賢者のことを気にした護狼が気に入らないのか。少し拗(す)ねた口調でルシフェルが告げる。

「あれこれ皆で追いかけたものの、あの小娘ときたら。パイモン以上に、幾重にも罠を張り巡らしていましてよ？　結局、見失ったままもう丸一日も経(た)ってしまいましたの」

「そうなのか、まだ……。って、罠？」

「ええ。いつの間に準備していたのか、金属の糸が絡みついたり、壁が崩れてきたり、落とし穴だったり。もー散々ですわ！」

「！　そうだよ、怪我とか、みんな大丈夫なのか？　銃弾とか、そんなの喰らって――あ、ルシフェルも。君だって最初に、吹っ飛ばされて落ちて」

「あの程度でこのわたくしが、怪我などするものですか。ちょっと自慢の髪が乱れたくらいですのっ。他の者は――まあ確かに、人間相手に負傷させられてますわ。あの光の攻撃は、さすがにやっかいですから」

　減らず口をたたいた後は、さすがに深刻そうな顔をルシフェルは見せた。

　が、それも一瞬だ。

「でも無駄ですわ！　魔族の体をも貫通する威力には舌を巻きますけれど、しょせん一発一発が小さすぎますわ。あの程度でしたら、食事さえとればすぐに自然治癒しますわ！　人間とは体のつくりが違いますもの」

「そ、そうなの？」

　ならいいんだけど。起き上がってルシフェルから身を離しながら、護狼は軽く胸をなで下ろす。人とは違う魔族の頑(がん)健(けん)さを、心底ありがたく思った。

（そっか。魔族にとって多少の怪我は、食事でなんとかなるもので。俺が思ってるほどには、深刻に捉(とら)えてない？　……でも、もし。死人が出ることになったら……！）

　今はどうにか、「無傷で捕まえろ」という護狼の命令を優先してくれているようだ。

　その余裕がある、ということなのか。けれども争いが激化すれば、どうなるかわからない。

　なんとかして、アレクトリアも魔族も取り返しがつかなくなる前に、解決したかった。

（でも、ただ無傷で捕まえろだなんて。もっといい手段はないのか？）

　この際、どんな方法でもいい。護狼はちらりと、側にいるルシフェルを見やった。

　例えばこの彼女がするように、多少卑(ひ)怯(きよう)な手であったとしても――。

「そうだ、ルシフェル。なんかいい策はない？　思いつかないかな？」

「わたくしですか？　……思いつけば、とっくにやっておりますわ。いえ、この場合はわたくし、ゴローさまを落とすのが、手っ取り早いと思ったわけですけれど。ふふふ」

「い、いや、そういうのじゃなくてだね？　アリアをどうにかして、なんとかっ」

「それより、ゴローさま。結婚の話、本当ですの？」

「へ？」

　再び絡みついてきた銀髪の魔王少女が、耳元で囁(ささや)いた。その吐息と内容に、護狼はぎくり、と固まってしまう。

「……。あの、それ。誰から？」

「ベルゼからですわ！　そういえば怒るだけ怒って、賢者捜しには参加してないようですけれど。うふふふ、そういう大事なことは先に言ってもらわないと困りますわ、ゴローさま！」

「へ？　いや、それは勝手に決められたことで、俺は別にだね」

　言い訳するも、ルシフェルはまったく意に介さない。それどころか潤(うる)んだ青と金のオッドアイで、護狼を真っ直ぐ見据えてくる。

「ベルゼは嫌がったようですけれど。わたくしでしたら、すぐにでも結婚してもよろしいですわよ？　ふふ」

「な、なに言ってんの君は？　そんな簡単な話じゃ」

「簡単ですわよ？　ゴローさまは人間の分際で、魔界一美しくて高貴なわたくしという妻をめとる。そしてわたくしは次期大魔王という、栄(えい)誉(よ)のすべてを勝ち取る……！　これだけですわっ」

「あの、ルシフェル？」

「そう！　つまりわたくしの、当初からの読み通り。やはりゴローさまを射止めた者こそが、次期大魔王になれるわけでっ。うふふふ、もー授業なんかどうでもいいですわ？　ね～、ゴローさまあん」

「ほんと君、ブレないな？」

　相変わらずすぎるルシフェルに辟(へき)易(えき)しつつ、護狼は必死に逃げようとする。抱きつかれたまま毛布から抜け出し、積まれた石の上から降りようと――。

　だが、ちゃぷんっ、というシューズの底に触れた音が護狼を止めた。はい？　と護狼は足を引っ込める。

「な、なにこれ？　水っ？」

　気が付けばいつの間にか、広大な中庭が浅く水に浸(ひた)されていた。どこからか、静かに水が流れてきたのだ。

　ぎょっとする護狼とは違い、「あら」とルシフェルはちらりと視線を向けるだけだ。

「始まったのですわね。フォルネウスを使った、アスタロトの作戦が」

「？　フォルネウス？　じゃあこの水って……？」

「あまりに賢者が見つからないものですから。アスタロトの案に、パイモンたちが手を貸すことになったのですわ。ほら、フォルネウスの水には、《法石(ジユエル)》が混ぜられてますの」

「《法石(ジユエル)》？　それって」

「わたくしが、支配の力を込めてフォルネウスを御(ぎよ)したときに使った、魔力を込められる石のことですわ」

　ルシフェルの言うとおり、よく見れば水にはきらきらと光る何かが混ざっていた。それらは魔界の空を染める三つの月の輝きを受けて、虹色に煌(きら)めいている。

「ゴローさま、今は水に触れない方がいいですわよ？　巻き込まれないように、他の魔族たちも建物の外に避難してますし」

「はい？　なんで？」

「賢者ったら、本当にうまく逃げ回ってますの。この《パンデモニウム学園》の内部構造を、すべて把握しているようですわ！　おそらく、ゴローさまと資材置き場まで行ったせいだと、アスタロトは言ってましたけど」

「あ。確か、あそこには学園の構造図があったから」

　護狼は学園を取り囲む外壁に、模様のごとく刻み込まれた図を思い出す。と、ふと真剣な顔になるのはルシフェルだった。

「――正直な話。人間ごときがあそこまでやるものだとは、わたくしたちの誰も思いませんでしたわ。賢者は……アリアは、間違いなく手(て)練(だ)れですわね」

「ルシフェル？」

「だからこそ、魔族も本気になったということですわっ。まあ、わたくしほど聡明であれば、賢者ごときに執着なんてしませんけど。ねえ、ゴローさまあ～」

「って、だから抱きついてくるなってば！　いや、それより」

　アスタロトの作戦って、なに？　そう訊くよりも、実際に「見る」方が早かった。

『準備、万端なのだー！　いっくのだって、アーちゃんがー！　にゃっふ――――!!』

　どこからか、そんな威勢のいい声が届けられる。間違いなくアスタロトの叫びだった。すると突然、中庭や《パンデモニウム学園》の回(かい)廊(ろう)全体を薄く浸す水が、強い光を放ち出す。

（えっ？　なに？）

　水面は、黒よりも濃い闇色の光に染まっていた。そして、あっという間に学園そのものを満たしていく。同時に光は、何かの文字を形作った。それは護狼には読めない、魔界の文字で。

　黒い光の文字が、大きな輪を形成する。無数に連なり浮かび上がるのは、学園まるごとを包み込む、巨大な魔方陣だった。それは護狼も一度は見たことがある、アスタロトにしかできないもの。――フォルネウスの水を使って、学園中に魔力のこもった《法石(ジユエル)》を行き渡らせて、簡易版《魔法生物(クリーチヤー)》をつくろうとしているのだ。それだけの準備が必要な「素材」は、もちろん――。

　ぐらり、と護狼には、すべてが揺れたように思えた。いや、中庭は無事である。

　かわりに目の前にある、石造りの重そうな学園そのものがぐらついていた。中庭に面した回廊が、そびえる無数の塔たちが蠢(うごめ)いたのだ。塔どうしを繋(つな)ぐ空中回廊が、耐えきれずにねじ曲がった。いや、大広間や寝室を備える、《パンデモニウム学園》でもっとも大きな「中央塔」――そこに向かって、繋がる他の塔たちがぐにゃり、と身を寄せたのである。

　真正面でできあがっていくのは、中央塔を本体とした、巨大な「タコ」か「イカ」に似た禍(まが)々(まが)しいシルエットだ。くっついた他の塔は倒れ込み、さながら無数の手足となり、地響きを立てながらうねった。

　中庭にいる護狼たちからすれば、ちょうどそれらの手足に取り囲まれた状態となる。あまりの存在感に圧倒され、護狼はただただ言葉を失った。

「ああら、まるで……大魔王さまのつくられた、巨大ゴーレムのようですわね？」

　かわりに一緒にいるルシフェルが、蠢く学園を前に感想を漏らした。おそらくアスタロトも、目指したのはそんなところなのだろう。

　そう。アスタロトの作戦により今、かつて要(よう)塞(さい)として機能していた堅(けん)牢(ろう)な施設のすべてが、一瞬で組み替えられたのである。

『アーちゃん版ゴーレム「３１号」、ついに完成なのだ～!!　さーて、賢者は体のどこにいるのだ？』

　嬉々としたアスタロトの声だけが聞こえてくる。そしておそらく彼女は、《魔法生物(クリーチヤー)》となった建物内を、くまなく知覚できるのだろう。『にゃむむむむむむー』と集中するように呻く。

「ゴーレム……？　ああ、野球のときと同じ原理で、今度は学園をまるごと変えちゃったってこと？　はあー」

　すごい。護狼は首が痛くなるほどの角度で、変わり果てた《パンデモニウム学園》を見上げた。

（いや、なによりすごいのは……アスタロトが他の魔族と、力を合わせたってことで！　そんなの初めてじゃないのか？）

　中庭での『魔族リーグ』でさえも、素材となるキューブ型資材を双子魔族に運ばせたものの、黒猫の魔王少女はたった一人でチームをつくった。その彼女が、だ。

　護狼はふと、中庭に視線を戻した。建物がないため取り込まれずに残ったそこに、「３１号」と同じ原理でつくられた巨猫が、水に浸かって沈んでいた。しかし――。

「……ん？」

　護狼は、ちょっとした異変に気付く。中庭に倒れたままの巨猫「３０号」はなぜか、全身がぼろぼろに崩れていたのだ。

「あれ？　あの《魔法生物(クリーチヤー)》って……あんなふうに壊れてたっけ？　試合のとき」

「なんですの？　ああ、あれでしたら。観客席の調査で瓦礫を運ばせている最中に、いきなり崩れたんですのよ？　アスタロトは、簡易版だから保たなかったとか、言ってましたけど？」

　ルシフェルがさらりと答える。と、言って彼女もはっとした。護狼とともに、「まさか」「もしかして」と顔を見合わせる。

　――そのとき、『見つけたのだー！』とアスタロトがはしゃいだ。同時に巨大《魔法(クリー)生物(チヤー)》の、数本の手足が動いた。その大質量の先端が唸りを上げた。魔界の風を切り、まとめて自らの体である中央塔に叩き込まれる。

「うわああ!?」

　離れている護狼たちのもとにまで、その衝撃が伝わった。ついルシフェルに抱きついてしまい、「あら」と嬉(うれ)しそうな顔をされる。しかし護狼に気にしている余裕はない。きーん、と鼓膜が痛くなった。中央塔の破片が落下し、中庭にも一部が降り注いでくる。薄く張った水の上で、ばしゃばしゃと無数の波紋が浮かんだ。

　幸い、護狼は巻き込まれずに済んだが――とんでもない状況である。「３１号」の体(たい)幹(かん)を成す中央塔は、合体した無数の手足を使って、ちょうど寝室のある頂上付近を手当たり次第に抉(えぐ)っていた。まるで自分の頭を殴るような、シュールすぎる光景だ。
















　だが、確かにそこに賢者はいた。

「！　アリア！」

　遙か空中に、小さくてもはっきりとわかる、はためく紺色のコートが見えた。大質量の一撃が撃ち込まれるより早く、三つの月の輝く空に飛び出したのか。身軽な彼女は突っ込まれた塔の手足の表面を走り、落ちる。いや、月光に煌めくワイヤーを射出して、垂直に滑り降りたのだ。

『アーちゃんが、逃がさないのだあ～！　にゃっはー！　ちゃーんと捕まえるのだ！』

　黒猫の魔王少女は《魔法生物(クリーチヤー)》「３１号」を操って、賢者少女を追撃する。無数の手足を持ち上げ直して――けれども。

　予定調和の崩壊が、早くも起きた。ぼろり、と突然、一本の塔がもげる。それは一斉に他の手足にも伝(でん)播(ぱ)した。様々な方向から繰り出されていた蠢く塔が、もとの固いだけの石に戻ったのだ。自重を支えきれずに割れて、スローモーションのように落下して。

　さきほどとは比較にならないほどの、ものすごい轟音と揺れが、中庭にいる護狼とルシフェルをも襲った。悲鳴さえも掻(か)き消(け)される。

　やがて、もうもうと巻き上がった土煙が収まって――ようやく護狼は閉じていた瞼(まぶた)を開けた。

「な……な、なっ!?」

　――そこに、半壊した《パンデモニウム学園》の姿があった。本体であった中央塔以外は、ほぼ壊(かい)滅(めつ)状(じよう)態(たい)である。いや、残った中央塔でさえ、寝室のあった部分より上をごっそりなくしている。見るも無惨な有様だった。

『し、失敗したのだあああ～～……』

　それでもアスタロトは無事だったのか、そんなぼやきを風に乗せる。おそらく建物内から出ていた他の魔族たちも、巻き込まれずには済んでいるだろう。

　そしてアレクトリアも、なんとこれだけの被害の中、しっかり生き延びたようだ。すぐに反撃の銃声がした。崩壊した学園内で、新たに己の隠れ場を確保するまでの時間稼ぎか、今度はロケットランチャーまで炸裂する。激しい爆発音の後、「ぎゃー」「わー」という、魔族たちの絶叫が聞こえてきた。

「なんだ、これ。……俺の、俺の学校が？」

　やがて逃走に入ってか、銃声は聞こえなくなる。それでも目の前に広がっているのは、無茶苦茶になった学園で。

　護狼は中庭から、変わり果てた《パンデモニウム学園》の様子をぐるりと見た。見覚えのある塔も、回廊も、少し離れたところにあった厨(ちゆう)房(ぼう)までも――いろんなものが壊れていた。

（うああ。せっかく、必死になって、慣れてきたところなのに!?）

　泣きたくなった。視界が滲(にじ)む。食ひとつとってもままならなかったこの魔界で、ほんの一ヶ月という間だけでも、様々な苦労を護狼はしてきたのだ。あちこちにつくらせた設備さえ、もうほとんどが原形を留めない状態に、瓦礫で押し潰されていて――。

「なんで、こんなっ……」

「きゃあ。恐ろしいですわ～、ゴローさまあん」

　くっついたルシフェルだけが、きゃあきゃあと喜んでいた。が、最悪の現実に打ちのめされた護狼は、いちいち相手ができなかった。「……苦労してきたのに」と、小さく呟くのが精一杯だ。

（ベルゼだって怒らせちゃうし！　魔族とわかり合うどころか、学園そのものまで粉々で……！）

　好きでやってきた学園ではなかった。教師として遣わされたのに、まず普通に生活することが大変だった。何度死んでも見たことはなかったのに、それらの出来事を走(そう)馬(ま)燈(とう)のように思い出す。

（授業をやるにも、知識はないし。それに学校としての設備だって）

　しかし、そのとき。

「あ……。え？　もしかして」

　護狼の脳裏に、とんでもないことが閃(ひらめ)いた。それは絶望の闇を照らした、一条の光か。

　いや、ただしものすごく「黒い」もので。

「でもこれなら……うまく、いく？」

「？　ゴローさま？」

「だけど、俺は。いや――もう、いいッ」

　魔が差した。まさに、そんなアイデアだった。それはすべてを丸く収める、「悪魔のような作戦」である。普通なら躊(ちゆう)躇(ちよ)する方法だ。

　あまりにも馬鹿馬鹿しい、あり得ないほどひどい手段で――。

「ふ、ふははははははははははははっ！」

　しかし護狼は大声で笑った。迷いを吹き飛ばすように、ブチ切れる。あのルシフェルがどん引きして離れたが、関係ない。

「そうさ、もうこれしかない！　思いついちゃったんだから……やってやるさ！　ええいっ」

「ご、ゴローさま？　なにを？」

「……ルシフェル、みんなを集めてくれ。俺の作戦で、今度こそ必ずアリアを捕まえるために！」

　護狼はルシフェルに命じた。

　――力のない勇者には従わない、とアレクトリアは最後に告げた。

（だったら俺は、意地でも認めさせてやる！　そうだろ？）

「見てろよ、アリア」

　賢者少女が消えたと思しき、壊れた中央塔の足元。その辺りを見ながら、護狼は強く決意する。

「俺が……俺の、俺にしかできないやり方を、見せつけてやるぞ!!　はははははは！」




††




「んぅ！　こんなところにおられたのですか、ベルゼビュートさまあ？　あ、あのう～」

　学園の敷地内の奥にある、大浴場。そこに設けられた、階段状に積み重なった岩風呂のひとつに浸(つ)かるベルゼビュートに、おずおずとそんな声がかけられた。

　一度空から様子を見に来て、ベルゼビュートを発見して、脱衣所の方に回ったフェネクスだ。蒼い翼を持つ彼女は、主に非礼がないように注意しつつ、脱衣所の扉を少しだけ開けて顔を出した。が、言いたいことはわかっている。

「賢者のことか？　フン」

　どうでもいい、とばかりにベルゼビュートは鼻を鳴らした。学園がどうなったかなんて、ここにいても十分わかる。アスタロトが《パンデモニウム学園》そのものを《魔法(クリー)生物(チヤー)》に変えて暴れさせたのは、露天風呂となった湯船からも見えたのだ。そして結局失敗に終わったことにも気付いていた。直接的な被害こそなかったものの、学園の崩壊による揺れは、もちろんここにまで届いたのである。

「放っておけ、フェネクス。アスタロトだろうがルシフェルだろうが、パイモンだろうが、好きにさせろ。我はもう、ふざけた思惑にはノせられんッ。……ゴローと、結婚だと？　なにを馬鹿な！」

　あり得ない。ベルゼビュートは湯船に身を沈めたまま、絶対に動かない。

　ただし、アスタロトの作戦のため、フォルネウスがさらに大量の水を必要としたせいか――こんこんとわき出ている岩風呂の湯量が、普段よりもかなり減っていた。湯船の底にぺたりとお尻(しり)をつけていても、深さはふくらんだ胸の下くらいしかない。そのことがまた、ベルゼビュートを苛(いら)立(だ)たせるのだ。

（人間と、魔族が結ばれるだと……？　くそっ）

　けれどもベルゼビュートはそれが不可能ではないことを、誰よりも知っている。己が人間を母に持つ、大魔王の娘だからだ。

　いいや。だからこそ、自分は決して認めない。人間の血を否定する。

（人間は……嫌いだっ）

　ベルゼビュートは心底そう思う。――もうあの、「泣き虫」な自分に戻る気はない。

（そのために我は、絶対に、父上の跡を継いで大魔王とならなければいけないのだ。それなのにッ）

　ゴローのヤツめ。ベルゼビュートはあの勇者の少年を思い出し、歯がゆくなる。こんな大事なことを、ずっと彼は隠していたのだ。許せなかった。

　けれども、おずおずとフェネクスが進言する。

「いえ、あのうー。アスタロトさまの話ではなくて。勇者が、賢者を捉(とら)える作戦を考えたとかで、協力する魔族を招集しているですよ。それをベルゼビュートさまのお耳にも、一応入れておこうと思いまして……」

「？　ゴローが、賢者を？」

「そっ、それだけですので！　では私は、これで退散いたしますです！」

　これ以上ベルゼビュートの邪魔をしてはならない、と判断してか、フェネクスが脱衣所の扉を素早く閉めた。

　思わぬ情報にベルゼビュートは腰を浮かせて振り返るが、そのときにはもう気配はない。フェネクスは失礼がないよう、早々に立ち去っていた。

「賢者を捕まえるというのか、ゴローが？　人間で、勇者であるのに」

　それは理解できないことだ。いや、最初から彼はそうだった。一貫していたのだ。

　あのときも――パイモンが賢者の関わりを暴露した際、勇者の少年はアレクトリアを疑った。人間だから、魔族だからということで、彼は判断しないのだ。

「俺は、教師なんだよ！」

　薄い湯煙の中、ベルゼビュートは思い出す。そう言って彼は、賢者少女の前に立ちはだかった。教師というものは、そういったものなのだろうか？

「ゴロー……あやつは本当に、アレなのだから！　まったく！」

　ばしゃんっ！　とベルゼビュートは、拳をお湯に叩きつける。派手な飛沫(しぶき)が飛び散り、湯煙を掻き消した。だが、以前にも「アレ」と誤魔化した気持ちだけは、ベルゼビュートの中で消えない。

（……。我は――！）




「俺は、教師なんだよ！」

　――その言葉がずっと、アレクトリアの胸の奥に残っていた。銃口を突きつけられても揺るがない、勇者の少年の真っ直ぐな瞳。あれが忘れられないのだ。

　崩壊した、《パンデモニウム学園》の瓦礫の隙間を移動しつつ、アレクトリアは自(じ)嘲(ちよう)する。自分はそもそも、知識でしか教師を知らない。学校に通ったことがないのだ。

（それなのにワタシは、副担任などを騙(かた)って……おかしいですね）

　かわりにずっと、アレクトリアは賢者としての修行をして来た。それ以外の生き方など、考えたこともなかった。

　だからこそ、「《五代目》勇者が和平目的で魔界に派遣された」だなんて、許せなかった。

「Unbelievable(理解不能)、です」

　つい母国語混じりに呟いて、しかしアレクトリアは自戒した。気配を殺すことは、初歩の初歩だ。再び気を引き締め直し、移動する。目的は魔族たちの目から逃れるため、というのが大きいが――変(へん)貌(ぼう)したこの学園の様子を、つぶさに記憶しておく必要があったからだ。また、食料を分散するときに一緒に隠した、武器弾薬の確認の意味もある。

　もちろん、この魔界での長期戦を見越しての行動だった。幸いにも、大きな破片の集まりと化した学園では、身を隠す場所だけには不自由しそうになかった。まだまだ戦い続けられる、とアレクトリアは確信する。

　それは己が、今まで鍛(たん)錬(れん)を積んできたからこその自信だった。

（……そうでなければ、単身で魔界に潜入するような真似はしません）

　アレクトリアは自らの行動を振り返る。父経由で物資輸送の話を聞いて、いてもたってもいられなくなった。勇者が魔族と手を組むなんて、神への冒瀆だ。許せない。

　だから、コンテナにこっそり入った。二重構造となった壁に、武器弾薬を詰め込んだ。わずか十四歳にして、賢(けん)者(じや)襲(しゆう)名(めい)の証(あかし)である「洗(せん)礼(れい)名(めい)」をもらったアレクトリアにはたやすいことだ。

　そして、ここで《五代目》である護狼と出会った。彼は、拍子抜けするほど普通の、日本人の男の子だった。

（再生する肉体は、確かに神の加護を受けた、勇者そのものでしたけど。でも……）

　どうして、あそこまで違うのだろう？　自分や――父と戦ったことのある、《四代目》と。

　アレクトリアは今でもしっかりと覚えている。魔族との和平については、先代賢者である父も一度、是非について力尽くで止めようとしたのだ。ところが《四代目》の勇者の力は、賢者を遙かに超えていた。

　歴代最強――。その意味を、アレクトリアは幼少時代に刻み込まれた。父は結局指一本《四代目》に触れることなく、敗北したのだ。父をすでに上回るとされる、アレクトリアの信心を持ってしても、今でも《四代目》村(むら)雲(くも)士(し)輝(き)には勝てないだろう。

（それなのに……。なぜ、《五代目》さまときたらっ）

　アレクトリアは頼りない、護狼の顔を思い出す。彼は、あまりに普通すぎた。

　いや、それはずっと昔からだ。アレクトリアは一人、幼少時代に思いを馳(は)せる。それは十年ほど前のこと。

（そう……昔から、そうでした）

　古い記憶を呼び起こして、アレクトリアはぽつりと思う。

（……。あの方は、きっと覚えていないだろうけれど）

　どうでもいい、とアレクトリアはすっぱり忘れる。あれは、自分の「弱さ」の記憶でもあった。故に、心の奥に封印する。

　――ただしそんなことより、実は少し余裕がなかった。崩壊の跡も生々しい学園内を彷徨(さまよ)いつつも、アレクトリアは「あるもの」を捜していたのだ。が、さすがにいろいろ壊れすぎたせいだろう。記憶を頼りにいくつかの地点を巡ったものの、無事な姿で残っていたものと出くわさない。まずい。焦燥感がアレクトリアを支配する。

　だから、だろうか。ついに三体の魔族たちに、出くわしたのは。

（！　あれは？）

「……お嬢、ここはぼくが見張りますよ。後から来たくせに、陣取らないでくださいよ！」

「あーら、パイモン。傷はもうよろしくて？　出しゃばらずにおとなしくしていればいのですわっ」

「む！　ここだと見通しがきいて、どっちから賢者が来てもわかりやすいんですよ！　それ知ってて、お嬢も網を張ってるくせに！　フルフル、なんか君も言ってやれ！」

「え？　んーとんーと。あたいがついてれば、十分なんだもン！」

「ほーら、フルフルもこう言ってることだし……」

「ちょっと！　だからフルフルは、噓(うそ)しか吐(つ)けないんですの!!」

　唯一半壊程度で済んだ、最も大きな塔の、いくつかの回廊が交差する場所。そこでやりあっていたのは、銀髪の魔王少女とオレンジ色の髪の少女型魔族だ。それにパイモンとくっついた、鹿の角を持つ雷(らい)撃(げき)使(つか)いのフルフルである。

　他に魔族の気配はないようだ。彼女らのようにアレクトリアを見つけるため、分散して待ち構えているのだろう。ややこしそうだ。アレクトリアは瓦礫を陰に回り込めそうではあったものの、あえて近づかないことにする。

　だがその彼女たちの向こうには、ずっと探し求めていた、「無傷」のあれが存在していて。

　はっ、と思ったときには、アレクトリアは音もなく動いていた。

「だいたいフルフル程度で、あの賢者アリアとやりあえますの？　まあ、フォルネウスがさっきの疲労で使い物にならないあなたには、他に選択肢がないのでしょうけど！」

「うぐっ。お、お嬢だって、一度は賢者にやられたくせに～～！」

「あ……あれは油断してたからですわ！　真正面からやり合えば、たかが人間など億千人攻めてきても――んぎゅっ!?」

　話に夢中になっていたルシフェルを、アレクトリアは背後から一瞬で締め落とした。完(かん)璧(ぺき)に気配を殺して近づいたため、銀髪の魔王少女はやられたことさえ気付かずに頽(くずお)れる。ぎょっとしたのは話をしていた、パイモンとフルフルだ。が、そのときにはもう、アレクトリアは追撃していて――。

　フルフルとパイモンの腹を、まとめてアサルトライフルのストックで鋭く殴った。二体の華(きや)奢(しや)な魔族たちは、ほぼ同時に体をくの字に折り曲げて倒れる。アレクトリアが身につけた、「無音暗殺術(サイレントキリング)」である。

　が、トドメは刺さずにアレクトリアは三体の魔族たちを跨(また)いで通った。銃やナイフを使わなかったのは、銃声や血の臭いで他の魔族たちに気取られて、押しかけられるのが困るからだ。

「アナタたち程度では何度やっても、ワタシは止められませんよ」

　倒れたルシフェルたちにそれだけ告げて、しかし急いで目的を果たそうとする。アサルトライフルを身構えながらも、そそくさとアレクトリアは足を速めて。

「――フン！　なら、我をキサマはどう止める？」

「はっ！　な……！」

　迂(う)闊(かつ)だった。気配など、まったくなかったはずなのだ。だが気付いたときには、眼前でそう吐き捨てた、黒き鱗に身を包むベルゼビュートの顔があった。回廊の壁を蹴り、人間を超越した速度で滑り込んできたのである。

　それでも咄(とつ)嗟(さ)に反応できたのは、日頃の鍛(たん)錬(れん)のおかげだろう。アレクトリアは真っ先に摑まれた、アサルトライフルを自ら破棄した。鉄でできた銃身が赤毛の魔王少女の手で、簡単にひしゃげてしまう。その音を聞きながら、動きの邪魔になる武装をすべて捨てた。残るのは胸元から下げていた、慣れ親しんだ十字架だ。それを二丁の『銃字架(クロスガン)』へと分離して、信仰心の輝きを祈りとともに放とうとする。

　が、間に合わない。漆黒の鱗に覆われた剛(ごう)腕(わん)が飛んでくる。二丁の銃を握った手で、受け流すのがやっとだった。しかしそこまでだ。

　アレクトリアは、素手による格闘術も会(え)得(とく)している。けれどもベルゼビュートはそれ以上に素早く動き、「ん？　こうか？」と関節技(サブミツシヨン)すら返してしまう。結果――冷たい石の床に組み敷かれたのは、アレクトリアの方だった。

　全身から血の気が引く。完全に両腕が極められて、動けなかった。握った銃が手から離れる。

「クク、無駄だぞ。非力な人間では、こうなれば終わり、だ」

「う、あっ……ど、どうして？　アナタが、こんなところにっ？」

　さすがにアレクトリアはぞっとした。床にうつぶせの形で抑えつけられた自分は、ベルゼビュートがその気になれば、いつでも殺されるだろう。

　だから、今できたのは彼女を動揺させるくらいだ。

「……アナタ、勇者と結婚させられることを望んでいるの？　それで、こんなことを？」

「ち、違うぞ！　我があの、ゴローと結婚するだなんて、あり得ぬッ！」

　赤毛の魔王少女が吼えた。が、抑える力はゆるまない。そればかりか、アレクトリアは覚悟する。彼女は結婚する気がない。つまりこれはただ、やり過ぎたアレクトリアに対しての復讐でしかなくて。

　しかし――意外にも予想は外れた。

「我はな、人間と結婚する気などないッ。ただ、次期大魔王にはなる。……我が大魔王の座について、そんな約束など反(ほ)故(ご)にしてやる！　そう、和平と同じだ！　最初からそう考えればよかったのだッ」

「――ベルゼ!?」

　ベルゼビュートがそう宣言したとき、騒ぎを聞きつけたのだろう。アスタロトやザガンといった魔族たちを引き連れて、あの勇者の少年がやってくる。その彼に、「ほら」と赤毛の魔王少女が促(うなが)した。

「ゴロー、そういうことだ。聞いていたのだろう？　なら、キサマは告げよ。今回の、授業とやらの勝者を！」

「ベルゼ……。ああ、うん」

　少し戸惑いながらも護狼が頷く。側で倒れていたルシフェルたちに駆け寄りながらも、集まってきた魔族たちに聞こえるように、大声を張り上げた。

「賢者アリアを、ベルゼが無傷で捕獲した！　だから、新しいクラス委員長は、ベルゼビュートだ!!」




「おおー！」

「今度は、ベルゼビュートさまが？」

　新たなクラス委員長の誕生に、駆けつけた魔族たちが沸(わ)き立(た)った。

　一方で、安(あん)堵(ど)するのはアスタロトだ。

『にゃはーん。これでやっと、アーちゃんはくらすいいんちょってのから交代なのだ～』

「――いいか！　賢者を殺さなかったのは、本ッ当に、我が大魔王になりたいからだぞ？　キサマと結婚したいとか、そんなわけではないからなッ！」

「わかってる、わかってるってベルゼ。もう」

　いちいち怒るベルゼビュートをあしらいつつ、護狼はしかし驚いていた。まさか彼女が戻ってきてくれるとは思ってもいなかったのだ。

　しかも赤毛の魔王少女は、護狼の命令をきちんと守る。魔族たちが集まってきた、数本の回廊の交差点――そこでまだベルゼビュートにのしかかられて動けない、アレクトリアの姿があった。彼女は恨めしそうに、護狼や騒ぐ魔族たちを睨(にら)んでいる。

　そんな捕まった賢者少女の様子を見てわめくのは、意識を取り戻したルシフェルとパイモンだった。

「ちょっと、もう終わってますの？　なんでベルゼが……ああああ、てことはまた、わたくしが勝てませんでしたの!?　な、なんですのー！　ちょっとパイモン、あなたのせいですわよ!!」

「な……ぼくのせい？　そっちこそ真っ先にやられたくせに、ですね！」

「邪魔さえなければうまくいってましたわ！　せっかく予測通り、わたくしの張っていたところに賢者が現れたっていいますのに！」

「……いや、予測したのは俺だろ？　これ、俺の作戦なんだから」

　護狼は思わず横でぼやいてしまうが、ルシフェルやパイモンはさっぱり聞いていないようだ。同じように目を覚ましたフルフルが困惑する中、勝手にぎゃーぎゃーやり合い続ける。

　かわりに反応したのは、組み敷かれたアレクトリアだった。

「よ、予測して、張っていた？　まさか……！」

　彼女ははっ、と頰を強張らせる。ようやく護狼の術中にはまっていたのに気付いたようだ。

「こういう汚い手を使うのは、どうかとも思ったんだけど。……アスタロトに学園が壊された後だから、自然すぎてわからなかったでしょ？　それとも、考える余裕がなかったのかな」

　ちょっと意地の悪い顔になってしまうのは、仕方がない。護狼はちらりと、この交差点の脇にある「施設」に目を向けつつ、説明する。無事残ったここに、そのうちアレクトリアが来ることはわかっていたのだ。少し苦笑いが漏れた。

「確か、『力のない勇者に、賢者が従う道理はない』だっけ？　――これが、俺の力みたいなものだよ、アリア」

「！　こ、これが、ですか？」

「うん。君の目にどう映るかは知らない。でも……伊(だ)達(て)に俺はたった一人で、魔界で一ヶ月も過ごしてきてない、ってわけさ。魔族には思いつけない。俺だから、人間だからこそ思いついた方法だよ」

「……！」

　アレクトリアは相当気に入らなかったのか。ベルゼビュートの下で、わずかに動かせる足をじたばたさせた。

　いや、その動きは明確な意志で、逃げようとさせたものではない。ははーん、と護狼は勘付いた。

「そうか、そろそろかな？」

「うっ、く……な、なにがです？　なにもそろそろではないですが、なにか？」

　平静さを装おうとする賢者少女だが、どうやら限界が近いようだ。「ん？」と訝(いぶか)しむのはベルゼビュートであった。

「なんだ、こやつ？　言っておくがゴロー、我は力を込めてはいないぞ？　キサマの言うとおり拘(こう)束(そく)しているだけだ。……だが、いつまでこうしていればいい？」

「ベルゼ、もう少しだけそのままでいてくれ。これから――彼女にきちんと、謝ってもらわなきゃいけないから」

「？　なんだと？」

「悪いことをしたら、ちゃーんと『ごめんなさい』ってみんなに謝る。それが人間の責任の取り方のひとつ、なのさ」

　よくわからない、といった顔をするのは、ベルゼビュートばかりでない。『にゃふ？』とネコミミを動かしたアスタロトも、パイモンとのやり取りを中断させたルシフェルも、「ごめんなさいぃ？」と皆が同じ表情をした。

　そう。人間どうしで交わされる「いただきます」といった礼節の言葉を教えるのも、護狼なりの教育のひとつなのだ。

（ついでにこの際だから、アリアにはそのための犠(ぎ)牲(せい)になってもらうとしよう。うん）

　やり口は最低だけど、と少し罪悪感を覚えながらも、護狼はあえて撤回しない。これしか魔族との間に、けじめをつけさせる方法は思い浮かばなかったのだ。

　そして、アレクトリアに対するオシオキとしても、これ以上に効果的なものはなくて。

　やがて彼女は明らかに、顔色を変化させた。青ざめて、赤くなり、はあはあと荒く息をする。
















「あ……ああっ、駄目！　《五代目》さま、わかっておられますよね？　ワタシの状態！」

「んー？　まあそれは、俺も人間だからさ。一応は」

「ひ、ひどいです！　これは、ちょっと、あの……！　んっ、くっ、はあっ」

「こやつは、いったいどうしたというのだ？　さっきから死にそうな顔をしているぞ？」

　さすがにベルゼビュートが訊いてくる。と、彼女はすぐ後ろにある、護狼のつくらせた「施設」を見た。

「そういえばこの設備がある近くで張っていればいい、というのがゴローの作戦だったか？　これに関係しているのか？」

「うん、そのとおり」

　護狼は頷く。そして魔族には必要のない「施設」――トイレについて補足した。

「人間にはね、食べたものが魔族みたいに全部消化できないから、残りを出す必要があるんだよ。ここは、そのために俺がつくってもらったものだけど。……人間の女の子にとっては特に、ここ以外の場所ですることは、ものすごく屈(くつ)辱(じよく)的(てき)な行為なのさ」

　護狼は今回、そこを逆手に取ったのである。

　本当に最悪で最低の、外道のような手段だった。

「って俺……考え方がだんだん魔族的になってきたか？　はは」

「うああああああん！　Holy shit(ホーリーシツト)!!」

　アレクトリアが水晶色の瞳に涙を溜めて、侮辱の言葉を口にした。が、それが精一杯の抵抗のようだ。あっ、あっ、と彼女は小刻みに震え出す。今度は懇(こん)願(がん)するような顔で、いやいや、と首を振った。

「ほんと、駄目、です。ワタシ、もう……もっ、漏れっ」

「だからさ、ちゃんと謝ってくれれば解放するよ。もちろん俺にじゃなくて、ここにいる魔族のみんなに、二度としないとね」

「！　賢者のワタシがそのような真似、できるはずが――あああああ、漏れちゃう漏れちゃう!!　か、神よー！」

「そう、賢者の君は神をなによりも大切にしてるんだろ？　なら、心から神に誓ってもらうよ。誓いの言葉を付け足して！」

　護狼はきちんと釘(くぎ)を刺す。賢者の力の源は信仰心だ。その神に噓を吐く真似は、さすがに彼女もしないだろう。

　その読みは的中してか、アレクトリアが涙目で嚙みつこうとする。

　けれどももうその頃には、彼女のかぶった聖帽は、にじみ出る脂汗に湿っていて――。

「ああ、神よ！　どうぞお許しください！」

　アレクトリアが絶叫した。

「神の御名において、誓います！　Sorry(ソーリー)！　Sorry(ソーリー)です！　魔族の皆さん、ごめんなさい、すみません！　もうしませーん!!」

















「――――――――――～～～～～っ!!」

　ベルゼビュートに解放された賢者少女は、勢いよく立ち上がる。しかしふらふらとした足取りで、すぐ側(そば)にあったトイレへと消えた。走っていくことができないほど、限界を超える寸前だったのだろう。

　その情けない後ろ姿を見送って、護(ご)狼(ろう)は「ごめん」と一言謝っておく。

　だが――その声は次の瞬間、わっ、と護狼を取り囲んだ魔族たちの声に掻(か)き消(け)された。

「魔王さま方ですら手こずったあの賢者に、謝罪させるとは！」

「しかも……自ら手を下すことなく？　なんと卑劣な」

「屈(くつ)辱(じよく)的(てき)な行為を取引材料にして……。まさに、見事なまでの外道っぷりだ！」

「いや、あのね。……人を、極悪非道みたいに？　いや、まあ多少やり方はひどかったけどさ」

　一応魔族的には褒(ほ)めているのだろうが、護狼は顔が引きつるばかりだ。一方、神妙な顔をしているのは、賢者を解放した赤毛の魔王少女だった。

「フン、ごめんなさい、か」

「？　なに、ベルゼ？　きちんと謝罪はさせたはずだけど」

「これだけの騒ぎを起こしておいて、それで済ませるとはな」

「あ――」

　護狼は、ベルゼビュートが指し示した真意を察する。彼女がちらりと視線をやったのは、回(かい)廊(ろう)の先。瓦(が)礫(れき)で埋まる、壊れた《パンデモニウム学園》そのものだった。

「いや、ええと。でもここまで学園を壊したのは、別にアリアってわけじゃ。ね、ねえ？」

『にゃふ？　アーちゃんは楽しかったって言ってるのだ！』

　助けを求めるようについ、護狼は黒猫の魔王少女に目を向ける。ところがアスタロトときたら、頭の上の黒猫を笑顔にした。心なしか無表情の瞳さえ、きらきらしているようにも見える。

『ゴロちゃんの、みんなと力を合わせればってこと、アーちゃんちょっとわかったみたいなのだ！　アーちゃんだけだったら、でっかい「３１号」なんて、つくれなかったのだー。にゃはは』

「へ？　……あ、あー。それは、うん。そうだけど」

『にゃむ？　それとも、アーちゃんは「ごめんなさい」した方がいいのだ？』

　ふいに、アスタロトがしおらしくなる。ぐっ、と言葉に詰まるのは護狼の方だ。

　というのも、相手はこのアスタロトである。

（これまで一度たりとも、他の魔族と協力することのなかった彼女が――曲がりなりにも、協力することの意味を知ったわけで。くっ）

　計らずともそれは、護狼の企画した野球を通して、ではなかったけれど。普通に考えれば、壊したことを謝らせるのは当然だった。しかし教師としては、誰よりもうまく授業の本質を学べた彼女を、叱(しか)ることなどできなくて――。

　そんな護狼の葛(かつ)藤(とう)など無視して、ベルゼビュートが「こら」とアスタロトを叱った。

「しなくていいぞ、アスタロト。そもそも魔王が人間ごときに謝るな！」

　彼女はぴしゃりと言い放ち、ついでに護狼を睨(にら)み付(つ)ける。

「まったく、ごめんなさい、だと？　――我は絶対に使わないからなッ！」

「そこだけは、ベルゼに同意ですわね」

　パイモンといがみ合っていたルシフェルも、横で話を聞いていたのか。こんなときだけはこくこく頷(うなず)く。

「だいたい謝罪の言葉を口にさせて、信用できるものですの？　償(つぐな)いにはほど遠いですわっ。ねえ、パイモン？」

「……なんでぼくなんですか」

　いらっとしたのはパイモンである。が、すぐに減らず口を返した。

「それよりお嬢こそ、ぼくをないがしろにした件、すがりついて謝ればいいんですよ。ええ、ええ」

「なんですって？　はっ、謝ってもらえればそれでいいんですの？　その程度というわけですわね、あなた。なんなら口先だけで、謝ってあげてもよろしいですわよ？　うふふふふ」

「ぐっ！　あー言えばほんと、こー言う！」

「おい、あのね？　ルシフェル、パイモン。そういうのは心から謝るからこそ、意味がだね――」

　護狼がきちんと説明し直そうとする。だが、そのとき。

　ものすごい音が、トイレからいきなり聞こえた。わいわいと騒がしかった魔族たちが、思わず静まりかえるほどだ。

　そして、中から出てきた者が一人。もちろん、修道服姿のアレクトリアである。

　けれども彼女の手には、十字架が分離した二丁の銃が握られていた。思わず左右に割れたのは、取り巻く大勢の魔族たちだった。ベルゼビュートやルシフェルも、咄(とつ)嗟(さ)に下がって距離を空ける。撃たれてはかなわない、と思ったのだろう。

「あ、アリア？」

　そんな中、護狼だけはその場で呆(ぼう)然(ぜん)と突っ立っていた。はっとするのは、その辺りに散らばったままの、アレクトリアの銃器の数々だ。その中に確かに、彼女の二丁の銃だけがない。身を守る最後の武器を、賢者少女は手放さなかったのだ。

　二つの銃口は護狼を狙(ねら)ってはいない。実弾を伴わない光の矢は、魔族にしか効果がないからだろうか。それでもかわりに水晶色の瞳が、射貫くように護狼を見つめて。

「ちょっと、そんなに嫌うことないじゃないか？」

　護狼はつい愚(ぐ)痴(ち)をこぼした。

「……あ、いや。嫌われるようなこと、十分やったか。はは、は」

「屈辱、です。ワタシにあんなこと、神に誓わせるなんて」

　ものすごく怒っているのだろう。銃を持ったまま、彼女は護狼の前に来た。一発、固い銃の握り手の底で、ぶん殴られたりするのだろうか？　それくらいは仕方ないか、と護狼は覚悟する。自然と、ぎゅっと瞼(まぶた)を閉じた。――だが。

「なら、ワタシもひどいことを仕返しします」

　アレクトリアがそう告げた瞬間、それは起きた。やわらかくてあたたかい感触が、護狼の口を塞(ふさ)いだのだ。その初めての体験に、護狼はもちろん目を開ける。すると見えたのは少し背伸びをして、護狼に唇を重ねた少女の顔で――。
















　は？　護狼は何が何だかわからずに、呼吸を止めた。やがてアレクトリアが離れて、にこっ、と微笑(ほほえ)む。

「こういうの、日本語でなんて言うのでしたか？　唾(つば)をつける、ですか」

「や、あの……はいー？　今、なにを？」

「キスですがなにか」

　アレクトリアがにこやかに言ってのけた。ただ、よく見れば目は笑っていない。銃を持つ手でくりくりと、金色の髪をいじる。

「ちなみに、もちろんファーストキスですから。神に誓って」

「いや、そんなの俺もだけど。な、なんでー？」

「だって、魔族になんか渡してたまるものですか。結婚は、ワタシとしてください。絶対に」

　二丁の銃を握ったまま、アレクトリアはじろりと魔族たちを威(い)嚇(かく)した。が、真っ赤になる護狼にひとつだけ釘を刺す。

「アナタはご存じないようですが。これはもともと、賢者の家系の悲願なのです」

「は？　……悲願？」

　なに？　ここにきて新しい情報を知り、護狼は狼狽(うろた)えるばかりだ。

「賢者は代々、神に祝福されし勇者の血を取り戻したいと、ずっと願ってきたのですよ」

　しかしアレクトリアには当たり前のことなのか、平然と言ってのけた。

「この六十数年の間で、ワタシは賢者の家系で初めての女子となります。だからこそ父は満を持して、ワタシに跡を継がせたのです。――これでワタシと《五代目》さまが子を成せば、悲願は達成されるわけです！」

「……なんだって？」

「キスの責任、とってください。いえ、とらせますので」

　アレクトリアが二つの銃を、十字架に戻した。元通り胸に下げて、コートのように開いていた服の前をきちんと閉じた。そうしてぴたり、といきなり護狼に身を寄せる。

「喜んでください、《五代目》さま。情けなくて、なんの力もないアナタですけれど。それでも一応、どんな形にしろ……ワタシが、神に謝罪したのは確かですので。この屈辱ぶんくらいはアナタのこと、認めてあげます」

　それがキス――ということなのか。水晶色の目を伏せて、賢者少女は言った。それでも彼女自身、慣れない行動なのだろう。その頰(ほお)ははっきりと朱に染まっていて。

「いや、ちょっ」

　なにがなんだか!?　護狼は混乱し、言葉に詰まる。もちろんアレクトリアの本意からの行動ではないだろう。それでも護狼が動揺するには十分で、自ずと助けを求めるように、周りを囲む魔族たちへと視線を向けた。だが。

『きす……今の、なんだったのだー？　ってアーちゃんが！』

　興味津々な様子で、黒猫の光るボタンの目をいっそう輝かせたのはアスタロトだ。

『口と口をくっつけたのだ！　それ、結婚することと意味あるのだ？　にゃむむむむ』

「って、おい？　結婚はわかってるのに、魔族にはキスの習慣はないってこと？　なんてアンバランスな……いや、あのね？」

　食いつくように訊(き)かれた護狼だが、教師として答えるべきなのか、さすがに悩む。

　だからかわりにアレクトリアが説明した。

「キスは、人間の男女間にとって、聖なる誓いの象徴たる行為なのです。結婚を約束する、という意味の」

「！　ちょっ、アリア？　だいたい今のキスは、君から一方的にだね！」

「――あら、ゴローさまっ。そんなことなら早く教えてくださればいいのに～！」

　すると、いきなり護狼に飛びついてくるのは銀髪の魔王少女だった。彼女はアレクトリアの反対側を占(せん)拠(きよ)して、護狼に「ん～～～～」とキスをせがむ。

「こうですの？　こうですわね、ゴローさまあ？」

「だっ、だから勘(かん)弁(べん)してって、ルシフェルー！」

「フン！　なにが、きす、だ。くだらんッ」

　一方、まったく興味がないのは、不愉快そうな赤毛の魔王少女だった。それと、その隣にいるパイモンだ。

「人間というのは奇妙な風習を持ちますね。とゆーか……次期大魔王と勇者が結婚だなんて。それがまず、おかしいんですよ」

「お？　クク、気が合うではないかパイモン」

「当たり前です。興ざめですよ！　ぼくはぜーったい勇者と結婚なんかしませんからね！」

　オレンジ色の頭をぶんぶん振って、パイモンが全力で拒絶した。ルシフェルのように抱きついてこられても困るが、そうまで嫌われては護狼もへこむ。

「うあ。そ、そこまで言う？」

「な、なんですか残念そうに？」

「いや、そういうわけじゃ」

「……あのですね。アナタが望んでも、無理なものは無理なんですよ！　ぼく、『男の子』ですから！」

「は――はああああ？」

　なんですと？　今度は、護狼がぶんぶん頭を振る番だった。信じられない。

「だってどう見ても君、女の子じゃないか！　いや、胸は確かにぺったんこだけど？」

「どこが女だってゆーんだよ！　ほら！」

　ばっ、とパイモンがまくり上げたのは、そのミニスカートだった。わっ！　と大胆な行動に、護狼は手のひらで目を押さえようとするが――。

「うわ、見えた!?　下着が、こっ、こんもりしてるー！」

「当たり前ですよ！　今まで勘違いしてたんですか？」

「ゴローさま、ご存じなかったのですね。でも正確には、パイモンは両方『ついてる』魔族ですわ。まあ女の子でも、あながち間違いでもありませんの」

「！　ええっ、そーなの？」

　さらりとルシフェルが口にした真実に、護狼はまたもや驚かされるばかりだ。が、こだわるのはパイモンである。

「ぼくは、男ですよ！　ずっと『ぼく』って言ってるじゃないですかっ。パイモン家は好きな性別を選択できるんです！　そりゃ、女の子の部分も持ってますけど！　だいたい性別なんかどーだっていいじゃないですか。人間には二つしかないから、わからないんでしょうけど。……とゆーか」

　まじまじと見入る護狼と改めて目を合わせ、パイモンが急にもじもじした。

「ぼ、ぼくを女の子として見てたって……。そんなの、でも。ぼく、それは、相手にその気があるなら」

「なに顔赤くなってんの？　いや、俺は第一、結婚なんて考えてないから！」

「そうですよ。だいたいワタシが魔族などと結ばれるなんて、阻止してみせます」

　アレクトリアが割って入り、今にも胸の十字架を二丁の銃に変えようとした。

「《五代目》さまの子供は、このワタシが産むのですから」

「君も違うー！」

　勝手に断言したアレクトリアに、護狼はちゃんと言っておく。だが、張り合うのはルシフェルだ。パイモンに気を取られた賢者少女に代わって、「あーら、じゃあわたくしと」などと引っ張り、やはり唇を近づける。

　もちろんアレクトリアもさせまいと、護狼の腕を摑(つか)んで抵抗した。

「ぎゃー、い、痛いよ二人とも!?」

「お許しくださいね、ゴローさまっ。あの女が人間風情のくせに、意外に力があるからですわ！」

「放すわけがないでしょう？　ワタシには、賢者の宿願がかかっているのですから！　神もそう望んでいるはずです」

「おい、だからアリア？　また十字架に手を伸ばそうとする！　マジで勘弁してくれよ。た、助けっ」

　それは、「つい」だった。護狼は泳がせた視線を、正面に立っていたベルゼビュートに向けたのだ。

　とたんに赤毛の魔王少女は、顔を真っ赤に染め上げた。

「なぜ我を見る？　見たのだ？　キサマー!!」

「へっ。いや……あの、ええっ？」

「我はだからっ、キサマなぞ気にかけたこともないわー！　死ぬがいいッ!!」

　ぼぐっ！　というものすごい音が聞こえた。ベルゼビュートが全力で殴ったのだ。

　直前で手を放したアレクトリアとルシフェルを残して、護狼の体は吹っ飛んで――。




†




（なんで今ので、俺が殺されるわけ？　り、理不尽だー！）

『うわっ、なんだよ護狼？　いや、いいタイミングで死んだか？　ハ！』

（父さん！）

　またもや白い世界に飛ばされた護狼は、いつものように光となった父と出会う。が、いったい何が「いいタイミング」なのだろう？　さすがに護狼はむっとした。

（死ぬのにいいタイミングなんてあるわけないだろ……なに？）

『？　なんだよ、やけに不機嫌だな？　そういえば反抗期か？　ハハ』

（……十五歳だからね、そりゃ反抗期にもなるだろうけど。そうじゃなくて！　なんかもうっ、なんで！　アリアが「勇者の血を取り込むために結婚しに魔界へ来た」とか、そんなことになってるの？）

　護狼はさすがにショックだった、賢者の行動の真相を告げる。

　ところがどうやら、父は驚かないようだ。『あー、そのこと？』と軽く流す。

『いや、だからその件で、お前に話しておくことがあってな。ちょうどいいタイミングってわけだ』

（えっ。なに？）

『だから、前に言っただろ？　オレの方でも動いてみるって。――賢者と連絡を取ってみたのさ。ああ、アリアって子の父親だな』

（あ。そうなの？　いったい向こうはなに考えて）

『賢者を継がせたのは事実だが、娘が魔界に出向いたのは、彼女の独断だとよ。こっちが訊いたら、まったく知らなくてびっくりしてたぞ』

（へ？　なんで？）

『まー、しゃーない。なにせ向こうはお前の「許(いい)嫁(なずけ)」だったからな～』

　すると父が、いきなりとんでもないことを告げた。

　ここ一番で、最もショッキングな内容だ。護狼はしばし一言も発せなくなる。

『いや、だから許嫁。大丈夫か？　護狼』

（――はああああ？）

　ようやく護狼は言葉を出せた。いや、思考停止状態から脱したのだ。

（いいなずけ……許嫁だって!?　なにそれ、俺聞いたことないよ！）

『あーそうだっけ？　ハハハ』

（笑い事じゃないよ！　超重要じゃないか、それ！）

『確か一度、引き合わせたことがあったと思ったけど？　お前に話すの忘れてたか？』

（あっ。じゃあやっぱり俺、子供の頃彼女と会ってて――）

『まあいいじゃねえか。どのみち次期大魔王との結婚が持ち上がったときに、そっちの方は立ち消えになったんだよ。お前だって別に、政略結婚なんてヤだろ？』

（あの……。どっちみち政略結婚なんですけど！　いや俺、魔族とも結婚なんかしないからね？）

『んー、ちなみに賢者の家からは、改めて謝罪のメールが届いてたよ。ええと確か、「娘が勝手にやったことで申し訳ない」「ふつつか者だがよろしく頼む」だったかな？』

（それ、完全に嫁として送られてるよね？　違う？）

『このー、護狼！　半人前のくせにモテモテだな～。ハ！』

（モテ……てる、のか……。これが!?　肉体があったら、血の涙を流してるところだよ！）

『うるせーなー。しょうがないだろーが。ほら、《勇者心得》その９９にもあるだろ？』

（え？　あ――その９９、「勇者はその血を必ず後に継(けい)承(しょう)すべし」？）

『そーゆーことだ。だから歴史的に見ても、政略結婚はよくあることだぞ？』

　しごく当然のことなのだろう。勇者は、特殊な血筋である。だからこそ最低一人は、その血を受け継ぐ子孫を残さなければならないのだ。しかし、護狼は素直に叫ぶ。

（知ってたけど！　ちゃんと覚えてるけど！　政略結婚だとは聞いてないよー!!）

『別に政略結婚でなくてもいーぞ？　ああ、ちなみに俺は恋愛結婚だったんだがな。母さんとは若い頃、いっつもラブラブでだなー。魔族とやり合った後は必ず燃えて』

（そ、そんな話は……）




「もっと聞いてなーい！」

　護狼は最後の言葉とともに、覚(かく)醒(せい)した。はっと気付くと、空に浮かぶ三つの色の月が見えた。

　ここは屋根を失った、空中回廊のひとつらしい。と、護狼の体を包むのは、なんと眩(まばゆ)い光であった。賢者の少女が行使した、聖帽を媒体とした薄い輝きの膜(まく)である。

「あ。起きたのですね、《五代目》さま」

「……アリア？」

　長い金色の髪を揺らしたアレクトリアが、護狼の側に座っていた。――この回廊はどうやら、あの唯一残ったトイレに近い場所だった。視線を向ければ数十メートル先に、見覚えのある回廊の交差点が見えた。いいや、派手に吹っ飛ばされた護狼が、転がって辿(たど)り着いただけなのだろう。

　そして賢者少女は、ずっと側にいたのか。傍(かたわ)らには銃器の数々が積まれていた。しかも一丁を手にしている。

「！　それはっ？」

　他の魔族たちの姿が見えない。もしかしてまた銃を撃って追い払ったのか？　そんな考えが頭をよぎるが――。

　ああ、これですか？　とアレクトリアは持っていたライフルを、しかしあっさりばらしてみせた。手早く片付け、脇に用意してあった袋の中に、ぞんざいに放り込む。

「神に誓ってしまいましたから。これらはもう使わないので、まとめているところです」

「えっ。そう、なの？」

「？　《五代目》さまがそう約束させたのですがなにか？」

「いや、うん。そうだね。いいことだとは思うよ」

　本気で従ってくれたのか。護狼は少し感心する。と、彼女は胸元に下がった十字架だけは握りしめた。

「ところで、これだけは護身用として残そうと思いますが。それくらいはよろしいですよね？」

「それは……まあ、しょうがないか」

　逆に、アレクトリアが魔族に殺されるのも嫌だ。護狼は素直に了承する。彼女はにこっと微笑んだ。

「感謝いたします。《五代目》さまと、神に」

「ところで、みんなは？　近くにいないみたいだけど」

「――魔族でしたら、ほら。ここからなら見えると思いますよ？」

　そう言って賢者少女が示したのは、半壊した空中回廊の下だ。起き上がった護狼は四階程度の高さがあるここから、下を覗き見る。すると瓦礫と化した《パンデモニウム学園》のあちこちにいる、魔族たちの姿があった。何やら瓦礫の運搬に大忙しだ。

「復旧作業に取りかかっているようです。あの、ベルゼビュートを筆(ひつ)頭(とう)として」

「ベルゼを？　どうして？」

「だって。《五代目》さまが決めたのでしょう？　授業での勝者を、彼女だと」

「あ……」

　それで？　護狼はぶるり、と身震いを覚えた。それは感動から来るものか。

　確かに遠目で、あの赤毛の魔王少女の姿が見えた。皆を指(し)揮(き)するように、一人だけ高く積まれた瓦礫の上に降り立って、何やら声を張り上げている。

（ベルゼは、ちゃんと新しいクラス委員長として、責任を果たそうとしてる？）

　苦労した甲(か)斐(い)が少しはあったのだろうか。護狼は教師としてのやりがいを、ようやく少し実感して――。

「はは、報(むく)われたってことなのかなあ？　ねえ、アリ――」

「まあワタシが追い払いましたから。他にすることもなかったのだとは思います」

「へ？　な、なんだって？」

「？　ワタシの大切な勇者さまですから。当然でしょう？　神の御(み)名(な)のもと、魔族に指一本触れさせません」

　アレクトリアはきっぱりと断言した。水晶色の瞳をすっ、と細める。にこやかな雰(ふん)囲(い)気(き)はどこにもない。本気なのだ。

（ああ、それで……俺、彼女の光に包まれてて？）

　護狼は遅れて理解する。聖帽の輝きで守られていたのは、そういうことだったのだ。

「いや。あのね、アリア？　俺と君が許嫁だってのは、ただの親同士が決めたものであってだね。そんなの別に」

「あ。《勇者心得》その７７、『勇者どうしの魂(たましい)は、神の聖なる世界にて出会う』ですね。今《四代目》さまと会われて、伺ってきたのですか？　では、話は早いですね」

「！　ちょっと、君はいいの？　それでっ」

「なにか？　《五代目》さまはワタシより、魔族の方がよいのですか？」

「えっ？　や、そんなことは……」

　ふいに思い出されたのは、なぜだろう。あの赤毛の魔王少女の顔だった。護狼自身が一番驚く。

（なんで今、ベルゼが思い浮かんだんだ？　俺は、別にっ。……いや）

　たぶんさっき、ここから見つけたからだろう。護狼はそう自分を納得させた。それ以外に理由がまったく思いつかない。

　だが、目の前ではアレクトリアが十字架を口元に当て、何だか瞳を潤(うる)ませていた。ぎくり、と護狼は動揺する。

　雰囲気が、さっきまでとはまるで違った。そこにいたのは最初に出会ったときと同じ、おしとやかで汚れのない乙女(おとめ)で。

「《五代目》さま……」

「えっ、いや、あの。どうしたのいきなり？」

「……。ワタシは、アナタでいいですよ。その覚悟は、もうできていますがなにか」

「はい？　そ、それは――」

　まずい。護狼は咄嗟に腰を上げた。よくよく考えてみれば、護狼は色恋沙(ざ)汰(た)などさっぱりだ。こういうときの対処の仕方を知らない。

　だから、「ごめん、トイレにいってくるよ」と誤魔化して、急いでこの場から離れた。脳裏にぱっと現れたのは、とある《勇者心得》だ。

（《勇者心得》その４８８、「どうしようもないときはある。逃げろ」ってのは、父さんの心得だったけど！）

　こういうときはそのいい加減さがありがたい。護狼はしみじみ思いながら回廊を歩き、トイレへと辿り着いた。

　噓ではなく、本当に便意を催(もよお)したということもある。毛布などもなく、ただ床に寝かされていたせいだろう。身を包んでいた光には不思議と、ふわっとしたぬくもりはあったけれど、お腹を冷やしてしまったらしい。

　――ところが。トイレで、護狼はとんでもない光景に出くわした。

「って、あれ？　な、なんだこれー？」

　魔族たちが立ち入ることのないこの場所には、無駄に広い空間に男子用小便器がひとつ。それと、ずいぶん離れて設置された、洋式タイプの便器のある個室が設置されていた。だがそのうちの小便器が、粉々に破壊されていたのだ。

「？　どういうこと？　確か、壊れてなかったはずなのに？」

　アスタロトの起こした被害から唯一免れていたのは、すでに確認済みである。しかし「まあいいか」と、切羽詰まった護狼は振り返ろうとする。どのみち今は、個室の方へ入るつもりだったのだから。

　けれども、一瞬でも足を止めたことが致命的な遅れとなった。護狼の横を通り抜け、するりと先に個室へ入った者がいたのだ。

　それは見覚えのある、紺(こん)と白の修道服を着た少女で。

「アリア、なんで？　ちょっと、どうして！」

「いえ。ワタシもお手洗いに行きたくなっただけですが、なにか？」

　彼女はさらりと、個室の厚い扉越しにそう答えた。ただし、どこか声がにやにやしている。

　まさか。護狼は真っ青になった。

「あの……アリア？　アリア、さん？　もしもーし」

「はい。入ってますよ？」

「知ってるけど！　いつ出てくる？　あの、俺、あんまり保ちそうにない感じでっ」

「さあ。たぶん、《五代目》さまが保たなくなってから、ゆっくり出ると思いますよ？」

　実に楽しそうに、アレクトリアが突き放した。しまった、と護狼は状況を理解する。

「も、もしかしてこれ、仕返し？　仕返しなの？　――そういえば、トイレから出て来たとき！　確かすごい音がして……。それって、小便器を壊した音だったのか？　そのときから、復讐すること考えてたの？　ねえ！」

　残念ながら、復旧作業中の学園で、使えるトイレはここしかない。また、他にあったとしても、護狼のお腹が限界の悲鳴を上げた。「くうっ!?」と護狼は悶(もん)絶(ぜつ)する。急に、直(ちよつ)滑(かつ)降(こう)型(がた)の感覚が襲ってきたのだ。

「あの……マジで、その。アリア、さん。お願、い」

「《五代目》さま。結婚は結婚として、とりあえず――ワタシ、借りは返しておくタイプなんですよ」

「！　あれは君、キスで、帳消しになったんじゃあ？」

「あれは、よく考えたら痛み分けじゃないですか？　ワタシも初めてだったのですし」

「そういう結論？　……くはあっ！」

　かなり、まずい。護狼は個室の前にへばりついて、ぺたぺたと手のひらでノックした。もう拳(こぶし)で叩く力がない。脂(あぶら)汗(あせ)を滲(にじ)ませつつ、必死に奥歯を嚙(か)み締(し)めて堪(こら)える。

　そもそもアレクトリアはきっと、護狼を介抱するために一緒にいたわけではないのだ。おそらくこの絶妙のタイミングを見計らうため、側にいて――護狼は心底ぞっとした。

　また完全に騙(だま)されていたのだ。まだ、わかりやすいルシフェルの策略の方がかわいかった。

（た、質(たち)が悪すぎるだろ～～～！　こんなの、こんなのっ）

「ところで《五代目》さま。この身を捧げる、と言いましたが。……その前に、ワタシの相手にふさわしい勇者となっていただきますね？」

　そうして彼女は、潜めていた本音をもさらけ出す。

「――これからはこのワタシが、なにかの折りに鍛えて差し上げますから。神も、それを望んでおられるでしょう」

「あっ、アリア～～～～～～～!!」

　さっきのしおらしい態度さえ、この復讐を隠すための前振りだったのか。

「なんてっ、なんて女の子で……！」

「ワタシこういう女なんですがなにか？　《五代目》さま」

「もしかしたら、もしかして！　俺の、初恋のコかもって思ってたのにー！」

　切羽詰まった護狼は、自分でも気付かないうちにわめいていた。言ってから、はっとさせられる。ずっと確かめたかったことではあった。

　トイレの個室のドア越しに、アレクトリアも息を呑(の)むような気配があった。だが。

「なんのことでしょうか？　《五代目》さま」

「は？　え？」

　彼女はあっさり否定した。本当にわからない、といった空気が伝わってくる。その真偽は、護狼にはつかなくて。いや――。

（そ、そうだよな！　アリアが……あの、泣いていた女の子のはずがない！）

　護狼は頭から否定する。少なくとも、思い出の彼女と重ねたくはなかった。

　もしそうだとしたら、最低で最悪な再会だ。お互いこんな、トイレを使った「ホーリーシット」なやりとりをするなんて。あの女の子は、護狼が勇者であろうと決心した、きっかけの存在である。――大切で、とても儚(はかな)い思い出なのだ。

（誰が、あのコとの記憶を汚すものかよ！　……ああっ）

　だが、そんな思考さえすぐに吹き飛ぶ。ついにがくがくと膝(ひざ)が笑った。まったく力が入らなくなる。いや、力はある一点のみに集中されて。

　それでも、やがて――「終わり」が来た。

「あ、あああ、あっ……あ―――――――――――――!?」

　護狼は最後に、絶望の叫びを漏らした。













●魔界日誌35日目

　ゼツボウを知った日。

　内容は書きたくない。書かなくても自分では一生忘れない。




　ただひとつ、教訓を「勇(ゆう)者(しや)心(こころ)得(え)」として書いておく。




　その５０６。




『死にたいと思っても死ねないのは辛(つら)い。マジで』










　　　　　□余




　――遠くで、あの人間の少年の、絶望的な叫びが聞こえた気がした。

　なに？　とは思ったものの、パイモンは「気のせい」ということにする。もとより護(ご)狼(ろう)に興味はない。

　パイモンが唯一、すべてにおいて最優先とすべきことは。

『……どうじゃ、パイモンよ』

「は、はい！」

　名を呼ばれ、パイモンは傅(かしず)いた。ここは損壊から免(まぬが)れた、《パンデモニウム学園》の「宝物庫」だ。学園の中からも外からも、一見してはわからない、厚い城壁の内部である。そこに強大な魔法で広い空間を形成した、「秘密の小部屋」の一種だった。

　ここを知る者は、学園ではパイモンのみ――。

　なぜならここは、大魔王バアル・ゼブブのつくりし場所ではないからだ。二千年近い長きにわたって放置されていたせいか、ひしめく様々な魔力を秘めた宝物は、どれも埃(ほこり)をかぶっていた。

　その中で唯一、パイモンの前で輝くのは、ひとつの丸い宝(ほう)石(せき)だ。闇の中、白銀色に輝いて、パイモンを照らしている。「声」はそこから放たれていた。

　澄(す)んだ、美しい女性の声だ。だがそこには隠しきれない、圧倒的な力の威(い)厳(げん)が備わっていた。床に転がったままの宝石は、ただ通話するだけの代物である。それでもパイモンは、宝石の輝きさえも直視できない。

　声の主は、己が生まれたときからすべてを捧(ささ)げた、絶対的な主君なのだから。

「報告いたします。あなたさまのご命令どおり、揺さぶりをかけてみました。残念ながら、その。……人間側が送り込んだ賢者とやらに、邪魔をされてしまい……」

『邪魔、じゃと？』

「も、申し訳ありません！」

　パイモンは床に這(は)いつくばって、許しを請(こ)うた。

　今回のパイモンの行動は、あの銀髪の魔王少女のためだった。後れを取った彼女を最後に勝たせるために、場を引っかき回すことが目的であった。

　もちろんパイモンを蔑(ないがし)ろにした、ということもあるが。――すべては命じられたから、だ。

　ただし、『まあ、よい』と主は、寛(かん)大(だい)な心を見せる。

『ルシフェルが魔界の未来を担うにふさわしいかどうか、その見極めでもあるのじゃ。あの娘にはどのみち、バアルの娘を越えてもらわねば、他の者に示しがつかぬしの』

「心得ております……サタンさま」

　パイモンは絶大な力を持つ主の名を呼び、オレンジ色の頭をいっそう垂れた。

「この身、ゆくゆくはそのために」

『そうじゃ。新たな大魔王の座は、わらわたちの手に取り戻さねばならぬ。のう？』

　くっくっ、と声の主がいやらしく笑った。

『そのために――すでに、十年ほど前から仕掛けておるのじゃ。じゃが……そろそろわらわの方も、新たに手を下すときかの？』 




勇(ゆう)者(しや)ノ心(こころ)得(え)２　完










　あとがき




　二巻、お待たせしました。ひびきです！

　いきなり新キャラてんこもりとなりましたが、いかがだったでしょうか？　書く方は大変です（苦笑）。

　こんなに増えるとは、と私自身もびっくりしているのですけれど。まあ、しょうがない！　勇(ゆう)者(しや)とある意味対比となる「賢(けん)者(じや)」も、出さないわけにはいかなかったですし。

　一巻だと、勇者は単に「生き返るだけの存在」として書いていました。でも、もちろんそれだけではなくて――なぜ、魔族と十分に渡り合うことができたのか？　《四代目》の最強の力って？　といったところに迫っていければな、という感じでしょうか。

　そして次巻、話は大きく動くことになります。そのために今回のラストで、ある仕掛けを施(ほどこ)してみました。ご期待ください！

　というか、まず、また追加の新キャラをちゃんと考えておかないと……（汗）。

　魔族には、『72柱の悪魔』というモチーフがあるとはいえ、どういう方向性でまとめるかは、私のさじ加減次第ですので。うまく設定を活(い)かして組み込むことに、腐(ふ)心(しん)するばかりです。

　今回の話での私のお気に入りは、パイモンとフルフルの二魔でしょうか？　特にパイモンは、元ネタのポジション的にもおいしいキャラとなりました。本当に、「サタン（ルシファー）直属」の実力者なんですよね。これしかない！　と思いましたよ。あはは。

　――そんなパイモンたちのデザインを、またもや雪(ゆ)月(づき)さんにがんばっていただきました！

　とりわけ某キャラの武器に関しては、かなり悩ませてしまったようで。す、すみません～。私自身がどうにも「変形」「合体」が好きなので、ギミック優先でリテイクを出すことに……。

　それでもいいものにきちんとデザインしていただき、感謝しきりです！　個人的に、あんなオモチャが出たら欲しいですよ（笑）。

　また、年末年始を挟んでしまったにも関(かか)わらず、担当のＳさんには素早い対応をしていただきました。ありがとうございました。遅(ち)筆(ひつ)で申し訳ないです（苦）。

　そんなこんなでやっておりますが、後はもう、読者の皆さんが楽しんでいただければ幸いです。

　それではまた、三巻でお会いしましょう。

　では～。




２０１１年２月　ひびき遊(ゆう)
















著者

ひびき遊

Yu Hibiki




２００３年に富士見書房よりデビュー。関西在住。

ハートキャッチプリキュアがついに終わってしまいました。が、私はカレンダーを入手したので、まだ大丈夫！（笑）……それにしても最近のカレンダーはすごいですね。ＱＲコード付きで、ケータイサイトから日替わりボイスをダウンロードできちゃうなんて。

うん、今年もがんばれる！







イラスト

雪月 佳

Kei Yuduki




愛知県在住。２月６日生まれ。

イラストレーター兼某社で２ＤＣＧグラフィッカーとして毎日描き散らしております。

将来の夢はたくさんの猫と暮らすこと。現在家に遊びに来る野良猫集団と縄張り争いを展開中。現在の戦績は０勝５敗。いつか喉をゴロゴロ言わせてやりたいと思います。
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